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議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 議案第３号 那賀町職員定数条例の一部改正について 

 議案第４号 那賀町職員の給与に関する条例の一部改正につい

て 

 議案第５号 那賀町情報公開条例の一部改正について 

 議案第６号 那賀町個人情報保護条例の一部改正について 

 議案第７号 那賀町役場出張所設置条例の一部改正について 

 議案第８号 那賀町木頭交流センター条例の制定について 

 議案第９号 那賀町使用料条例の一部改正について 

 議案第１０号 那賀町特定非営利活動促進法施行条例の制定につ

いて 

 議案第１１号 那賀町税条例の一部改正について 

 議案第１２号 那賀町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

について 

 議案第１３号 那賀町総合交流促進施設条例の一部改正について 
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 議案第１４号 那賀町総合交流ターミナル施設「四季美谷温泉」

条例の一部改正について 

 議案第１５号 那賀町簡易水道等条例の一部改正について 

 議案第１６号 那賀町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理

者の資格等に関する条例の制定について 

 議案第１７号 那賀町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

改正について 

 議案第１８号 那賀町営住宅条例の一部改正について 

 議案第１９号 那賀町町道の構造の技術的基準を定める条例の制

定について 

 議案第２０号 那賀町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例

の制定について 

 議案第２１号 那賀町移動等円滑化のために必要な町道の構造に

関する基準を定める条例の制定について 

 議案第２２号 那賀町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技

術的基準を定める条例の制定について 

 議案第２３号 那賀町道路占用料徴収条例の一部改正について 

 議案第２４号 那賀町営残土処理場条例の一部改正について 

 議案第２５号 那賀町地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条例の制定について 

 議案第２６号 那賀町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の制定について 
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 議案第２７号 那賀町こどもはぐくみ医療費の助成に関する条例

の一部改正について 

 議案第２８号 那賀町障害認定審査会の委員の定数等を定める条

例の一部改正について 

 議案第２９号 平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）

について 

 議案第３０号 平成２４年度那賀町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）について 

 議案第３１号 平成２４年度那賀町国民健康保険診療所事業特別

会計補正予算（第2号）について 

 議案第３２号 平成２４年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計

補正予算（第３号）について 

 議案第３３号 平成２４年度那賀町立上那賀病院事業会計補正予

算（第１号）について 

 議案第３４号 平成２５年度那賀町一般会計予算について 

 議案第３５号 平成２５年度那賀町国民健康保険事業特別会計予

算について 

 議案第３６号 平成２５年度那賀町国民健康保険診療所事業特別

会計予算について 

 議案第３７号 平成２５年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算

について 

 議案第３８号 平成２５年度那賀町介護保険事業特別会計予算に

ついて 

 議案第３９号 平成２５年度那賀町簡易水道事業特別会計予算に

ついて 

 議案第４０号 平成２５年度那賀町集落排水事業特別会計予算に

ついて 
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 議案第４１号 平成２５年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計

予算について 

 議案第４２号 平成２５年度那賀町財産区事業特別会計予算につ

いて 

 議案第４３号 平成２５年度那賀町立上那賀病院事業会計予算に

ついて 

 議案第４４号 平成２５年度那賀町工業用水道事業会計予算につ

いて 

 議案第４５号 那賀町過疎地域自立促進計画の変更について 

 議案第４６号 那賀町辺地に係る総合整備計画の変更について 

 議案第４７号 那賀町森林総合利用施設相生森林文化公園あいあ

いらんどの指定管理者の指定について 

 議案第４８号 那賀町木頭高齢者生活福祉センターの指定管理者

の指定について 

 議案第４９号 那賀町木頭図書館の指定管理者の指定について 

 議案第５０号 那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指

定について 

 議案第５１号 財産の取得について 

日程第４ 同意第１号 那賀町副町長の選任について 

 同意第２号 那賀町教育委員会委員の任命について 

 同意第３号 那賀町教育委員会委員の任命について 
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日程第５ 報告第１号 損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報

告について 

 報告第２号 損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報

告について 

 報告第３号 損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報

告について 

 報告第４号 

 

損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報

告について 

日程第６ 請願第１号 核兵器禁止条約の締結交渉開始を求める意見書の

提出に関する請願書 

 陳情第１号 違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情書 

   

   

   

 

本日の会議に付した事件 議事日程に同じ 
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午前１０時００分 開会 

○大澤夫左二議長 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１５名であり

ます。 

ただいまから、平成２５年３月那賀町議会定例会を開会いたします。 

午前１０時００分 開議 

○大澤夫左二議長 これより、本日の会議を開きます。 

日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

監査委員から、２月に実施された例月出納検査の結果について、お手元に配布のと

おり報告書が提出されましたので、御報告をいたします。 

次に、徳島県町村議会議長会定期総会が、去る２月２８日自治会館で開催され、冒

頭、自治功労者並びに優良町村議会の表彰式が行われました。その席上、町村議会議

員１５年以上在職功労者として、前耕造議員が全国町村議会議長会会長表彰を受賞さ

れました。また、町村議会議員１１年以上在職功労者として、植北英德議員が徳島県

町村議会議長会会長表彰を受賞されましたので御報告いたします。 

次に、町長から、お手元に配布のとおり議案等の提出通知がありましたので、報告

をいたします。 

報告は以上のとおりであります。 

これより本日の日程に入ります。議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、議長において植

北英德君、株田茂君の２名を指名いたします。 

日程第２、「会期の決定について」を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月２２日までの１７日間とし

たいと思います。これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から

３月２２日までの１７日間と決定いたしました。 

日程第３、議案第３号「那賀町職員定数条例の一部改正について」から、議案第５

１号「財産の取得について」までの４９件を議題といたします。 

以上４９件について、町長に提案理由の説明を求めます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 那賀町長、坂口博文君。 

○坂口博文町長 おはようございます。 

本日、ここに平成２５年３月那賀町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様には公私とも御多用のところ御参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  私の２期目も折り返し点となりまして、お約束の案件であります木材の安定供給と需

要の拡大による林業活性化と雇用の拡大につきましては、森林管理受託センター準備室

において推進しておりますが、木材の供給は公有林を含めてある程度の供給は可能であ

りますが、林業従事者の不足が課題となっております。今後、全国規模で公募を行うな

ど、林業従事者の確保が必要であり、先に議員からも御提案いただいたように、那賀町

に住んでいただく有利性をもＰＲしながら、ホームページを含めてパンフ等の作成を本
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年度に検討・作成を進めてまいりたいと思っております。また、新規林業就業者支援に

つきましては、国の支援策が詳細になり次第、町として就農支援給付金と同様な支援方

法をとるべきかどうかも検討してまいりたいと思っております。 

  なお、現在、国土交通省で進めています吉野地区堆積土砂捨場の活用につきましては、

平成２４年度特定地域再生事業の採択を受け、特定地域再生計画を策定し、両バイオプ

ラントの移転に併せてチップ・木粉等の前処理工場等を集積し、林業拠点産業団地とし

て、また雇用の場として活用してまいりたいと思っております。なお、地域の皆様方に

は、第 1 回のこの再生計画の策定委員会の後に、改めて地元に説明会を開催させていた

だくよう、計画をいたしております。 

そして、雇用の確保に併せて、定住住宅の整備につきましては、那賀町産木材を活

用し家賃で返済していただく住宅について、本年度は鷲敷地区に４棟建設を計画いたし

ております。場所は旧鷲敷保育園跡地を活用したいと思っております。今後、阿井保育

園跡地またアイヴィレッジ等の町有地の活用を検討してまいりたいと思います。 

次に、救急体制につきましては、本年度７名の新規職員を採用し、消防本部と上流

救急隊と人事交流も併せて連携を密にし、消防・救急の充実を図るため、本年度からデ

ジタル通信施設調査、救急車両購入等の準備を進め、平成２６年度より海部消防組合か

ら那賀町消防本部として独立した体制整備を図ってまいります。 

また、今回、国の平成２４年度大型補正予算も可決成立し、地方に対しても臨時交

付金制度を含め、安全・安心な地域づくり交付金等により平成２５年度予算と併せて公

共工事の確保は可能となりましたが、那賀町におきましても社会保障費の増大は、先の

１２月議会でも申し上げましたように、医療・介護を含めると約４０億円規模になって

おります。財政が好転したとはいえ、国・県の財政状況からしても、今後においても厳

しい状況下は変わらないと思っております。 

そうした中で、平成２５年度予算は、道路・林道開設・公共施設、特に庁舎の耐震

改修又は新築事業等のハード事業に併せて、鳥獣害対策のための大型檻
お り

による有害駆除、

森林管理受託センター準備室の充実、農作業支援事業と地域おこし協力隊の募集、子育

て支援事業の充実、高齢者生活状況確認事業に併せた買い物支援等、ソフト事業も含め

たまちづくりを一層推進してまいります。 

なお、昨年の９月議会において古野議員さんより御質問のありました「外国資本に

よる土地、特に山林の買収制限について条例制定等で対応すべきでは。」との御質問が

ありました。その件につきましては、これまで県とも対応を協議してまいりました結果、

「徳島県豊かな森林を守る条例」を策定する方向で、去る３月４日、この３月４日でご

ざいます。第１回の検討委員会が開催されました。この条例は、森林所有者の責務の明

確化、公有林化の推進、無秩序な開発防止を基本に制定することになりましたので、町

独自の条例は、その後において議会の皆様方と共に協議をしながら検討してまいりたい

と思っております。 

また、同日徳島県医療対策協議会が開催され、その場において、平成２１年度から

平成２５年度までの９７億円により１次・２次「徳島県地域医療再生計画」に引き続き、

新たに国の追加額、全国で５００億円と聞いております。それぞれ各県には１５億円ぐ

らいになるのでないかということを聞いておりますが、それを受け、県下全域の医療の
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適正化に向けた計画策定が行われることになり、そしてその協議会ののちに、医師派遣

調整部会等において、那賀町の医師数については昨年同様の医師数が確保されてきまし

た。 

次に、国道１９５号線出合バイパスの橋りょう工事につきましては、継続事業とし

て、４年の継続事業として約２７億円が確定し、上部工につきましては平成２５年度か

ら製作に着工予定と聞いております。また海川堆積土砂の除去、宮ヶ谷移転補償費等、

補正分で約１０億円の予算が確定していると報告を受けております。これは南部総合県

民局那賀庁舎管内の補正分の事業費でございます。 

それからまた、今朝ほどからも報道されておりますオスプレイの訓練ルート、オレ

ンジルートの件でございますが、この件につきましては県からもいろいろとその対応策

を、連携を密にしているところでございますが、那賀町といたしましても、関係する場

所と言えば旧木頭の北川と高知県の境付近がルートになるのでないかと、町としても想

定をいたしております。本日１１時３０分から、南部総合県民局でもそれに対応する連

絡協議会、対策協議会になろうかと思いますが、それに町としても担当者が出席をする

ことにいたしております。この対応につきましては、まず安全ということを第一に町と

しても対応してまいりたいと思っておりますし、地域の皆さん方の御報告もお願いする

よう指示を、連絡体制を整えております。 

以上、御報告を申し上げ、平成２５年度町政執行におきましても、議会の皆様方の

御協力をお願い申し上げ、３月定例議会の提案理由の御説明をさせていただきます。 

３月定例会に提案いたします案件は、条例の制定１０件・条例の一部改正１６件・

過疎地域自立促進計画の変更１件・那賀町辺地に係る総合整備計画の変更１件・指定管

理者の指定４件・平成２４年度補正予算５件・平成２５年度当初予算１１件・財産の取

得について１件及び人事同意案件３件の、合わせて５２件について御審議いただくもの

でございます。その他専決処分の報告が４件ございます。 

以下、議事日程の議案番号順に御説明を申し上げます。 

まず、議案第３号は「那賀町職員定数条例の一部改正について」であります。町長

部局では海部消防組合の独立などによる消防職員等の増員に対応するために、また教育

委員会部局は、実際の職員配置に合わせて職員定数を減少させるものです。 

議案第４号は「那賀町職員の給与に関する条例の一部改正について」であります。

これは、５５歳以降の昇給停止、看護師の夜間勤務手当の改正等であります。 

議案第５号は「那賀町情報公開条例の一部改正について」であります。これは、国

の法律の改正に従って、条例の字句を訂正するものです。 

議案第６号は「那賀町個人情報保護条例の一部改正について」であります。これも、

国の法律の改正に伴う条例改正であります。 

議案第７号は「那賀町役場出張所設置条例の一部改正について」であります。同条

例から「海川出張所」の項を削るものです。 

議案第８号は「那賀町木頭交流センター条例の制定について」であります。町が本

年度に購入した旧出原詰所職員寮を「那賀町木頭交流センター」として活用するための

条例制定であります。 

議案第９号は「那賀町使用料条例の一部改正について」であります。前号の施設の
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設置に伴い、使用料を規定するものです。 

議案第１０号は「那賀町特定非営利活動促進法施行条例の制定について」でありま

す。 

議案第１１号は「那賀町税条例の一部改正について」であります。これは住民税や

固定資産税に係る前納報奨金を廃止するものです。 

議案第１２号は「那賀町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について」であ

ります。これは、同対策本部を設置するために必要な条例を制定するものであります。 

議案第１３号は「那賀町総合交流促進施設条例の一部改正について」であります。

もみじ川温泉の利用料の上限額や、入浴料の無料範囲などの改正を行うものです。 

議案第１４号は「那賀町総合交流ターミナル施設「四季美谷温泉」条例の一部改正

について」であります。宿泊料の上限額の改定を行うものです。 

議案第１５号は「那賀町簡易水道等条例の一部改正について」であります。簡易水

道料金の改定が主な内容となっています。 

次の議案第１６号から議案第２２号までの条例の制定や改正については、国の法律

改正により義務付け・枠付けの見直しが法制化され、国の基準が県や市町村の条例に委

任されることになり、そのための条例改正であります。 

議案第１６号の「那賀町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関

する条例の制定について」から、議案第２２号の「那賀町準用河川に係る河川管理施設

等の構造の技術的基準を定める条例の制定について」までの議案については、「地域の

自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法

律」いわゆる「一括法」の施行に伴い、従来の義務付け・枠付けの見直しが法制化され、

国の基準が県や市町村の条例に委任されることとなったため、今回条例の制定・改正を

行うものであります。 

議案第２３号は「那賀町道路占用料徴収条例の一部改正について」であります。こ

れは、政令の改正に伴う条例の改正であります。 

議案第２４号は「那賀町営残土処理場条例の一部改正について」であります。これ

は、同条例に「上ミ
か み

立石
た て い し

残土処理場」を加えるものであります。 

議案第２５号「那賀町地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準を定める条例の制定について」、議案第２６号「那賀町指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について」の２議案に

ついても、先に述べた一括法の関係による条例の制定であります。 

議案第２７号「那賀町こどもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正につい

て」及び議案第２８号「那賀町障害認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正

について」の２議案は、「障害者自立支援法」が「障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律」に名称が変わったための条例改正であります。 

議案第２９号は「平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）について」であ

ります。既定の予算額に歳入歳出それぞれ１，１９２，３７３千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を、歳入歳出それぞれ１１，８０３，４１０千円とするものです。 

歳出の主なものは、総務費では積立金５億円のほか、木沢地区で生活拠点施設建築
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事業など、総額５７０，３３９千円を増額しました。農林水産業費では国土調査費、道

整備交付金事業費など４０３，５６２千円を増額しました。土木費では、社会資本整備

総合交付金事業費など１８７，４４７千円を増額いたしました。 

財源は、地方交付税４９３，１０７千円のほか、国県支出金などを充当いたしまし

た。 

繰越明許費として、平成２４年度町単独本庁舎改修及び増築工事費、道整備交付金

事業費、社会資本整備総合交付金事業費など、総額で１，８１８，８７７千円が平成２

５年度に繰り越されます。 

地方債補正として、過疎対策事業債などの限度額を変更いたします。 

議案第３０号は「平成２４年度那賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について」であります。既定の予算額に歳入歳出それぞれ６，９９０千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，３９３，８４４千円とするものです。 

歳出の主なものは、保険給付費の追加などによるものです。財源は、繰越金を同額

充当いたしました。 

議案第３１号は「平成２４年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算

（第２号）について」であります。既定の予算額から歳入歳出それぞれ２５４千円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６５，９４２千円とするものです。 

これは、木沢及び木頭診療所の施設管理費を減額したためです。 

議案第３２号は「平成２４年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第３

号）について」であります。既定の予算額に歳入歳出それぞれ４，７４５千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３５，９３９千円とするものです。 

歳出の主なものは、支障移転工事費などＣＡＴＶ事業費の追加によるものです。財

源は、事業収入を同額充当いたしました。 

議案第３３号は「平成２４年度那賀町立上那賀病院事業会計補正予算（第１号）に

ついて」であります。収益的収入及び支出を９，９１０千円減額するものです。 

議案第３４号は「平成２５年度那賀町一般会計予算について」であります。歳入歳

出予算の総額は、対前年度比２．５％減少の９，２４２，０００千円と定めるものです。 

歳出の前年度と比較しますと、総務費では、昨年度は役場本庁舎耐震工事費などを

計上していた関係で、約２５５，０００千円の減少となっています。衛生費では、有害

鳥獣捕獲委託料や、クリーンセンター関係の調査や計画に要する経費の増加などで約１

２３，０００千円の増加となっています。土木費では社会資本整備総合交付金事業費の

増加などで約１１９，０００千円の増加となっています。また、公債費は償還金の減少

で約１８３，０００千円の減少となっています。その他の科目は、微減又は微増となっ

ております。 

財源としては町税８７９，２５３千円、地方交付税４，９００，０００千円、使用

料及び手数料２３１，７５７千円、国庫支出金５２０，９２３千円、県支出金９９３，

４９７千円、繰入金４３１，２１９千円、町債８６７，５００千円などを充当いたしま

した。 

第２表では、クリーンセンター整備に伴う生活環境影響調査費として、平成２５年

度から平成２６年度までの債務負担行為として、２４，４４４千円を計上いたしました。
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また、第３表 地方債では、過疎対策事業債などの借入度度額を定めております。 

議案第３５号は「平成２５年度那賀町国民健康保険事業特別会計予算について」で

あります。歳入歳出予算の総額を、対前年度比１４．２％減少の１，１７３，８１６千

円と定めるものです。歳出の前年度と比較しますと、保険給付費が２０，６０７千円の

減少、共同事業拠出金が１３０，８９９千円の減少となっています。 

議案第３６号は「平成２５年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計予算につい

て」であります。歳入歳出予算の総額を、対前年度比３．１％増加の４６４，８８５千

円と定めるものです。歳出の前年度と比較しますと、総務費は２３，９７１千円の増加、

医業費が９，５０９千円の減少、公債費も６４７千円の減少となっています。 

議案第３７号は「平成２５年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算について」であ

ります。歳入歳出予算の総額を、対前年度比２．６％減少の１５６，０６７千円と定め

るものです。歳出は広域連合納付金が前年度より４，２０３千円の減少となっています。 

議案第３８号は「平成２５年度那賀町介護保険事業特別会計予算について」であり

ます。歳入歳出予算の総額を、対前年度比４．９％増加の１，６１５，０００千円と定

めるものです。歳出を前年度と比較しますと、保険給付費が８８，５００千円の増加と

なっています。 

議案第３９号は「平成２５年度那賀町簡易水道事業特別会計予算について」であり

ます。歳入歳出予算の総額を、対前年度比４．６％増加の１３３，２４０千円と定める

ものであります。 

議案第４０号は「平成２５年度那賀町集落排水事業特別会計予算について」であり

ます。歳入歳出予算の総額を、対前年度比２，４％減少の１３４，５８６千円と定める

ものです。 

議案第４１号は「平成２５年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計予算について」

であります。歳入歳出予算の総額を、対前年度比１．２％減少の１０５，２４６千円と

定めるものです。 

議案第４２号は「平成２５年度那賀町財産区事業特別会計予算について」でありま

す。歳入歳出予算の総額を、前年度と同額の４４６千円と定めるものであります。 

議案第４３号は「平成２５年度那賀町立上那賀病院事業会計予算について」であり

ます。収益的収入及び支出は、昨年度とほぼ同額の６３５，７３０千円、資本的収入５

２，１９０千円、資本的支出５２，６９２千円と定めるものです。 

議案第４４号は「平成２５年度那賀町工業用水道事業会計予算について」でありま

す。収益的収入及び支出は、昨年度とほぼ同額の２９，９３８千円、資本的収入０、資

本的支出１５，４２１千円と定めるものです。 

議案第４５号は「那賀町過疎地域自立促進計画の変更について」、議案第４６号は

「那賀町辺地に係る総合整備計画の変更について」であります。これらは現在の計画に

事業の追加・変更を行うものです。 

議案第４７号から第５０号は、各施設の「指定管理者の指定について」であります。

議案第４７号は「那賀町森林総合利用施設相生森林文化公園あいあいらんどについて」、

議案第４８号は「那賀町木頭高齢者生活福祉センターについて」、議案第４９号は「那

賀町木頭図書館について」、議案第５０号は「那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センターについ
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て」、それぞれ那賀町公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例の規定

により指定管理者を指定したいので、議会の議決を求めるものです。 

議案第５１号は「財産の取得について」であります。上那賀地区において町が山林

を購入するに当たり、契約の承認をお願いするものであります。 

以上、上程いたしました議案４９件につきまして御審議いただき、全議案とも御承

認を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

どうかよろしくお願いをいたします。 

○大澤夫左二議長 提案理由の説明が済みました。 

この際、議事日程の都合により休憩といたします。 

午前１０時３０分 休憩 

午後０３時５５分 再開 

○大澤夫左二議長 休憩前に引き続いて、会議を開きます。 

これより議案第３号から議案第５１号までの一括質疑を行います。 

なお、これらの議案は各常任委員会へ付託の予定となっておりますので、所管分以

外の議案について、できるだけ理事者への質疑等を行っていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

質疑のある方は、どなたからでもどうぞ。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 それでは、質疑をさせていただきたいと思います。 

最初に、町長の所信表明でオスプレイの件がお話しされたのですけれども、その中

身というのですか、県の対策協議会みたいなところに職員を派遣したとか、町内、町の

職員の方で見た場合のそういった連絡とか、そういったことであったかと思いますが、

地元と言うのか、このオレンジルートにかかるところの地元で、今日から明日・明後日

と３日間の中で低空飛行訓練をすることになっておるのですけれども、もう少し町とし

て、住民の生活・命・財産を守る立場から、このオスプレイの飛行訓練については、厳

しく抗議をするというような、もう１つ意志がなかったかと思うのですけれども、徳島

県の方では、国に対してそういった中止の要請をしたりとかいうことも報道されており

ます。  

  那賀町として、国に対してそういった訓練をしないようにということを言うと、また

アメリカ大使館にもそういったことで意見を言うと・・・。 

（福永泰明議員「議長、これって一般質問だろう、これ。」と呼ぶ） 

○大澤夫左二議長 議案にね、説明のあることをね。 

○新居敏弘議員 所信表明については、あかんので。 

（何ごとか呼ぶ者多し） 

○大澤夫左二議長 この議案についての質疑なので。 

○新居敏弘議員 分かりました。そういうことで、先にそういったことを要望しておき

たいと思います。 

それでは、議案第１５号について「那賀町簡易水道等条例の一部改正について」な

のですけれども、簡易水道、いろんな数が各地域にあるわけなのですけれども、今回は
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この２か所の料金の変更なのですけれども、１か所は値上げになっております。１か所

は値下げということでいいのですけれども、値上げになるようなところについての地元

の理解というのか、そういったことについてはどのようになっているのでしょうか。 

○樫本正史環境課長 議長。 

○大澤夫左二議長 樫本環境課長  

○樫本正史環境課長 今回議案として出させていただいた分で、木頭簡易水道事業の方

が値上げとなっております。１０㎥７５０円・１㎥増すごとに７５円だったものが、

１０㎥１，０００円・１㎥増すごとに１００円ということで。 

実は木頭簡易水道は、平成２３年４月１日以前は１０㎥５００円・１㎥増すごとに

５０円だったのでございます。それを平成２３年４月１日から２５円上げたということ

です。そのときに、あと２年後にはこの現在の、値上げさせていただいた１０㎥１，０

００円・１㎥ごとに１００円ということにさせていただくぞというような話もしておる

と聞いております。木頭支所の方でやっていただきました。 

予算のときにも申し上げたように、大変老朽化しておりますので、それの補修に充

てる自主財源として使用料を上げるということで、住民の方には納得していただいてお

るものと思っております。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 住民の方には納得していただいているということなのでいいかと思う

のですけれども、いろんなほかの簡易水道がありますけれども、もうこれなかなか将

来的に１つにっていうことはなかなかね、できんかと思うのですけれども、やはりあ

る程度バランスをとろうと思ったら、もうちょっと値下げを、基本料金なんかは値下

げをしてもいいのではないかと。なかなかこれ１０ｔまで１，０００円ということな

ので、なかなか１０ｔ使わんところも、１人の世帯だったらそういったこともあると

いうことで、基本料金は値下げをした方がバランス的にいいのでないかと思うので、

またそういったことで今後検討していただきたいというふうに思います。 

  それともう１つ、平成２５年度那賀町一般会計予算の１０１ページなのですけれど

も、「危険廃屋解体支援事業」についてちょっとお聞きしたいのですけれども、これ具

体的にどういった場合にこういった事業ができるのか。今回６００千円の予算ですけれ

ども、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○西本安廣地域防災課長 議長。 

○大澤夫左二議長 西本地域防災課長。 

○西本安廣地域防災課長 それでは、新居議員さんの御質疑にお答えいたします。  

  本年から、そういった国なりの補助、そういったものが付いてくるであろうというよ

うな状況もありましてですね、特に内容についてはまだ十分、要綱は作っていきよる途

中なのですが、最終的には危険を伴う、老朽化しておる、密集した中で家屋が老朽化し

ておる、だけどこれどうにか住民さんとしては十分な対応がきかないという状況下の中

で、そのまま放置したら危険を伴う、特に道路ぶちとか密集の家の近くとか、そういっ

た状況下の家屋を支援する、そういった事業です。どこまでそれが見られるかというの

もやはり微妙なところがあるので、十分精査して事業は進めたいと考えております。 
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（何ごとか呼ぶ者あり） 

  単独で１軒屋というのは、離れのところに１軒あって老朽化しておる分については、

そこまでは見えないので、特に集合住宅ですかね、集団でかたまった住宅、そういった

ところに建っておる建物についてはそういった対応で支援できたらと思います。 

  以上です。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 そうしたら、個人の持ち主なので、個人に対する支援という形になる

のやね。本来ならそれは個人が改修したり除去したりということなのだろうけど、そ

れに対しての補助ということで、非常に運用が難しいとは思うのですけれども、もう

ほんまに廃屋になっておったりして、いろんなこういった道路のはたでもこれが潰れ

たら歩いている人に危険が及ぶとか、瓦が落ちかけて危ないというようなところがあ

ちこちあるかと思うのですけれども、こういった個人に対する支援なので、運用の方

で十分何していただきたいと思います。 

  はい、以上です。先ほどは失礼しました。 

○大澤夫左二議長 ほかの方。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 ８２ページ・８３ページの、この小水力発電事業化可能性調査１，

０００千円、それから上那賀病院太陽光発電設置事業、これが２，０００千円と事業

費に対して２１，４２０千円予算化されているわけでありますが、今地球温暖化対策

とかそれから節電とかいう意味で、大変いい企画ではないかと思っておりますが、こ

れって上那賀病院に付ける場合に、どんな、どのぐらいの規模で、例えばソーラーを

付けると売電にもなるとかいうのですけれど、どんなメリットがあるのかちょっとお

聞かせ願えますか。 

○森久男林業振興課長 議長。 

○大澤夫左二議長 森林業振興課長。 

○森久男林業振興課長 まず１点目の小水力発電事業化可能性調査の１，０００千円で

すけれど、それは今現在相生の請ノ谷西納地区でやっております、それとはまた別に

新たな小水力の可能地点を探ろうということで、新たに委託料として１，０００千円

計上しております。 

それと上那賀病院につきましては、１０ｋＷの太陽光発電を考えています。それ

で、災害時は当然医療を動かす機械、発電というのは当然上那賀病院に発電施設、発電

機を持っているようなので、それはそちらの方に任せて、この分は待合室とか事務室の

電灯とか、そういう、医療に直接関係ないのですけれど、そういう電灯とかそういうも

のに使いたいということで、１０ｋＷというのを見ています。 

それで、蓄電池も１５ｋＷｈというのを用意してございます。それで、例えばその

１５ｋＷｈでどれだけいけるのかというと、例えばですけれど、普通の蛍光灯で６６Ｗ

のもの２台使用した場合、２台で１２時間使用した場合、それにさらに無線機器のプリ

ンター１１０Ｗのものを１台１２時間使用するとか、放送システムのアンプ２５Ｗのも
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のを１台６時間使用するとか、夜間照明の電灯２６０Ｗのものを２台使用するとかとい

う、そういうようなのを合計して、液晶テレビ１台６時間とか、それぐらいはその１５

ｋＷｈの蓄電池でね、十分対応できるという、そういう設備でございます。 

  それで、通常は当然売電するまでいかないので、当然そこで使う分になると思いま

す。ほなけん、当然使用電気量が減るということになってこようかと思います。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 取りあえず、何かあった場合はこれで賄えるということですね。 

（森久男林業振興課長「はい。」と呼ぶ） 

 ほやけん売電は、それほどは期待できないと、そういう話やね。 

（森久男林業振興課長「はい。」と呼ぶ） 

  はい。今ちょうど、今言ったように四国電力の電気料も上がるとかいう話なので、本

当に頑張っていただきたいと思います、はい。 

○大澤夫左二議長 質疑があれば続けてください。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 ３点ほど質疑させていただきます。町長が席を立たれておるようですけ

れども、あとにしましょうか。よろしいですか。 

  議案第３４号の８２ページのところで、バイオマスタウン事業費の中で前処理センタ

ー事業化詳細ＦＳ調査ということで予算を計上されております。さっき、これまたひん

しゅくを買うかも分かりませんけれども、最初におっしゃっておった説明いただいた中

で、吉野地区の件も説明に入っておって、この分もそれに絡む分かなと感じながらこの

予算書を見せていただいたのです。 

その中で、一昨年に予算を流しておって、吉野地区の事業が途中で今は止まってお

るという状況の中でこの調査費を計上されておりますけれど、最終的にこの調査費を入

れて、いつこの吉野の分も含めて、私はこの今年の補正と当初の分で吉野の完了までに

なるだけの予算措置がなるかなと、この分と合わせて、思っておったのですが、この分

だけしか出ていなかったという、この全体の中の形というのが全く見えてこんので、こ

れをこの予算に絡んで御説明をいただけますか。分かるような形で御説明をいただきま

したら。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 冒頭、所信のところでもお話もさせていただきましたし、今の８２ペ

ージの委託料で前処理センター事業化詳細ＦＳ調査という委託料の件も含めてでござ

いますが、吉野地区の前が今の森林組合以外と、それから下の方に小径木の加工場が

ございます。あそこをのけまして、川手側の方だけをこの平成２５年中に土砂で計画

高まで埋めていただくということにしております。運転免許の教習所があったと思う

のですが、茶畑、あそこを含めてでございますが、そこに一応そういった埋立地の広

場を作っていただいて、それによってバイオマスの両プラントが、総分離のプラント

は平成２５年度まで、ＢＴＬは平成２６年度までなのです。そのプラントをそちらの
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方に、川手側の方に移設をしたいと考えております。 

  そういったことで、それに併せてやはり木粉とかチップ、製造の機械をそこに一緒に

持っていこうということにいたしております。この、そういったこの委託料につきまし

ては、まあ言うたらそれらのこれからの調査をしていくという委託料でございまして、

一応設置をするのは恐らく平成２５年度・平成２６年度からになろうと思います。 

（古野司議員「今ある既存施設の立ち退きの補償、移転補償費が前に予算計上

されておって、執行できんで流しておった経緯があった（聴取不能）それ

も一緒に込みで出てくるのかなと思っておったら、それが表に（聴取不

能）」等と呼ぶ） 

 それは、その分については、今までも県ともいろいろとお話もさせていただきよった

のですが、やはり補助事業の絡みということがあって、平成２９年度まで移転ができな

いというのが普通なのです。 

そこで、一応抜ける方法としてあるのが、地域再生計画を立てれば無条件でそちら

の再生法が優先しますので、無条件で取壊しなり移設ができるということで、地域再生

計画というのを計画する予定にしておったのですが、国の方の予算で特に特定地域再生

計画のお金が余っておるよということで、平成２４年度に１０百万円、これを申請した

わけです。この１０百万円の国の１００％の事業ですが、この特定地域再生計画によっ

て、それをその計画の中に入れたいと思っています。吉野地区全体のいろいろな、そこ

にバイオも含めた、前処理工場も含めた、また先ほど担当課長からも申し上げました

が、６次産業化のことも含めて、あの一帯をそういう形にこの事業で計画書を今年作り

たいということでございます。それによって進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 はい、続きまして９１ページの、これは商工費ですから、私、総務文教

の関係ですから直接よろしいですね。今これお聞きさせていただいて。 

町有林の台帳整備をされるというふうにさっき御説明をいただきました。森林組合

に委託をされるということだったのですが、これ総務課とかぶらないようにするという

ような説明、補足が付いたのです。以前に、総務課長には代表監査委員と共に、早いう

ちに台帳を整備するようにということでお願いをしておったのですが、これ総務課の方

と同じ町有林の台帳を作っていく中で、かぶらないようにするというのはどういう意味

なのか。逆に整備が済めば、同じ財産に関してはかぶって当然というふうな感じを受け

ておるので、このお言葉の意味が私は十分理解できんので、御説明をお願いします。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 町有林の台帳については、古野議員さんがおっしゃったよう

に、総務課の方でそういうシステムを組んでしておりますが、今回森林組合に委託し

て緊急雇用で実施するという分につきましては、それ聞いている分では樹高とか、上

物の木の本数とか樹高とかそれの価値とか、そういったものを調査して、そういうも

のの測量、樹高とか胸高直径での収穫に必要な資源量の調査とか、そういったデータ
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収集を行うと。それで、町有林の台帳にその上の町有林の価値あたりを調査して、台

帳整備を行うということで聞いております。 

（古野司議員「土地でなく。」と呼ぶ） 

土地でなくその上物、木とかの、その木とかの立木の価値ですね。そこら辺の本数

とか太さとか、そういったものを測量調査するということです。 

○古野司議員 はい、分かりました。議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 それでは、最後に議案第４７号、御本人おいでるので御説明いただけた

らと思うのですが、あいあいらんどの指定管理についてでございます。お話、先ほど

御説明をお伺いしますと、公募において町内で公募されると。公募において２者があ

って、その中からもみじ川温泉が指定管理をするようになったというふうなことでご

ざいますが、それをまたお聞きをしてみますと、地域のいろいろの方々から意見聴取

が事前にあったと。その中から、大きな公園であるので、町内だけの公募でなく全県

下的であったり全国的な公募をしたらどうかというふうな意見もあったという話の中

ですが、まず町内だけで公募されたというふうなこと、なぜまずそこで町内だけで公

募ということになったかがまず１点。 

  それと、その次に先も第３セクターであったアイエフが指定管理をされておったとい

うことだったのですが、今回もまた同じようにもみじ川温泉という、町内のというか第

３セクターの企業が指定管理をされるというふうな形になりましたが、これはどうして

２者あったうちのもう１者、どこかは私もそれは聞いておらんので分かりませんが、そ

こが駄目になって第３セクターであるもみじ川温泉が受けるようになったのかというよ

うなこと。 

心配は、これから町の職員に近い状況に第３セクターがまたして、特にもみじ川温

泉を経営されておるところで同時に運営されたら、直営に近い状況になるのではない

か。町費の投入がこれからどんどんどんどん増えていって、大きな採算独立というふう

なことに逆の方向に向かうのでないかというような心配があるのですが、それに対する

指定管理を受けられたということを含めての御説明をいただきたいと思います。 

○稲澤弘一副町長 議長。 

○大澤夫左二議長 稲澤副町長。 

○稲澤弘一副町長 まず町内で募集したという理由なのですが、まずアイエフが林業に

重点を置きたいというような会社の考えもあって、指定管理から引きたいと。それか

ら、そのあと鎌瀬の集落、地元の鎌瀬の集落に相談したのです。まず地元の集落でち

ょうどそういう動ける人もおいでるので、地元の集落でやってもらえんかという話

を、集まってもらって私から持っていきました。そういうことで話はしたのですが、

それはできないと、無理だということで、そのあと地元の鎌瀬集落から要望がありま

して、町の直営でやってくれと、そういう要望がありました。町の直営では無理とい

うことで話しまして、それであれば直営に近い第３セクター、一番近いもみじ川温泉

になるわけなのですが、そういう直営に近いところでやってくれと。と言いますの

は、地元の意見はそういうトラブルをできるだけ、今まで鎌瀬の集落の方とのトラブ

ルも若干あったようなこともありまして、町であれば話もしやすいしトラブルの解決
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も一番図りやすいということで、そういう要望がありまして、そういうこともあっ

て、それからもみじ川温泉の経営も考えながら、公募に応募したということです。 

  それで、選定ついては課長から。その選定の内容については、私は意見は出しており

ませんので、それは課長から答えてもらいたいと思います。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 選定につきましては、副町長さんは会社の社長でもありますの

で選定委員会での意見は出ておりませんので、私の方から御説明させていただきま

す。  

  選定委員会を開催しまして、その中での意見の中では、やはり古野議員さんおっしゃ

ったように、四季美谷温泉さんのファガスの森とか山の家についても第３セクターが管

理するということになりましたので、そこでもみじ川温泉とかも第３セクターになれば

やはり、第３セクターと言っても町がある程度入っているところなので、もっと民間活

力の導入を図った方がいいのでないかというような意見は、当然ありました。 

それから、やはり一番、選定委員会の中では、やはり地元との連携というか、そう

いったことがもみじ川温泉であればやはり地元との連携とか、美術館とかもみじ川温泉

自体、その辺り一帯を連携してできるのでないかということと、あと経営についてもア

イエフさんとかは林業が主で、観光的な部分は余り、ノウハウが少なかったとは思うの

です。管理とかそんなものについては、もみじ川温泉よりも即人も使えるのでよかった

かも分からんのですけれど、ＰＲと運営方法あたりに若干問題があったのでないかとい

うような御意見がございました。 

  今後については、もみじ川温泉と美術館・あいあいらんどを、周辺一帯的に連携を図

って管理していけば収益も上がるのではないかと。アイエフさんが管理しているとき

は、収益がかなり落ち込んでいました。１，６００千円ぐらいまで落ち込んでいました

ので、そういったところについてもっと経営改善が図れるのでないかということで、最

終的に総合的に判断した中で、もみじ川温泉を選定したということでございます。 

（古野司議員「以上です。」と呼ぶ） 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 質疑をさせていただきます。 

  まず議案第１０号ですけれども、特定非営利活動促進法施行というのが、これＮＰＯ

法人法でしょうけれども、那賀町でも条例が出てきましたが、この那賀町でできた狙い

というかですね、いきさつも含めてまずちょっと、先ほども聞いたのですけれども、も

う一度ちょっと詳しくお願いします。 

○岡川雅裕企画情報課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岡川企画情報課長。 

○岡川雅裕企画情報課長 特定非営利に関しましては、県の権限委譲ということから権

限移譲しませんかという形の中で町に依頼があって、町としては那賀町に４か所ぐら

いのＮＰＯがあるのですが、それについての事務量的にもさほど大きな話でないと、

それと地域に非常に密着した形の中のＮＰＯの実態把握というのはやはり町村がしや
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すいのじゃなかろうかということで、町としては権限委譲を受けるということにして

おります。 

ですから、そういう形の中で町はこの部分を受けたということです。ですから、そ

れに伴う条例制定とういうことです。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、これはその県との流れの中での条例制定ということだろうと思い

ますけれども、今、既に４つあるということでお聞きしたのですが、そのうちの数法

人はですね、私自身も少し関わりがあってですね、いろいろ話をしているとですね、

これが株式会社である企業だとか個人事業主である営利企業との、この町のですね、

このＮＰＯ法人に対する関わりというか、関わり方がほとんど変わらないのではない

かというような印象を受けたそうなのです。 

詳しく言うとですね、営利法人だからそれはそちらだけで何とかこの経営もやって

もらいたいとかいうような話もあったりはするのですけれども、ＮＰＯであればです

ね、そのやっていることは非営利でやっていることであって、町のためになることもた

くさんやっているところもあるのですが、なかなかそこが理解してもらえずにですね、

町との関わりがうまいこといかないというような訴えを聞くことが多いのです。 

この条例を制定するに当たってですね、そういった関係をもう少し改善していって

いただくところまで考えていただけるかどうかというのを、もう一度ちょっとお願いい

たします。  

○岡川雅裕企画情報課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岡川企画情報課長。 

○岡川雅裕企画情報課長 ＮＰＯ法人に関しましては、基本非営利という形の中で事業

を実施するということはありますが、別に営利を目的として事業を実施していただい

ても、届け出すれば可能なのですね。それの利益をもって非営利活動をしていただく

ということが可能なので、町としてはそれぞれの活動の中で状況を、ＮＰＯからの話

をいただいて、やはりそれが町として補助をしていく、委託をしていくっていう、支

援をしていくというのは、個々の事例に基づいてそれぞれ判断をさせていただかない

と、ＮＰＯやから非営利やから必ず補助していくということはできないと。飽くまで

非営利であろうとも営利を目的に活動することも可能であるということは理解をして

いただきたいと思います。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、立ち位置は分かりましたけれども、ただしですね、これからはも

う市民との協働だとか民間とのですね、切磋琢磨
せ っ さ た く ま

も含めてですね、町はまちづくりに

おいて協力関係をどんどん広げていかなければいけないと思いますので、その辺り、

もうどんどんオープンにですね、していって協力関係をもっと結んでいただけるよう

な取組を行っていただきたいなと強く思います。 

  続きましてですね、予算の方に入りますが、ちょっとお待ちいただけますか。 

○柏木岳議員 すみません。平成２５年度予算の８５ページのですね、木材利用推進住
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宅費なのですが、昨年、昨年というか今年ですね、延野の方に４戸、最終的には払い

下げられる予定の公営住宅ができましたけれども、現在４戸中３戸が入居いただいて

いるというところに関して、１戸残っているような状況です。これについてですね、

入居の見込みがあるのかどうかという点、それとそこまでに至ったですね、かなり応

募が殺到したとかいうことの状況も含めて御説明をお願いします。 

○森久男林業振興課長 議長。 

○大澤夫左二議長 森林業振興課長。 

○森久男林業振興課長 大原住宅の件について４戸を募集しまして、最初３人応募があ

りまして３戸埋まりました。それで再度募集しまして、２組から応募がありまして、

抽選の結果１名決まっております。それで今現在はもう４戸全部入居の状況でござい

ます。 

  以上です。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、ありがとうございます。ちょっと私が把握していたところは１つ

売れ残っているのかなと思っていましたので、もし売れ残っているような状況であれ

ばですね、次の鷲敷地区での物件も少し方向性を考え直さなければいけないのかなと

思いますけれども、いい状況で滑り出しているのであればですね、また次の鷲敷地区

での成功もですね、是非お願いをしたいなと思います。 

  続きましてですね、８８ページのところで林道をかなり整備する内容がかなり出てお

りますけれども、これは国の経済対策かなというふうに思いますが、私自身はですね、

以前からはちょっと懐疑的な部分もあるのですけれども、これだけお金をかけて実際の

林業に対してどの程度効果があるのかというのが、かなり懐疑的な部分もあります。国

からお金をもらえるからという雇用対策の部分以外のですね、実際にこの林道が資本と

してどのような機能をする、またこれだけのお金をかけた費用対効果がどの程度あると

いう試算を一旦ちょっと御披露いただきたいなと思います。 

○森久男林業振興課長 議長。 

○大澤夫左二議長 森林業振興課長。 

○森久男林業振興課長 すみません、試算については今日手持ちで持っていないので、

ちょっとまた後日出したいと思います。 

 それで、費用対効果については当然「１」以上という何で採択になっております。そ

れで、平成２５年度の分は通常毎年されている事業で、平成２４年度の補正の分が国の

補正でいただいた分でございます。それで、これを年間県営事業も入れて大体３ｋｍぐ

らいの林道を開設しております。 

それで、今の林業において、もう道がなければ必ず林業は成り立たない状況で、今

の木材価格に対応する、１２千円前後の価格に対応するのであれば、もう当然林道を使

っての搬出コストダウンしかございませんので、林業には有効に活用されていると思っ

ております。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 
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○柏木岳議員 はい、それでは、１０１ページなのですが、ちょっともう併せて質疑い

たしますが、先ほど新居議員が質疑されたところの「危険廃屋解体支援事業」に関し

ましてですね、これはそのお持ちの個人に対して補助をするのだろうと思いますけれ

ども、独居老人だとかですね、そういう方がそのまま亡くなられた場合に、その持ち

主の御親戚とかそういうところがですね、分からなくなってしまっている場合だとか

ですね、その権限者がどこにいるのかというところを踏み込んで行っていくような考

えはあるのかどうかというところとですね、それができなかったからそのままになっ

ておるのであれば、余りこれ効果がないと思うのですよね。 

実際、例えば空き家の状態にしてしまっていて、町外に出られていて、もうかなり

の長い間外で生活をされているというような状況であれば、余りその空き家に対する意

識も薄くなっているし、わざわざ少しだったとしても自費を出して解体をしてあげよう

というような意識は薄れてしまっているような気もいたします。 

他の自治体ではですね、こういった条例を少し踏み込んで、牟岐町もやっています

けれども、補助金をうったりしながら、解体の案内を進めていったりしたりですね、こ

れは都会の方でもありますけれども、この辺りどのようなところまで踏み込んでやろう

とされているのか、たかだか６００千円の予算しか付いていませんけれども、その辺り

の確認をしたいところとですね、あとその同じところで、町と県が１戸あたり３００千

円ずつの補助を過去の耐震化に対する制度に上積みをして、プラス６００千円を出して

いただけるというような予算案ですけれども、この元々のですね、耐震化の事業という

のがほとんど機能していないと思うのですよね。実質的に自己負担が少し発生して、そ

れもその耐震診断士が設計をしたとおりに直さないといけなかったりしてですね、そう

するとかなり持ち出しが出たということの対策として、恐らくこの上積み分が出てきた

のじゃないかなというような経緯を想定はしておるのですけれども、そのようなことと

ですね、この持ち主の状況が恐らくは古い家屋であって、仮に耐震化せずに新しい家屋

を建てるという方がいたとすればそういうふうに新築にするのでしょうし、直さなくて

耐震で行くということであればですね、もう家も古いし自分も先も短いしというような

高齢の方がたくさん、多いのだろうと思うのですよね。 

この事業自体がどの程度効果があるのかというのが非常に疑問なのですけれども、

過去の実績がどの程度あったか、ここ数年だけでもいいので教えていただきたいので

す。先ほどの２点あわせてお願いします。 

○西本安廣地域防災課長 議長。 

○大澤夫左二議長 西本地域防災課長。 

○西本安廣地域防災課長 柏木議員さんの御質疑にお答えいたします。 

まず１点、老朽化した家屋の危険に伴う家屋の撤収というか、民間への支援をする

ということでございますが、既にもう県内でも海陽町さんとか美波町さん・牟岐町も含

めて、特に海ぶちの路地で通路の通りが悪くなったところでの事業を進められておると

ころがあります。 

本町はまだそういったところまでは取り組めていなかったのですが、今回そういっ

た事業の支援に対する補助も出るということで、取りあえず取り掛かってみようかと。

１つは、先ほど言われたようにどこまで入っていけるかというのが大きな、やはりこれ
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は個人の財産なので、ある程度は区別、線は引かないといかんと思いますが、なるべく

危険の伴うことに対しては、当然危機管理の観点からそういったものには取り組めたら

いいなと考えております。そこは１つの要綱として定めて文書化するべきだと思ってお

ります。 

  それともう１点、住宅の耐震改修部分の事業でございます。昨年、また本年も含めて

今事業ができておりません。というのは、やはり費用負担にかかる経費、そういったも

のが個人負担に対して実施できないような状況化にあると考えておりまして、今回、そ

の言よる県が３００千円・町が３００千円の６００千円だったのですが、もう１つ踏み

込んで３００千円乗せて９００千円でやってみようかという、スタートを切ってみよう

かと考えておりますので、基本的にはその事業の事業量にもよるのですが、改修をする

量がどれだけしないといかんかというのが大きな題材と思うので、そういった面も含め

て調整して平成２５年度は実施したいと思っておりますので、なるべく、１回国から補

助が出た時点で９００千円を交付した時期が数期間の間あったのですが、そのときの要

望なりは多かったのです。そのまま経緯してやっておけばよかったかなと今も反省はし

ておりますが、今回やってみるということで実施させていただきます。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、取りあえず１つ１つ聞きますとですね、その危険家屋に関しまし

ては、年末に実は住民課長の方に僕ちょっと要望に行かせていただいたことがありま

してですね、もし踏み込んでいただけるのであれば実際に１件頼まれているところが

あるのですよ。それを是非もう少し踏み込んでですね、条例化するなりしていただき

たいなというふうに思います。 

  もう１つのですね、耐震化の件ですけれども、これ恐らくお金を積んだらするという

ようなものでもなさそうな気もするのですよね。結局、だから年老いてですね、わざわ

ざ家を直すのに気苦労だとか、少しでもお金を出さなければならないとかいうような話

になると、それだったらもう別にね、施設に入ることも後々もしかしたら考えられるし

ということもあってですね、ちょっと頭をひねらないと、これ全国的にやっていること

でしょうけれども、進まないのではないかと思いますので、もう少しちょっと取り組む

姿勢を変えていただきたいなと思います。これはもう、東日本大震災になってしまった

あとでも全然耐震化の要望が上がってこないということですから、もう少し取り組む姿

勢を変えていただきたいなと思います。 

  続きまして、１１４ページの教育関係なのですが、那賀町の民話印刷製本委託料です

ね。これ、先ほど聞きましたけれども、全世帯に１，０００ページの民話の本を配布す

るというのと、各種団体にも配布するということですけれども、これ１２百万円は高く

ないですかというのがもう率直な感想です。この４，０００世帯の中で、どの程度の人

が興味があって那賀町の民話の１，０００ページをめくって見ていただけるのかなとい

うところがですね、これはもう価値観の問題もありますけれども、その考えられたきっ

かけをお聞かせいただきたいと思います。 

○尾崎隆敏教育長 議長。 

○大澤夫左二議長 尾崎教育長。 
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○尾崎隆敏教育長 金額的には大きな金額が出ております。これにつきましては、ペー

ジ数も１，０００ページを、今のところはまだ確定ではございませんが、１，０００

ページを超えるのではないかというようなことも推測はできますし、それとその部数

なのですけれども、多少増えるのも少ないのも余り金額的には変わらないということ

を言われております。 

その中で、こども議会で質問もされて、その中で那賀町になったのだから那賀町に

ある民話をできたら集めて、みんなにそういう民話を周知してほしいというという願い

もございましたし、また１０周年の町政合併記念、これについては町もいろいろな行事

を考えていると、その中での１つの事業として、教育委員会としてできるメインの事業

の１つに加えていただけたら、そのことが効果としてはあるのではないかなというよう

な思いをもっています。 

  町民だけでなしに、やはり公的な機関、それから一部は希望者に、町外の方には売る

ということもそれは考えてみたいなというように思っております。今のところは町民に

１冊ずつ、これは町政１０周年記念行事の一環としてお配りをするということは、これ

は基本的な考え方の中に持っております。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、これ町外に売ろうとしても売れないと思うのですよ、多分。首を

かしげるのですけれどね。それと、あと家に配ってそのまま数か月するとホコリをか

ぶっている可能性が大というのはもう想定できるので、どうしてもやりたいのであれ

ばその辺りをＰＲをどんどんしていっていただいてですね、あとこのコストは削減を

是非していただきたいなと、ちょっと反対するところまではいかんので、その辺りち

ょっと要望をいたしますが。 

あとちょっとこの分厚い予算書をですね、確認させていただいたのですが、１２月

の議会で私の一般質問でですね、子育て支援に対するですね、ことを聞かせていただき

ました、最低でもじゃあ町がね、この那賀町が子育て支援にこれだけのことに力を入れ

ているというような発表をしていただいたと思うのですよ。それをまとめたものを、冊

子を町長は出していただけるとおっしゃっていたと思うのですね。その予算がどこに入

っているのかというのをちょっと是非御指摘いただきたいのです。 

○大澤夫左二議長 ちょっと答弁の前に、本日の規定の時間が近づきましたので、ここ

で議事の進行上、時間を延長しておきます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 その件につきましては、冒頭所信でも申し上げましたとおり、これに

ついてはそれのそのポスターも含めて、ＰＲも含めて検討するようにしておりますの

で、予算については補正で、それが煮詰まった時点で補正でお願いをしたいと思って

おります。 

  以上です。 

○柏木岳議員 議長。 
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○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、すみません。長々といただきましたが、最後ですけれども、先ほ

ど古野議員さんが最後に質疑された分なのですが、あいあいらんどの指定管理の件で

すけれども、経緯は分かりましたが、やはりちょっと分かりにくかった、分かりにく

いというかですね、少しやはり首をかしげてしまうところがですね、まずは一般公募

をしていた上でですね、最終的に第３セクターの、しかも代表者が理事者の側にいる

人に決まってしまったというところなのですよね。 

元々はだから、これはもう民間でしてもらいたいことも含めて公募はされたのだろ

うとは思うのですけれども、そこの部分をですね、もうちょっとクリアに説明をしてい

ただかんとですね、やはり何かこう出した人が何かこういうね、それはないと思います

けれども有利に決めているような印象を取られかねないと思うのですよね。 

だから、やはりここはもう少し何かちょっと説明が、僕はちょっとね、副町長の側

というよりも、商工地籍課長の方から説明をお願いしたいところなのですよね。その民

間の方がなぜ駄目だったのかですね。最初は多分そういうことも想定して一般公募にし

たはずだろうと思いますので、ちょっとお願いします。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 選定についてですね、もう１者の方については地元の有限会社

の方でございます。内容につきましては、先ほど申し上げましたように、あいあいら

んどの周辺の施設と連携して、総合的にＰＲとか経営する必要があるという部分が一

番重要な部分だろうと思います。もう１者の方については、管理面についてはアイエ

フさん同様、修繕とか草刈り、そういった部分での管理というのは非常に運営ができ

るのだろうと。アイエフさんも非常にきれいに管理をされていましたので、そういっ

た面については十分能力も高いし、いいのでないかと。ただ、先ほども申しましたよ

うに、企画とか運営とかＰＲ、そういった面については、それから連携とかそういっ

た面についてはもみじ川温泉さんの方に利があるのではないかといったことが意見と

して出ました。 

それから、先ほども申し上げましたが、指定管理も木沢の山の家とかファガスの森

については第３セクターということに結果的になりましたので、そういった面からする

と民間活力の導入を図るのが必要でないかといった意見もございました。 

  あと、地元の地域からは、できるだけ町に近いところで運営をしてほしいということ

は、地元の方からはそういった御意見もあり、地元との調整についてはもみじ川温泉さ

んとかの方が連携がしやすいのではないかといった意見がございました。そういった意

見を総合的に判断して、どちらを取るかという部分もあるのですが、総合的に判断し

て、あいあいらんど周辺を一体的に運営していくのであればもみじ川温泉さんの方が最

終的にいいのでないかということで、選定をさせていただいたということでございま

す。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、分かりました。 
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  それではですね、今後の、これあいあいらんどを、じゃあここでどのようにね、うま

いこと運営をされていくのかというのを、ちょっと具体的な案を是非最後ちょっと副町

長にお示しをいただきたいなと。これまでの指定管理よりもいいようになることで、こ

れは出来レースでなかったということをやはり示していただくしかないと僕は思います

から、この次の経営方針をですね、是非ちょっと最後ちょっと語っていただけたらと思

います。 

○稲澤弘一副町長 議長。 

○大澤夫左二議長 稲澤副町長。 

○稲澤弘一副町長 決して出来レースではございませんで、個人的にはまた怒られるネ

タが増えるので、私としては。 

それと１つは従業員、支配人も含めてなのですが、アイエフが退くということで、

一体的に宿泊とか、それからお客さんの中でも一般的な温泉の宿泊施設がいい人もある

し、そういう屋外・野外的な、アウトドア的なものを好むお客さんもおりますので、そ

ういうお客さんに対して、温泉にそういうような問い合わせもあるようなのです。とい

うことで、そういうお客さんにもそういうアウトドア的な宿泊、それからいろんな活動

というのを楽しんでもらえるようなことももうちょっと幅広くやりたいと、今回こうい

う機会でしたので、そういうことをやりたいということで、従業員からもそういう意見

が出まして、じゃあ応募をしようということでこういう結果になったわけでございまし

て。  

  今、あいあいらんどは非常に宣伝とか企画が今まで余りできていない状況でしたの

で、もみじ川温泉の支配人を中心に、温泉とあいあいらんど、一体的にいろんな企画を

考えて利用してもらえるように。それには施設の老朽化等もありますので、できる範囲

が限られている部分もありますが、まだまだきちっと管理をしていけばそういうニーズ

にも応えられるのでないかということで、できるだけそういう温泉とはまた違ったお客

さんにああいう場を提供して利用していただくということで、これから今企画をいろい

ろ考えているところでございます。 

  ということで、利用者が平成２３年度・平成２４年度よりは増えて利用してもらえる

ように、これから考えていきたいと思っております。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、最後ですね、非常に力強い言葉をいただきましたので、次の決算

を期待しております。 

  以上です。 

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 これ、ちょっと総務に関係あることですので、私総務委員やけん、こ

れ質疑をするのをやめようと思うのですが、ただ、あえてさっきの柏木議員が質問し

たですね、この災害対策費の「危険廃屋解体支援事業」、これ誰だったのかな。西本

地域防災課長がね、答えたのやけれども、これってハッキリさせておいた方がいいと

思うのです。テレビで中継しておるのでね、これ。聞きよる人が戸惑うような答弁は
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やはり困る。 

ここで確認します。この危険廃屋解体支援事業というのは、「危険な廃屋」と書い

てあるこの字のとおり、危険ということは危ないっていうことやけん、この危ないやつ

を放っておいたらケガしたり、通行人がケガしたりとか台風で飛んできてケガをしたり

とか、そういうことで、行政が言われんでもめいで（壊して）あげようということなの

か、それとも「お金がないけん、めぎたいのやけども支援してちょうだい。」と、行政

に言うてきて、それを補助を出してめいであげるのか。これはどっちですか。 

○西本安廣地域防災課長 議長。 

○大澤夫左二議長 西本地域防災課長。 

○西本安廣地域防災課長 福永議員さんの御質疑にお答えします。 

基本的には個人の財産でありますので、最終的には本来は撤収するのは個人でござ

います。ほじゃけん、何から何までするというわけでありませんので。特に危険であっ

てそういった状況化、問題が生じた場合、そういったものに対してどうするかという話

でありまして、最初から何から何まで取り除いていくという支援はいたしません。 

調査はしますけれども、そういった状況の調査はしますけれど、全てにわたってす

るわけではありませんので。 

○大澤夫左二議長 いやいや、その前の指導があるのかということ。その前の指導も含

めてあるのかって。この危険な。 

○西本安廣地域防災課長 状況は、そういった放置しないような周知なり何なりはやっ

ていかないといかんと思います。その危険の観点からしますとね。けれど状況が、そ

ういった状況が出てきたものに対しては対応します。ただ、何から何までするわけで

はないのです。  

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 何から何までというのでなしに、町内でも見たら分かるように、もう

この家の土地を持っている人さえおらない。何と言うのかな、周知をしようと思って

もどこに行ってしもうておるのやら、おらんのやら分からん。ほやけれども、道路の

はたで危険な状態になっておる家屋があるわな。これを、子供が歩いていきよったり

したらカーンと当たったり、倒れてきて。そんなになったときに、行政に万が一ちょ

っと責任を取ってちょうだいとか言われたら困る。 

そんなこともあるけん、例えば積極的に行政がそういう危険な家屋は取り除いてあ

げるというのがこれなのか。それとも支援をする、支援を。のけたいけれども、危ない

けんのけたいのやけれどもお金がないけん、行政さん、代わりにもうお金を出してちょ

うだいと言うたら、それをしてあげるのか。どうなのかということをちょっと聞きたい

のよ。 

  休憩してもいいじぇ。 

○大澤夫左二議長 ちょっと小休します。 

午後０５時００分 休憩 

午後０５時０１分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開します。 
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○西本安廣地域防災課長 今現在組んでおるこの予算、補助金でありますので、相談を

受けたものに対して支援として補助を出すわけでございます。１軒しか、今回様子を

見るために提案しておりますので、先々調査をしていってですね、これではこの補助

金ではしゃあないと思われたときにはやはり対応して、先は検討して、進めて検討し

てまいりますので。 

取りあえず補助金でありますので、補助として、はい。 

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 分かったような分からんような答弁だったんやけど、終わります。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 議案第４１号、ケーブルテレビ、お願いします。 

ＩＰ電話の使用料、ここで１，０００千円余りに減っておるのですけれども、この

中でＩＰ電話の相生・鷲敷地区と上流テレビとのＩＰ電話の電話番号の違いがあります

わな。０５０とそれとＮＴＴさんの番号と、その使用というのはどちらの方がこれ余計

使用しよるのだろうかな。 

それと、何というのかな、うちらはほとんど、うちはもうＩＰ電話がほとんどなの

ですよ。ＮＴＴは使っておりません。ただ、ほなけど緊急の場合には１１０番とか天気

予報、そういうものは通じないのですけれども、切り離してやっていますので、使いよ

うによってはＩＰ電話の方がずっと安くつくのでね、これ。これの周知徹底というの

は、相生地区や鷲敷地区の方にもしてあげたらどうなのですかね。説明不十分でみんな

やめていきよるのもおると思うので、どうなのですか。 

○岩本泰和ケーブルテレビ課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岩本ケーブルテレビ課長。 

○岩本泰和ケーブルテレビ課長 はい、議員さんおっしゃられるとおり、ＩＰ電話、

これは今言うＩＰ電話というのは頭が「０５０」から始まる番号のＩＰ電話を指して

いますけれども、これで通話した方が通話料については安いです。 

ただ、最近においてはですね、家庭の電話を使わなくても例えばスマホとか携帯電

話とか、そちらの方を使う頻度の方が恐らく高いのでしょうね。失礼な言い方なのです

けれども、お年を召された方は行動範囲が狭くて、家の中とかですね、そういったとこ

ろにおられる時間が多く、固定の電話機を使われる、ＩＰ電話を含めてですね、多かろ

うと思いますけれども、やはりこのごろ携帯電話でもそのサービスの向上、例えば契約

内容によって非常に有利な契約というのが出てきまして、多分若い方々は携帯電話、ご

めんなさい、若いとか年寄りに分けてしまうといけないかも分かりませんけれども、そ

ういうふうな傾向があるのかなと。これは通話料を見ていても感じられます。 

  先に御質問のありましたその鷲敷・相生地区においては、ＮＴＴの番号に準じた電話

番号を割り当てております。当然この相生・鷲敷間においては無料ですけれども、この

端末というのは当然上流域と同じように「０５０」の番号を付与することができますの

で、使用頻度の高い方においては「０５０」で申込みをいただいた方が得な場合もあり

ますけれども、ＮＴＴの基本料金それから「０５０」も基本料金はどうしてもかかりま
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すので、使用頻度の少ない方にとってはいかがなものかなと思うところもありますの

で、これは各御利用者の判断に委ねざるを得ないのでないかなと思います。 

 それと、あとその広報についてなのですけれども、これは結構やってきました。最近

はやっておりませんけれども、結構やってきたつもりでもおりますし、各御家庭に歩い

て行ってですね、説明した経緯もあります。ただ、それにしてもですね、現状減ってお

るのが現状ということでございます。御理解下さい。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 時々な、相生・鷲敷地区の方から「やめようと思うのだけど。」って

いう問い合わせがあるのですよ。それでその周知徹底というのはやはり説明がね、資

料だけで読んだのでは全く納得いかん人がかなりおるようなので、うちはもう全くＮ

ＴＴは使っておりません。かなり安いですよ。それはもう、これ丹生谷地区全部通用

しますからね、「０５０」ですと。それがもう鷲敷地区や相生地区の方へかけると、

結局ＮＴＴの方にかかってしまうので。下の方の人が奥へ問い合わせがくるのです

よ。全く切り離して電話ができるから有利な面もあるのですけれど、その周知徹底と

いうのがやはりできていないのじゃないかなと。納得していない人がようけおるも

ん。そこらあたりほやけん、もうちょっと詳しく、問い合わせがあれば説明していた

だいたらと思っております。 

  以上です。 

〔岩本泰和ケーブルテレビ課長、うなずく〕 

○大澤夫左二議長 ございませんか。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 ちょっと３点ほどお聞きしたいと思います。 

１つは、今回の補正予算と平成２５年度予算とで、かなり補正予算の関係か知ら

ん、林道事業・土木事業がいっぱい出ておるのですね。これ、町内業者のことを思った

ら非常にうれしいしありがたい話なのですが、果たしてこれ町内業者の雇用を考える

と、これだけ一気に集中して事業を発注されると、もう何と言うのかな、これ言葉は悪

いですけれど、仕事がほとんど町外に出ていくのじゃないかなと危惧
き ぐ

しておるのです。

そこら辺りどのような、どのような発注方法なり考えられているのか。土木事業に関し

てね。 

  それともう１つは、恐らく補正予算でかなり出るなというのは前々から分かっておっ

たと思うのです。政権交代するだろうなと、自民党になられたときはこうなるなと大体

思うと思うのですけれど、この那賀町において前も言われた、前の川原議員さんが言わ

れた橋りょうの問題、橋りょうはかなり耐震しないといかんと。今度の予算を見ても委

託とかね、設計なんかの予算は出ているのですけれど、本来なら前もってかなり橋りょ

うの方の耐震なんかも今回の予算の中に大分入ってなかったらいかんのじゃないですか

ね。そこら辺りどのように考えられての予算なのか、ちょっとお聞きしたいのですけれ

ど。 

○坂口博文町長 議長。 
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○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 まず私の方から御答弁させていただきます。 

 ２点、今ございました。１点目は、補正予算そして平成２５年度の当初予算と合わせ

てかなりの公共工事があると、当初の冒頭でもお話させていただきました。これらにつ

いては、この執行については、そういうことを想定して、町内の企業さんにもその自覚

をしていただきたいということをお話しております。ただ、その中で、この発注時期に

つきましては、補正を重点に発注をしてまいります。平成２５年度分につきましては繰

越しがまだ可能でございます。平成２４年度の補正の分については１年間でやらなけれ

ばならないということがございますので、平成２４年度の補正を優先的に発注し、平成

２５年度についてはやむを得ん場合は繰越という方法で対応してまいりたいと思ってお

ります。 

  それから、２点目の橋りょうの耐震工事それから調査につきましては、やはりまずは

調査をさせていただきたいと思っております。そして、その中で、特に集落から重要な

橋りょうについては、その分でのその調査の結果によって順次着工、工事をさせていた

だきたいと思っております。今回の分についても、特に上那賀の川俣の橋りょうにつき

ましては、御指摘もあり、この分については早急な対応をしなければならないというこ

とで、補正も含めて対応をすることにいたしております。これは調査した時点におきま

しても、通行量もかなり通っておりますので非常に危険度が高いということで、この分

については特に早急に対応をしたいということで、その補正予算も使わせていただいて

対応することにいたしております。 

  そういったことで御理解をお願いしたいと思います。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 どうぞよろしくお願いいたします。 

  ２点目は、町長が延野地区の団地住宅に関して「よかったらまた今度は町の単独事業

でやります。やりたい。」と言われました。今度、鷲敷の方に、幼稚園跡ですか、４棟

ほど、４戸ほど建てられるという話なのですが、僕は何と言うのですか、定住促進だけ

を目的にするのではないと思うのです。いろんな意味があると思うのですね、この事業

には。もちろん定住促進もそうでしょうし、林業振興もそうでしょうし、木材を使うの

も大変なのですね。ほかにまた言えるのは、この町内の大工さん等の技術を伝承する、

それに勇気を与える、そういう部分、そういう部分も要るし、いろんな部分がいっぱい

兼ね備えて事業はあると思うのです。 

  そうしたら町長、今日、町単でやる場合は、前の話では確か延野の１軒あたりの単価

は高かったぞと。今回は約１億円で４戸ですね。そうしたら１戸前、土地は別にして２

５百万円ぐらいになりますわね。これって、そりゃ僕らはいい住宅が建ったらいいので

しょうけど、それが本当にメリットがあるのか、それともちょっと、もうちょっと戸数

を増やすなり、同じ予算で１戸なり２戸なり増やして１戸あたりの単価を２０百万円弱

にするとかいろんな方法があると思うのですけれど、何で１戸あたりそのぐらいの高い

値段になったのか。前の説明とはちょっと違うのじゃないかなっていう気もするのです

けれど、説明の方をよろしくお願いします。 
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○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 今、清水議員さんの御指摘の分について、予算は予算として今１億円

組んでおります。ただ、それは私、前にもお話させていただいたと思うのですが、延

野地区のエコ住宅、太陽光パネルそして断熱材・２重ガラス、こういったものを全て

取り込めという指摘・指導は今のところはいたしておりません。その中で、ただやは

りこれは木造の、那賀町の木造住宅、那賀町の木材を使った木造住宅、大工さんも那

賀町の大工さんで建てる住宅、これには変わりはありません。 

ただ、その仕様において、ある程度節約できる分については節約もし、こういった

金額的にも月に７０千円の支払を安くする場合もあろうと思います。これは、今後にお

いてその分を詰めていきたいと思います。というのは、今度のは補助事業ではございま

せん。町単独ですから、それについては十分幅が持てますので、その対応をしてまいり

たいと思っております。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 どうぞよろしくお願いします。 

  ３点目に、先ほど話にあったもみじ川温泉に関して聞きますけれど、僕はアイエフさ

んが委託を断った、断ったというか辞められる時点で、それはもみじ川温泉さんがやら

れるのが、僕一番いいなとは思っているのです。だけど一番いいなと思っているのと、

今度の管理の方を委託するのとはまたちょっと問題が違うのじゃないかなと思うので

す。 

もみじ川温泉さんが管理をすることに関して反対はしません。反対じゃないのです

けれど、その前にもっとやることがあるのじゃないかと。僕らにとって、特に僕はすぐ

地元に住んでおるから思うのは、もみじ川温泉が大切です。もみじ川温泉に赤字になら

ん、もうみんなに誇れる立派な施設としていつまでも残ってほしい、いつまでも営業し

ていただきたいと思っています。それでもみじ川温泉さんが何らかの意向があって、そ

れじゃあいあいらんどもやろうかなという気になったのだと思うのですけれど、僕らは

「ああ、ほんなら任せますよ。」、それだけでいいのでしょうかね。僕は違うと思うの

です。もみじ川温泉が絶対に悪くならん、今のもみじ川温泉がもっともっとよくなる、

その確証がなかったら、こんな簡単に「ああ、ほんならお願いしますよ。」って言うて

いいのだろうか。 

現実に、あいあいらんどが本当に、先ほど言われたみたいに、アイエフさんがやっ

て年間百何十万円の何しか上がらんかった。上がらんかった、それなら何で利益を得た

のかというたらコテージ収入だと思うのです。コテージの収入、入園料はなかったです

からね。コテージ収入だけで百何十万円かなっておった。それじゃあ今のこのコテージ

が本当にこれからの営業にプラスになるのだろうか、手を入れないといかんのじゃない

か。また公園自体もあのままでいいのか。あれだけ鬱蒼
う っ そ う

と茂った公園、そのままでいい

のだろうか。それから、同じあいあいらんどの中に奥手側に遊園地があります。遊園地

も、人も入れんような形にして放ったらかしになっております。１つの立派な公園が、

魅力ある公園が、片や人も入れん廃墟
は い き ょ

になっています。そのままの状態にしておいて、
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「はい、お願いします。」そんな無責任なことでいいのですかね。 

先ほど多少の何ですか、予算を入れてやるようなことを言っておったけど、そんな

問題じゃないと思うのです。もし任せることによってもみじ川温泉まで打撃を受けられ

たら、僕ら、そんなことは望みませんから。そこらの大きい意味での計画、「アバウト

で任せます。」では済まんと思うのです。そこらどのように考えておるのか答弁願いま

す。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 今後の運営につきましては、今清水議員さんがおっしゃられた

ように、指定管理を受けた方と御協議して、今後の運営については協議してまいりた

いと思います。 

 特に遊具等については、先日のこども議会等でも御質問がありましたように、使用が

不可能になっている部分がかなりあります。ただし、大型遊具ですので手を入れるとな

ると相当な金額が要りますので、そういった面について今後どういう方針で経営してい

くのかというのは協議して、町もそれに対する事業費を入れて、直すところは直すとい

う形で町の方も協力していきたい。 

ただ、運営費につきましては、アイエフさんと同様の運営費の委託料は平成２５年

度は組んでおりますので、そのうちまで経常的な部分はしていただきたいと。ただ、今

後施設については、町も手を入れて協議していきたいと考えております。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 今、手を入れて何とかしたいというのは分かるのです。分かるのです

けれども、先ほども言ったみたいに、そんな簡単に費用を入れる、町費を入れる。じ

ゃあそれだけの費用対効果があるのか。また、コテージ等、コテージ、あのかなり古

びてちょっと構造的にも急斜面のところに立てかけておるようなコテージなのですよ

ね。じゃあこれからひょっとしたら大震災が起きるかも分からんという状態のとき

に、そのままの状態で置いておいて、もし大震災が起きて大災害でも起きたときに、

そのときは全部どこかに責任がかかってくるわけですよね。 

いろんなことを考えて、費用を町で直していきます、何します、予算を決める、予

算を決めたら費用対効果をきちんと出さんかったら、議会は、僕個人としてはね、議会

じゃなくて個人としては、ちょっとおかしいのじゃないかなという気が強いのです。そ

んな簡単にもみじ川温泉さんに「じゃあお願いしましょうか。」って言うこと、できま

すかね。僕はできないと思うのです。もうちょっと真剣に考えるべきだと思うのです

が、よく考えていただきたいと思います。 

質疑を終わります。 

○大澤夫左二議長 ここで、半まで、午後５時半まで小休します。 

午後０５時２１分 休憩 

午後０５時３０分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開します。質疑を続行します。 

  もう質疑はございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 質疑がこれでないようなので、これで質疑を終わります。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第３号「那賀町職員定数条例の一

部改正について」から、議案第５１号「財産の取得について」までの４９件は、お手元

に配布しております「議案付託表」のとおり、それぞれ各常任委員会に付託いたしたい

と思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、各常任委員会に付託することに

決定いたしました。 

  ちょっと小休します。 

午後０５時３１分 休憩 

（休憩中、稲澤弘一副町長退席） 

午後０５時３１分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開いたします。 

  日程第４、同意第１号「那賀町副町長の選任について」から、同意第３号「那賀町教

育委員会委員の任命について」までの３件について、一括して議題といたします。これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、同意第１号から同意第３号まで

の３件について、一括して議題とすることに決定しました。 

  提案理由の説明を求めます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 それでは、日程第４の同意第１号から同意第３号についての説明をさ

せていただきます。 

同意第１号は「那賀町副町長の選任について」であります。平成２５年３月３１日

で任期満了となる副町長について、現職の稲澤弘一氏を再任したいので、議会の同意を

求めるものであります。 

同意第２号は「那賀町教育委員会委員の任命について」であります。相生地区の樫

山成子氏は、本年５月１９日をもって任期が満了となりますが、同氏を引き続いて教育

委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により議会の同意を求めるものであります。 

同意第３号についても「那賀町教育委員会委員の任命について」であります。上那

賀地区の田中勝氏についても本年５月１９日で任期満了となりますが、同氏についても

引き続いて教育委員に任命したいので、議会の同意を求めるものであります。 

どうか、御同意賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○大澤夫左二議長 お諮りします。人事案件につきましては、正規の手続を省略して直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、正規の手続を省略し、直ちに採
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決いたします。 

○大澤夫左二議長 同意第１号「那賀町副町長の選任について」は、これに同意するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって同意第１号については、同意する

ことに決定いたしました。 

小休いたします。 

午後０５時３４分 休憩 

（休憩中、稲澤弘一副町長出席） 

午後０５時３４分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開いたします。 

次に、同意第２号「那賀町教育委員会委員の選任について」をお諮りいたします。

同意第２号は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって同意第２号は、同意することに決

定いたしました。 

次に、同意第３号「那賀町教育委員会委員の選任について」をお諮りします。同意

第３号は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって同意第３号は、同意することに決

定いたしました。 

日程第５、報告第１号「損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報告につい

て（専決第１号）」から、報告第４号「損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の

報告について（専決第４号）」までの４件の報告を求めます。 

○峯田繁廣総務課長 議長。 

○大澤夫左二議長 峯田総務課長。 

○峯田繁廣総務課長 報告第１号から報告第４号は「損害賠償の額の決定及び和解に係

る専決処分の報告について」であります。各報告文書の裏面にある専決処分書を御覧

ください。  

  まず報告第１号は、専決処分書にもあるように、木沢支所の駐車場における物損事故

であります。続いて、報告第２号は上那賀地区、これは町道水崎線における通行車両に

対する落石事故に対する専決処分であります。続いて、報告第３号は、木頭の町道蝉谷

線における通行車両に対する落石事故であります。最後に、報告第４号も木頭地区、こ

れは林道南川線における通行車両に対する落石事故についての損害賠償でございます。  

  いずれの場合も、町は施設の瑕疵
か し

を認めまして、専決処分書にありますように損害賠

償金の決定と和解を行ったもので、ここに報告をするものであります。  

  なお、賠償金につきましては、全額町が加入している損害保険、総合賠償保険により

まして全額支払われております。 

  以上でございます。 

○大澤夫左二議長 本件については報告事項でありますので、報告は以上のとおりであ
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ります。 

  日程第６、本日までに受理した請願等については、お手元に配布いたしました「請願

等文書表」のとおり、所管の常任委員会に付託しましたので報告いたします。 

以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

お諮りいたします。３月７日から１０日は、議案審議並びに休祭日のため休会とい

たしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、３月７日から１０日は休会とす

ることに決定いたしました。３月１１日に再開いたします。 

本日はこれをもって散会といたします。御苦労さまでございました。 

午後０５時３８分 散会 
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午前０９時３０分 開議 

○大澤夫左二議長 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１５名であり

ます。これより本日の会議を開きます。 

これより本日の日程に入ります。議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

日程第１、町政に対する一般質問を行います。 

通告がありますので、通告順に１番 古野司君、２番 清水幸助君、３番 福永泰

明君、４番 連記かよ子君、５番 新居敏弘君、６番 田中久保君、７番 柏木岳君、

８番 久川治次郎君、以上の順番で行います。 

 この際、御連絡申し上げます。通告による一般質問は、議員中において各関連するも

のがある場合は、前段の議員の質問に対し十分御配慮されるようお願いいたします。 

まず古野司君を指名し、順次発言を許可します。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 さて、本日は３月１１日であります。あの忌まわしい東日本大震災か

ら、早２年の日が過ぎ去りました。しかし、今なお十分な復興・復旧がなされず、ま

たいまだ多くの行方不明者の方々がいらっしゃいます。質問に先立ち、お亡くなりに

なりました方々の御冥福をお祈りいたしますとともに、一日も早い復興が進むことを

衷心より祈っております。 

さて、それでは通告をいたしておりました質問をさせていただきます。 

振り返ってみますと、本町においても、平成２１年８月の木沢・平谷そして鷲敷の

水害は記憶に新しいものがございます。あの水害は、全て長安口ダムの存在に起因して

発生したものでありますが、一歩間違えば、小見野々ダムにおいてもいつ発生するか分

からない現場の状況がございます。 

小見野々ダムの総貯水量は１，６７５万㎥でありますが、既にその半分以上が堆砂

によって埋まっております。その堆砂のほとんどがダム湖の上流部に発生しており、海

川谷口より出原地区まで、また支流は海川地区までのほとんどが堆砂によって埋め尽く

され、出原・海川共に深刻な状況でありますが、特に多くの人口がございます出原にお

いては、本流ということもあり、夜間などに急激な水位上昇が起これば人的な被害の発

生も考えられることから、大いに現状を憂慮するものであります。 

  そこで、小見野々ダムに関連する堆砂及びその対策についてお伺いをいたします。 

四国電力においては毎年計画的に堆砂除去を行っているとのことでありますが、特

に本年からは、河川法により除去した土砂を木頭地区の久則谷川方面へ処理をされてい

るようであります。この事業について御説明を求めます。 

この処理場、正式には「資材仮置場」というふうな名前が付いておるとのことです

が、平成２１年の四国電力からの説明では処理量５０万㎥の予定ということでしたが、

処理場が稼働し始めた今現在、最終的な処理計画の総量は幾らであるのか。そして、こ

の処理場が満杯になったあとの次の計画はどのようになっているのか。最近の採ってお

る数量から計算いたしますと、１０年もはこの処理場において処理ができないというこ

とは明らかでございます。一説によりますと、国土交通省の処理と同じように、将来の

除去した堆砂に関しては、長安口ダム下流に置き土による河川投入を計画しているとい



- 40 - 

うふうなことも聞きますが、お答えをお願いいたします。 

  また他方、海川地区において、平成１６年災害により発生した大量の堆砂、また山腹

崩壊による土砂などの除去の予定はどうであるのか。今回の補正によって予算の措置を

されたとのことでありますが、その処理量・処分費について、判明しておる内容を答弁

いただきます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口那賀町長。 

○坂口博文町長 古野議員さんの堆砂の御質問に御答弁をさせていただく前に、古野議

員さんからもお話がありましたが、本日の２年前の東日本大震災、これがちょうど２

時４６分だったかと思います。そのときに、皆さん方にも黙とうをお願いすることに

なろうと思いますので、その節にはまたよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

  それでは、御答弁させていただきます。 

まず、海川のこの土砂の除去でございますが、我々としても県の方にもやはり四電

さんだけでなく、やはりこれは河川としても海川地域に非常に影響が出ているというこ

とから、再三にわたり県にも除去をお願いしていたところでございます。そうした中

で、今回の補正分で、１億５０百万円で本格的な取除きを行っていただけると聞いてお

ります。ただこの１億５０百万円につきましては、全てがその海川の除去に充てるとは

聞いていないのですが、それを含めてということで、かなり本格的な除去工事と併せ

て、砂防工事も行っていただけると聞いております。 

  それから、やはり小見野々ダムにおきましても、長安口ダムと同じでございます。毎

年毎年の台風等そういったことによって、幾ら除去してもあとにあとに入ってくるとい

うのが現状でございます。そういったことで、長安口ダムにおきましても、やはり今吉

野地区あるいは河川投棄等で対応していただいておりますが、町としても次から次に堆

積土砂の土捨場を構えるということも非常に問題があるし、なかなか用地等の関係で次

から次へと土捨場は構えることはできませんが、できる限り河川投棄も含めて対応でき

る範囲で対応してまいりたいと思っております。 

 小見野々ダムの堆砂につきましても、今現在のところ、議員御指摘のとおり、そこに

今土捨場を、かなり今までにない規模の土捨場を構えていただいたということで、今そ

こで対応していただくということで進めてございます。この件につきましては、担当課

長の方から詳しく説明・御答弁をさせていただきたいと思っております。 

 まずは私の方からは、海川の事業費等について御答弁させていただきたいと思ってお

ります。その点で御理解をお願いしたいと思います。  

○平川恒建設課長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川建設課長。 

○平川恒建設課長 それでは、私の方からは黒野
く ろ の

田
た

地区の盛立て場、四国電力の堆砂土

の受入れ場所についての御説明をさせていただきます。  

  堆砂除去の現在の状況でございますが、昨年１２月の上旬より助大橋の下流部から着

手しまして、周辺３か所で４３，０００㎥と蔭居橋上で８，０００㎥の、計５１，００

０㎥の除去がほぼ完了しているような状況でございます。これらの搬入先ですが、白石

地区の仮置場へ４，０００㎥、昨年末に受入れ態勢がほぼ完了したその出原地区の盛立
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て場に４７，０００㎥運搬しております。 

この盛立て場でございますが、町道海川出原線、国道から久則谷川方面に１．３ｋ

ｍ入ったところから約３００ｍの進入路が現在できております。久則谷川の支流にあた

るのですが、洪水調節池、減勢堰
ぜ き

、法止擁壁等の施設が設置されております。それで、

受入れ土量の予定としましては３７万㎥、開発の面積としましては６．１ｈａ。現在全

ての工事が完成しているような状況ではありませんが、平成２５年度に完成の予定とな

っております。現在のところ受入れの状態はできておりますが、平成２５年度にも上流

部の構造物を設置するということで聞いております。 

  以上でございます。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 はい、国交省が行っておる長安の堆砂の除去に関しては、詳細ではござ

いませんが、町の広報を通じて住民の方々に周知をしておるというふうな形でござい

ます。 

しかし、小見野々ダムの事業に関しては、民間企業ということもありまして、地元

の方々に対して、特に被害を受ける可能性がある出原とか助とかいう地区の方に対し

て、どの程度広報をされて安心をしていただくような状況を作っておるのか。私は地区

外に住んでおりますので、小見野々ダムから言えば地区外に住んでおりますので、その

ような状況は報告をされておるということは聞いたことがございません。 

これ、国交省と同じように事業をする、ただ民間と国という違いはございますが、

これは今回のこの大きな事業がスタートしたということも含めて、どのような計画をも

って安心を、担保はできませんが、安心をしていただくような状況を作っておるのだと

いうことを四国電力が周知する義務もあるのではないかと、私はそう思います。 

地元から選出というわけではございませんが、議長なり株田氏なり、地元にお住ま

いの議員がおられますが、地元の議員の方々に対して、また行政に対して、どのような

説明が四国電力からあったのか。決して、平成２１年の年末に四国電力から、私は説明

というか意見交換会があったときにお聞きをした以外は、私の記憶の中では記憶がござ

いません。 

地域の方々にもっと丁寧に、決して経費が発生するものでは、大きな経費が発生す

るものではないと思います。四国電力もダムを設置して発電事業を行っておる事業者の

立場から言えば、やる必要は大いにあると思います。これは、行政の方から、町内に存

在する施設ですので、十分に申入れをしていただいて、多分原子力発電所の事故のあ

と、原発が止まって四国電力は財政的にも大変な状況かも分かりませんが、その中であ

っても一方で人命も守ると、そしてまたクリーンエネルギーを作るもとであるダムを管

理するというふうなことと相まって、もっと丁寧な事業の説明を行っていただきたい、

それを町長にお願いしたいと思いますが、いかがでございますか。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 四国電力さんにおかれましては、やはりそういった堆砂につきまして

は電力としてもできる限り対応していきたいということで、その土捨場の確保につい
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ていろいろと地権者の方との交渉の中でも課題があったのですが、その問題につきま

しても我々としてもできれば協力もさせていただきたいとお話したのですが、電力で

独自でやれるだけやりますということで、その問題については解決ができましたの

で、今後そういったその土捨場を活用して土砂の堆砂の除去を行いますという報告は

受けております。 

そういったことで、今後におきましてはその問題が解決したということであれば、

我々としても関係される皆さん方にも、やはり土捨場の方に運ぶとなりますと、やはり

通行の関係もあろうと思います。それも含めて周知をしていただきたいということは、

またこちらからお願いをしたいと思っております。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 はい、それと先ほどお聞きしましたというか、申し上げたこの事業の次

の、次善の策ということに関してのお答えは、担当の建設課長からはございませんで

した。 

ただしかし、私がこれをお聞きしましたのは、先ほど申し上げた平成２１年１２月

にあった意見交換会というふうなときに、オフレコのような形で四国電力の担当の方か

らそのような計画も１つの選択肢なのだというふうなことがございました。そのときに

は、私、この件に関して、私も私以外の方からもですが、言及を、この事業計画、将来

にされるかも分からないということに関して言及は誰もされませんでしたし、私も申し

上げませんでしたが、考えてみますと、現在、木沢地区また平谷地区で行っておる長安

口ダムの堆砂の除去が、ほとんど下流へダンプトラックによる移送ということを考えて

みますと、新たに将来、１０年後か１０数年後か分かりませんが、小見野々ダムにおい

て同じような除去が下流へと搬出されるというふうなことが仮に行われますと、新た

な、今の交通量に合わさった、新たな交通公害が発生するのではないかと。 

ダムが存在する限り、これは長安にしろ小見野々にしろ、地元に住んでおる方々が

いらっしゃいますので、堆砂の除去に関しては熱心に取り組んでいただかなければなら

ないし、私どもを含め、もちろん行政の方々から強い要望をしていただくのは当然です

が、そのことによって新たな問題がまた発生するというふうなことになっては大変なこ

とになるかと思います。適切な除去の方法、非常に難しい問題ですが、行政も共に、町

長を先頭に新たな、また抜本的な形というものを考えて、山の、上流部の山の手入れと

ともに国・県また電力会社、それぞれに要望活動をやっていただきたいと、これをお願

いしておきまして、次の質問にさせていただきます。 

  私は、３年前に１２月議会におきまして「林業大学校の開設について」ということで

一般質問をさせていただきました。そして、本年の１月には、議会の皆様方と共に視察

研修で京都府立林業大学校を視察してまいりました。全国的に見ても、徹底して現場の

技術者を養成する教育機関は、過去にはございませんでした。そのような中、昨年４月

に京都府立林業大学校が創立されました。この大学校は、山田京都府知事の公約と強い

リーダーシップによって、本来の開校予定を１年前倒しして創設された、京都府知事肝

煎りの教育機関でございます。講義や座学を中心とした過去の林業関係の学校とは異な

り、現場の作業・実習を優先して学ぶ即戦力を養成する教育機関であります。現在は開
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校して１年目であり、在校生は１回生だけでありますが、３割が京都府以外からの学生

でありまして、西日本各地から集まっているとのことでありました。来年度の学生に関

しても、やはり他府県からの応募は多いということでございます。 

振り返ってみますと、徳島はもちろんのこと、四国は林業が盛んな林業地帯であり

ます。人口が減少しているとは申せ、４００万人近い人口を有したこの四国に、このよ

うな林業大学校が必要と思うのは私だけではないと思います。愛媛や高知の林業地帯

が、県を挙げて林業大学校のような形態の教育機関、また林業従事者の養成組織を創設

する日は近いのではないかと思われます。それに先駆けて徳島にこそ設立をし、この広

大な山林を有する那賀町に設置することが、我が町にとって有意義であるのではないか

と思われます。学校の設置は、林業従事者の解消にも即つながるでしょう。また、町外

から就学してくる学生により、地元が刺激を受けるでありましょうし、活性化にもつな

がると思われます。 

  町長も共に視察に同行していただきましたので、京都府立林業大学校の創設をどのよ

うに感じられ、徳島・那賀のこの地において、その可能性・必要性はどうお考えになら

れたかお伺いをいたします。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 古野議員さんの、２点目の林業大学校の必要性ということについてで

ございますが、確かに議員の皆さん方とともに視察をさせていただきました京都府立

林業大学校、立派な施設でもございますし、その内容等についてもいろいろと我々と

しても勉強になる点も多々ございました。 

 ただ１つ気になったのが、やはりそこを卒業されて、現場というよりか、あるいは自

治体あるいは県、そういった事務職員といいますか、やはりそれも確かに必要でござい

ますが、そちらの方に行かれる方もかなりおいでるということもお聞きもいたしまし

た。我々として、今必要としているのはやはり現場の人材と、そういう方を是非ともと

いうことで、今センターでもそういう人材の育成に何とかと努力をしていただいておる

のですが、この件につきまして、徳島県としても、知事さんとも以前にもお話をさせて

いたことがあるのですが、県としては今の段階では徳島県立総合大学校、そこで対応し

ましょうという御返事をいただいております。ここは、ただやはりいろいろな架線技

術・伐採技術、そういった技術を、期間的に一定のその講習期間を設けてその費用も要

るわけなのですが、その分の講習会を通じて育成をしていただけると。ただ、国の方に

もお願いをしていただきたいのは、国の制度として林業のそういった従事者、育成した

後継者の方に支援をする場合に、やはり林業大学校を卒業した方でないとこの補助金が

下りないというようなことも聞いておりますが、徳島県総合大学校でそういう講習を受

けられた方についてもその制度を適用になるよう、是非とも知事の方から国の方にも要

望していただきたいという旨はお話をさせていただいております。 

 今後において、議員さん御指摘のように、林業大学校が確かにそれはこの那賀町かあ

るいは三好かどちらかになるかと思いますけれど、那賀町にそういう施設ができる可能

性があるとするならば、我々としても最善を尽くしてまいりたいと思っております。こ

れは１自治体のみでなかなか解決する問題ではないと思いますが、折を見てそういうお
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話も上層部に上げていきたいと思っております。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 はい、町長がおっしゃいましたように私も思いますし、同僚議員が共に

視察された方でおっしゃっておる方もおいでたようですが、実習、もうこれが一番、

現場の技術者を養成すると、決して頭でっかちの学者とか事務職の方々を養成するた

めの組織であってはならないし、我々の地に関してはそういうふうなスペシャリス

ト、現場のスペシャリストを養成するための場所、別段林業大学校というふうな名前

にこだわるものだけではございません。専門の養成所でもいいですし、ただ、どちら

にしても、県が持っておる総合大学校という場所では現場の実地ということが実際難

しいと。こちらへ、現場に出て、この現場で根を張って研修を受けるというふうな形

を取ってもらえるような形、その現場がここであるし、ここにそういうふうな組織が

できてくるというふうな形を、折あるごとに、今おっしゃったように、努力をしてい

ただきたいとお願いをいたしまして、私の質問を終わります。 

  以上でございます。 

○大澤夫左二議長 古野君の質問が終了いたしました。 

  次に清水幸助君を指名し、発言を許可します。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 ２年前の３月１１日、今日、東日本大震災が起こりました。被災され

た皆様の御冥福と、１日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。  

  議長より許しを得ましたので、早速質問に入りたいと思います。 

まず最初に、１２月議会の一般質問の中から３点についてお聞きします。１つ目

は、多機能型障害者施設をこの広い那賀町に誘致すべきと思い、その手段等を考えてい

ただきたいとの質問に、町長は「那賀町独自にやろうという方向もあるかと思うので、

検討したい。」との答弁をいただきました。２つ目は、もんてこい丹生谷の活動を広く

町民に理解していただくためにも、かつて那賀町へ転入されてこられた方々と緊密な意

見交換から、那賀町が転入者たちをどのように迎えるべきか、どのように応えるべきか

をまず理解すべきではないかとの質問に、「特に阿井ヴィレッジに入居された方たちと

十分意見をお伺いしたいと思います。」との答弁でした。３つ目は、縁結びの会を支援

するだけではなく、町内独身者たちの「那賀町に住んでいてよかった」という総合的な

政策を考えるべきで、難しい対策だけに、公僕たる全ての職員へのアンケート等で斬新

な企画を生み出すべきではないかとの質問に、「この難題にいろんな方法で最善を尽く

していきたい。」と、それぞれに前向きな答弁をいただきました。 

  一般質問からちょうど３か月を経過した現在、その間にそれぞれの答弁に対し、どの

ように協議され対策を考えておられるのか、その進捗状況をまずお尋ねします。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 清水議員さんの質問の中で、１２月の中の一般質問、この中から特に

９つぐらいあったと思うのですが、特に１つ目の多機能型障害者施設、この件につい
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てはいろいろと前にもお話をさせていただきましたが、那賀町独自でこういった施設

を作って、その障害者の方をこの町内でそういう施設に入っていただくということに

つきましては、いろいろと課題がございます。これは特にその御家族、身内の皆さん

方、その方々の御意見を十分にお聞きする必要があろうと私は思います。そういった

ことで、非常に表現的に私も難しいのですが、現在のところいろいろそういった状況

をお聞きし、その対応方法としては、やはり今、日赤（徳島赤十字病院）の施設も全

て新しく改修されました。やはりそういったところで現在のところは対応していただ

くのが最善でないかなと思っております。 

  那賀町に施設をこしらえ、そしてそこでその障害者の方が生活をしていただくという

方法も確かにそれは考えるべきではあろうとは思うのですが、やはり先ほども申し上げ

ましたように、御家族の皆さん方のお気持ち、そしてその方々の御要望なり御意見を十

分お聞きし、そしてやはり家族、身内の皆さん方の、その方々のお気持ちをどれだけ

我々として理解を示していくかということが、私は非常に重要に思っております。そう

いった点で、その点でよろしくお願いを、御理解賜りたいと思います。 

  それから、２つ目と３つ目のもんてこい丹生谷そしてまた縁結びの会、これらについ

ては活躍・活動をされておられる皆さん方に、本当に敬意と感謝を申し上げたいと思っ

ております。非常に実績も出していただいておるということの中で、やはりこの那賀町

に住んでいただくと、これが我々としても最終の目的になっております。やはりそのた

めには、やはり住むところも必要です、雇用の場そして働く場所も必要です。やはりそ

れらを対応していくことが最善であろうと思っております。そしてそうした中で、やは

りこの那賀町で住んでいただければ、学校の関係、教育・子育ての関係についても、や

はりこういった有利な制度を活用していただくことができますよということも必要と思

います。 

そういったことで、今の進捗状況といいますか、そういうことを言われたのです

が、私はその対応策としては、今後におきましても、冒頭申し上げましたように、やは

り住宅の整備を進めてまいりたいと思っております。ただ、やはりこれは個人の住宅に

してもらうためには、数千万円というお金が一時金であれば要ります。やはりそれらに

対応すべく、やはり若い御夫婦の場合は一気になかなかそうはいかないと思いますの

で、やはり家賃でお返しいただくような住宅で、那賀町に住んでいただくという方法が

一番私は最適と思っております。 

  今の段階では、進捗状況のお答えになるか分かりませんが、今後のそういった定住対

策・若者対策に対する考え、施策について御理解をいただけたらと思っております。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 ありがとうございます。 

  今、町長の答弁ではいろいろ難しい問題、障害者施設に関してですね、難しい問題も

あると、基本的には日赤なり他の施設で何とかできないか、保護者の皆さんの意見がま

ず第一であるというようなことをまず言われました。僕もそのとおりだと思います。僕

自身は自分では保護者の皆さんからの意見をいっぱい、今現実に「何とかしてくれ、清

水よ。保護者として陳情書を出そうかとそう思うのだけど、どうか。」と言われたとき
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に、僕は「ちょっと待ってください。今町長が一生懸命、答弁されたように考えてくれ

ております。また行政というのは『ゆりかごから墓場まで』と言われるように、幅広い

のがまた行政の仕事でもあります。住民の人・保護者の方から陳情書を受けて動くとい

うのではなくて、行政というのは前もってやってくれるのが行政やと思うから、そこま

でする前に町長の言われたのをちょっと待っておってください。」と僕は一応言ったの

です。だけど、今町長が言われたみたいに、保護者の皆さんの意見がまだよく理解でき

ていないというのであれば、僕は保護者の皆さんともう１回よく話します。 

 それと１つ分かっていただきたいのは、町長が先議会でも言われたように、また今回

も言われたように徳島赤十字病院、またそして例えば美波町の方にも施設があるのです

けどね、あの言われたその徳島赤十字病院というのは明らかに僕らが望んでいる施設と

は趣旨が違うのです。僕が望んでいる施設というのはね、その子供たちがいつまでも安

心して暮らしていける、いつまでも暮らしていける施設を何とかこの広い那賀町に造っ

てほしい、そしてまたその必要な求めている方たちが、もう十分すぎるほどこの町内に

いるわけですね。だから大きい施設を、例えば老健のように１００人単位ぐらいまでい

くような施設じゃなくて、小さくてもいいからまずそういう施設を造っていただきた

い。そしていいものを造ったら徐々に大きくなっていくから、応えられるのじゃないか

と、そういうまちづくりも１つ考えていただきたいということをまず要望したのです。

だから、徳島赤十字病院の施設とはちょっと趣旨が違うということだけは御理解いただ

きたいと思います。 

  それと、２問目のこのもんてこい丹生谷を理解してもらうためにということで、先回

答弁では「阿井ヴィレッジの住民の方たちの意見も聞きます。」と言われました。実

は、先日同僚の柏木岳君が、阿井ヴィレッジに住んでいる方の全家庭を回られました。

全ての家庭の方が在宅だったかどうか、ちょっと僕も聞いていないのですが、ほとんど

の方に会えたと、そしてその方の意見なんかを聞いて、今までのわだかまり、いろんな

思っていた不信感、また今後空き地に対する行政への協力の仕方等も、全部柏木君が聞

いてくれたとのことなのです。またそして町内には、阿井ヴィレッジに限らずいろんな

町外から転入された方がおると思うのですね。その人たちへのケア・接触がなかった

ら、もんてこい丹生谷、那賀町に来てくれて本当に喜んでもらえるのかというのはでき

ないと思います。 

町長は「早速阿井ヴィレッジにコンタクトを取ります。」と言ったけど、僕が１つ

思ったことは、行政の仕事としてすぐに行動できることとすぐに行動できないことがあ

る、これはよく分かるのです。そして、すぐに行動しなければいけないこともあると思

うのです。阿井ヴィレッジに関することなんかは、行政としてまずやるべきじゃない

か。特に空き地関係、分譲地関係の土地があるだけにね。またそして、もんてこい丹生

谷に対する提言をしたすぐですので、「ああ、いつかやります。」じゃなくて、動いて

いただけるのが僕は行政だと思うのです。 

  ３つ目の独身者の方ですね、その話なのですけれど、僕が前に提言したのは、役場職

員の方にも優秀な方がいっぱいおられますので、何とかいろんな意見を集約してアンケ

ートをして、それで難しい問題、微妙な問題だけに、何とか考えていただけないかと、

いいアイデアを考えていただけないかというようなことを提案しました。 
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１つとしては、僕としてはシェアハウスという方法もあるのですね。シェアハウス

というのは、１つの集合住宅に集まって共に暮らし、共に楽しみ、共に苦しみ、１つの

血縁家族ではないけど、１つの大きい家族の塊として今後生きていこう、そういう集合

体が集合住宅なのですね。そこで楽しくみんなで暮らしていく、そういう方法も１つあ

りますよと。 

町長にお願いしたのは、方法は微妙な、余りにデリケートすぎてタッチしてはいけ

ない問題なのかも分からないですけれど、それをしなかったら、那賀町というのはハー

ド面とかいろんなまちづくりにおいてはもう僕は言うことない、一生懸命やってくれて

おると思うのです。まただけど、まちづくりのそういう微妙なソフト面においても一生

懸命やっていただきたい。それでまたやるのが１つの那賀町の大きい魅力ではないかと

思っております。それが果たして事業としてどうなのか、どういう事業になるのかと思

うときに、僕はまず町長が、こういうソフト面に関しては担当課単位でやるのではな

く、まず最初に町長が大きい意味での全職員を対象に、配下にアンケート等で意見の集

約をして、それである方向性を出して予算付けをして各担当に持っていくような話だと

思うのです。この、うまいことは言えないのですけどね。この独身者対策もそう、町内

に移住してきた方のなんかもそう。そういう方法で進めていくべきなのじゃないかと思

うのです。  

  ソフトの面、まちづくりで一番優しい部分を何とか一生懸命頑張っていただきたいと

思うのですけれど、いかがでしょうか。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 独身者の方々、この方々に対して集合住宅、そこでずっとの生活では

ないのでしょうと思いますけれど、一時的にそういう集う場所といいますかね、そう

いう形の施設を、との御提言だろうと思います。 

 確かに、都市部でもそういった住宅ではないのですが、若者が集う場所というところ

でいろいろなそういう施設面、あるいはネット関係を使ったものとか、いろいろそれは

現在もありますが、町としてもそういう施設を今後において検討すべきかどうかという

ことになろうと思います。これは、もんてこい丹生谷の今後におきましても、那賀町に

帰られた方、若者のみならず、ある程度の退職された方も帰ってくることになろうと思

います。その方々とも十分、対応としても考えなければならないことであろうと思いま

す。 

  もんてこい丹生谷も、阿井ヴィレッジでの入居された方ということについても、これ

も即対応ということで言われますが、確かに、ただ担当の方からもそれぞれ皆さん方の

御意見をお聞きし、価格につきましても御理解を得たところでございます。今回、当初

の建設当時の状況から非常に状況が変わって変化しておりますので、その状況に対応し

た形を御理解いただきたいということで、担当の方からもそういうお話をさせていただ

き、現在のところ御理解いただいて議会の皆さん方にも御報告をさせていただいたとお

りです。 

 そういったことで、今後におきましてもその若者対策そして那賀町での定住対策そし

てまた独身者に対する対策ということについても、いろいろとやはり行政が直接また出
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ていって先導してリードしてやるところと、民間の方にお願いするところと、両方の局

面があろうと思います。そういったことも十分行政としてもいろいろな事例を参考にし

ながら、対応してまいりたいと思っております。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 どうもありがとうございます。また、僕は個人的にはこの問題は大切

な問題やと思っておるもので、また議会ごとに進捗状況等をお聞きしたいと思います

ので、どうかまたよろしくお願いいたします。 

次の質問に入ります。 

先般、那賀町の代表監査委員、桝田正憲さんが全国町村監査委員協議会会長に就任

されました。そして、その祝賀会の席上で、町長は「私が県のいろんな場に行っても、

堂々と胸を張って紹介できる名誉な出来事です。」と、その栄誉を称賛されました。

我々においても本当にうれしい就任だったと思います。 

 ６年前、日下前町長の公金横領事件が発覚し、那賀町は大混乱を起こしました。町長

選挙を終え、後継された坂口町長が二度とこのような不祥事を再発させないために行財

政改革に取り組み始め、代表監査委員に桝田氏を招へいしたときから二人三脚の改革が

始まったもので、その後の飛躍的な改革には、それこそ賞賛に値するものだと思ってお

ります。 

財政改革においては、システムを明確化することによって不祥事の再発防止ととも

に、チェック機能が強化されたりスリム化することによって、出納室長との共同作業で

有利な財産運用をし、年間３０百万円もの利潤を生み続けたことも特筆ものだと思って

おります。また、行政改革においてもその効果は顕著で、僕が議会に参加させていただ

いて最初の役職が議会選出監査委員でした。桝田氏のもと２年間務めさせていただき、

非常に勉強になったというか、行政の仕組みというものを再認識もさせられました。本

当に感謝しております。 

  そこで質問内容に入りますが、これも那賀町が先進的に取り組んだ監査室との共同作

業で、行政改革に踏み込んだ数々の提言や指導を、町長宛にまた議会議長宛に報告を続

けてもいます。しかし、毎月毎月同じような指摘を続けても、一向に改革が進まないと

いうのか、行政本体のどこかに問題点があるのではないかとも感じるのです。行財政改

革は大きな目標を掲げ成し遂げてこそ、大事件を起こし迷惑をかけた町民に対しての回

答になると思います。 

 町長の答弁を求めます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 監査制度についての御質問、そして毎月毎月の監査委員からの御指摘

に対する対応ということであろうかと思います。 

  この監査制度につきましては、いろいろとあの事件以来、やはり外部監査制度の導入

ということも含めて御指摘もあったのですが、やはり、外部監査、これによって月にと

か年に数回来ていただいて、そういう監査指導をしていただくというよりか、やはり内

部でうちまで十分な監査機能が発揮できるような対応が、私は一番那賀町にとっても有
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利であるし、それが効果があると思っております。そういったことで、桝田監査委員さ

んにはこれまで本当にいろいろと御尽力を賜ったことに、私は本当に感謝をいたしてお

ります。 

その中で、毎月毎月御指摘のある内容を見せていただきますと、確かにこのことは

即対応できる内容でもございます。そういったことで、これらに対する対応は、やはり

そのチェックシートをちゃんとこしらえていただきたいということで、そのチェックシ

ートを一例として今現在こしらえていただき、それに基づいて対応していただいている

ところでございます。 

  やはり、これは各課長さん、あるいは上層部の方、総務課長・副町長、そこでの事例

をこしらえるというのでなく、やはり職員ひとりひとりがそのそれぞれ持ち場持ち場に

よってのチェックシートをこしらえて、それでチェックをしていただければ、こう毎月

毎月指摘を受けるようなことはないと思っております。今後におきましては、そういっ

たことも含めて十分その指摘に対応をしてまいりたいと、改善をしてまいりたいと思っ

ております。 

  どちらにせよ、そういったことを含めて、今後において１つの不祥事も出ないような

体制を築くべきであろうと思っております。このこういった対応についても、やはり長

い間そういう、これまで那賀町の信用回復、信用をなくしていた状況の中から、町民の

皆さん方にもやはりそういう状況が改善をされたと、これまでかかったそういう監査委

員さんあるいは議会の皆さん方の御努力、それをもしも１つの不祥事で水の泡にしては

いけないと思っております。「１００日の説法屁
へ

１つ」ということわざがあると思いま

す。御存じと思いますが、やはり長い間いろいろ苦労をして築いてきたこの体制を、本

当にささいなことあるいは１つの不正で全てが水の泡になるようなことのないよう、

我々としても職員共々その対応をしてまいりたいと思っております。 

 現在の監査制度についての御意見につきましては、私としては本当に監査委員さんま

た議会の監査委員さん、本当に御尽力賜っておることには、心より感謝を申し上げたい

と思っております。今後ともよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 今、町長の答弁の方から、意見書が出されるのを何とか早く改善して

ほしいと。実はもう僕が監査した２年間はもちろん、それから古野議員さんに変わっ

てからも１年半、指摘内容はほとんど変わらないのです。じゃあ一体これを改革して

いくにはどうしたらいいか。一度監査を経験させてもらったものとして、何とか改革

していきたい、この財政改革・行政改革の方を何とか完成に近づけたいという気持ち

はものすごく強いのです。  

  監査が月に１回必ずやることは、支出命令書といって監査室の方でずっとやっている

のですね。支出命令書というのは各事業に対して出納室から出金するものなのですけれ

ど、１つの書式なのですけれど、それには上には各担当から始まって町長ずっとハンコ

が並んでいるのです。このハンコの持つ意味の重大さというのは那賀町の職員の場合は

特によく御存じやと思うのですけれど、我々はずっと監査しながら責めました。「何と
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か改革せよ、何とか改革してくれ。いつまで待ったら直るのだ。毎年変わらんでない

か、毎月変わらんでないか。減っていないじゃないか。問題が多いじゃないか。」と、

ずっと言い続けたのです。 

  こういうことを話すと失礼かも分かりませんが、この３月いっぱいで、戦ってきた出

納室長が退職されるとのことです。僕は言いました。「何で辞めるねん、まだいっぱい

あるやないの、時間。」「僕、疲れました。」「辞めるなよ。」と言ったけど、「疲れ

ました。」 

何で辞めないといかんのですかね。僕、本当にそう思うのです。支出命令書でいろ

いろと問題のある部分には、いろんな問題があります。僕なりに解釈すると、それは単

純なミスもある、制度上どうしてもしようがなく日付の改ざん等のそういう問題もあ

る。また、一番問題にしないといかんのは、課長が部下に、配下の部下に今までの慣

習、それをそのまま認めさせてきたこと、旧町の進め方、事業書の書き方をそのまま継

続して、提出してくること。 

今、監査室が一番大切にするのは、コンプライアンスです。コンプライアンスをも

のすごく大切にしています。だから、旧来のやり方、独自の方法は問題があるから直し

てほしいと、そういうやり方では通用しませんよということを必ず提言して、監査室の

方でチェックしてもらって上がってくるのです。それが毎月毎月膨大な数なのですね。

「これを減らしてくれよ。」と。 

じゃあこれは出納室長の責任ですかね。僕は違うと思うのです。担当員がきっちり

コンプライアンスを守っていただけて、担当課長が、担当課長が部下に「旧来の方法は

駄目、慣習は駄目。コンプライアンスを守ってくれ、１つの手段をマニュアルどおりに

作ってくれ。」ということを強く要望していたら、彼はここまでこの４年間こんなに悩

む必要はあったのでしょうか。 

辞めていくからといってみんな知らん顔できるのですか。誰が辞めさせたのか。も

し、ちょっと言葉は過ぎますけれどね。 

（峯田繁廣総務課長「個人的なこと。」と呼ぶ。） 

  ・・・になるのかも分かりません。じゃあ訂正します。 

ただ分かってほしいことは、早く改善しないといかん。そのためにはどうしたらい

いか。職員への徹底的なコンプライアンスの推進、それをまず担当課長が必死になって

指導するべきではないか。それがまず監査体制の充実だと僕は思うのですけれども、い

かがでしょうか。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 やはりこれは課長、出納室長、そういった立場上の責任もございます

が、やはりこれは職員ひとりひとりの意識と思っております。ですから、先ほど申し

上げましたように、指摘されたこと、これは１つ１つ確認すれば分かっていることな

のです。ですから、それぞれの担当課でそのチェックシートを準備して、その支出票

なり支出票の添付資料として付けなさいと、付けてくださいということを申し上げて

いるのです。それができれば、それぞれ各担当課長が全てそれをチェックすることな

く、担当者がチェックしたものを確認すればいいわけですから。内容的に見せていた
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だければ、問題点・指摘事項を見せていただければ、私はそういう対応の仕方をそれ

ぞれ職員さんひとりひとりがやれば、できると確信をいたしております。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 現実に努力してください。１日でも早く、こういうことがあったとい

うことだけは忘れんと、それぞれ担当課の方、１つでも減らしてスムーズな監査がで

きますようによろしくお願いしておきます。  

次の質問に入ります。 

かつて、那賀町は農林業を中心に生活が営まれてきました。夏は田畑に入り冬は山

に入り、切り出された木材を製材し、大工さんが家を建てるという循環で商工業も栄

え、形成されてきたと思います。日本が高度経済成長期に入り、インフラ整備のために

土建業に力を入れ始め、土建国家と揶揄
や ゆ

される国へと変化すると同時に、農林業から人

手が流れ土建業が基幹産業へと移っていったと思います。その間に、ＧＡＴＴウルグア

イ・ラウンドで木材価格が４分の１まで下落したことによって林業への活力は失われて

しまい、近年は国の財源枯渇により土建業も人手を必要としなくなり、現在の四面楚歌
し め ん そ か

状態が那賀町でもあります。 

ただ、土建業も落ち着いてきたというのか、今後も間違いなく必要な産業であり、

特需は考えられなくても安定した雇用になる基幹産業の１つと思っております。また、

町長が積極的に力を入れている林業を基幹産業の柱に据えようとの気概を強く感じる昨

今でもあります。 

そこでお聞きしますが、基幹産業の位置づけと主眼とは何なのか。そして理想と現

況と問題点は何なのかをお聞きします。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 非常に難しい御質問をいただいたのですが、基幹産業の位置づけ、こ

れにつきましては、那賀町にとりまして、もう御存じのとおりです。林業は、これは

面積の本当に９５％以上が山林、６６，０００ｈａの森林を有する那賀町です。やは

り林業について基幹産業と言わざるを得ない。これなくして那賀町なしとも、これは

取れるのは当然と思っております。 

  また、農業におきましても、那賀町においては、もうこれまで何度か申し上げており

ますとおり、標高の５０ｍから６００～６５０ｍぐらいのところで農業を営まれており

ます。ただ、やはり大量生産ができないというのが、この那賀町にとっての特産物振興

をしていく場合に、その適地適作を、地にそった作物、そしてそれを誰が作るのかと、

適人適作と言われますが、そういったことも考慮した振興作物をやるべきと思っており

ます。  

  そういったことで、基幹産業については、農業と林業については、これまでも清水議

員さんにも何度かお話をさせていただきましたが、やはり大量生産をできないというこ

とになりますと、やはりどうしても専業農家ばかりを育成するというわけにはまいりま

せん。ですから、やはり兼業で農業と合わせた複合経営をやっていただくということ

が、私は重要になってこようかと思っております。 
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  また、林業につきましては、これは本当にやはり今までの木材価格の５０年代までの

ときでしたら、本当に切り出せばお金になるという時期から、今はやはり農業経営と同

じような感覚で林業経営もやっていかないと、なかなか利益が上がらないというのが現

実であろうと思います。今後においても、木材価格がどんどんどんどん上昇するとは思

えません。やはりその中でどういった形を作り、どういったシステムで林家の方に少し

でも残るような対応を取り入れる方法を検討していくべきであろうと思っております。 

  理想と現況と問題点。問題点、もう御存じのとおりです。１つは人材不足、木材価格

の低迷、これにどう対応していくか、そこが私は一番の問題であろうと思っておりま

す。今後において、それらを何とか少しでも克服すべき対応をしてまいりたいと思って

おります。  

  以上、よろしくお願いいたします。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 僕、恐らく、町長の方から基幹産業は何だと言われたら、僕なら、僕

もう農業・林業・土建業が基幹産業と言いながら、本当は那賀町の基幹産業は僕は役

場だと思うのです。お金を稼いでくる、お金を持ってくる、そして町民に行政サービ

ス等でする、これが基幹産業の本当の最たるものなのです。 

那賀町が今後基幹産業として一生懸命生きていこうと思うのであれば、僕はやはり

売れるものを作る、ものを作ってそのものを売ってこの那賀町にお金を運んでくる、こ

れが基幹産業の一番大切なものだと思っております。今現在、那賀町は役場が一生懸命

頑張って公共事業でインフラ整備もずっとやってくれております。また林業関係も一生

懸命補助金等をして一生懸命対処し、何とか那賀町を守っております。 

  だけど１つ、今後基幹産業を育てることとしてやってほしいことは、やはり林業にし

ろ農業にしろ、いいものを作る、ものを作って売れる、売れる商品を作る、売れる産業

を作り育てる、こういうことを僕はやらないといかんと思うのです。林業もそうです。

町長は、バイオマスタウン構想で今一生懸命林業関係で売れるものを作ろうとしてい

る。那賀町には山があり、山にはいっぱいの木という資源があります。資源という売れ

るものがあります。これを売ろうとして一生懸命基幹産業として頑張っていること、こ

れは僕非常にいいと思うのです。 

 また半面、農業分野、農業分野こそある意味でものを作りものを売る、大切な産業で

もあります。ただ、横流しじゃなくて、ただ補助金、どこか考えてそれに補助金を手当

しますというのではなく、那賀町は育てる、作るべき、新しい産業を作るべき、育てる

べきが大きい基本でないかな、これが基幹産業の一番柱になってくるものだと僕は思う

のですけれど、町長、今後の方針として、農業、特に農業ですね。産業を作る、産業を

育てる、そういう考え方というのはどうなのでしょう。ちょっとお聞きしたいのですけ

れど。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 最近言われております６次産業化、これらにつきましても、やはりい

ろいろと町内でも本当にそういう方面にいろいろと頑張っていただいているグループ
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がございます。もう御存じのとおりです。そういった方々の御支援も、これからはで

きる限り町としても支援をしていきたいと思っております。 

  また、林業についても本当に農業と一緒です。私もいつも言っていますが、木材につ

いても優品・秀品、そういった形を作っていくべきだろうと思っております。やはり需

要、受け手側の方に納得していただける木材を供給していくということが、やはり重要

になってこようかと思っております。そういった意味で、農業にしても林業にしてもそ

ういったいろいろな方面からの、多方面からのこちらからの対応ということが必要にな

ってこようと思っております。議員御指摘のとおりと自覚はいたしております。 

  よろしくお願いいたします。 

○清水幸助議員 議長。 

○大澤夫左二議長 清水君。 

○清水幸助議員 次世代のために一生懸命新しいものを作るように、是非行政として頑

張っていただきたいと思います。  

  最後に、予備として質問を構えておりました、森林管理受託センターについてお聞き

します。 

森林管理受託センターが準備室として設立されて１年、この４月から新しく本格的

に運営されるとのことです。趣旨は「那賀町の林家の方に少しでも多くのお金を還元し

たい。そのための組織だ。そして那賀町産材のよさをアピールし、その那賀町産材の需

要が増えるように活動するのが本来の基本であります。」このように我々に説明されま

した。 

  この４月から本格的に運営が始まるこの活性化センター、どのようにこの１年を過ご

し、今後どのような方向で進んでいかれるのかの答弁をお聞きし、質問を終わりたいと

思います。 

○山本賢明森林管理受託センター準備室長 議長。 

○大澤夫左二議長 山本森林管理受託センター準備室長。 

○山本賢明森林管理受託センター準備室長 清水議員さんの御質問の中で、センター

ができて、５月１４日に始まって今現在で約１０か月がちょうど過ぎたといった形な

のですが、今まで感じたことについてお話をしますといいますか、流れをお話してい

きたいなというように思います。 

  センター準備室というのは、まずマスタープランに基づいて今先ほど議員さんがおっ

しゃられたように、生産の拡大とか雇用の場の確保、あるいは所得還元、これを目的と

して実施してきたところです。 

まず最初に取り組んだことなのですが、入札制度改革です。森林組合を含めた事業

体は、事業が完了しなければ事業費、いわゆるお金が入ってこないっていうシステムで

すね。これを、今までそういった資金繰りが非常に苦しくて、銀行から借入れをしなけ

ればならないという事業体もございました。建設業であればですね、当たり前のごとく

前渡金制度がある。しかし、西日本建設業保証協会、字のごとく建設工事のための前渡

金といった観点から、林業事業、搬出間伐ですよね、これには前渡金は認めてくれませ

んでした。これでは入札制度を作った意味が全然ないなということで、準備室としては

もう本当に建設業保証協会に粘り強く協議をした中で、ある講習というものを取り入れ
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ることで合意に至ったという経緯がありまして、現在はこの制度を使っているというこ

とで、これ西日本初の取組でございます。 

  それから、準備室というのは森林組合から６名、それから林業公社から３名がきて運

営しておるわけなのです。半官半民の準備室といった考え方かと思うのですが、そうい

った中で、やはりマスタープランにも掲げていますように、生産量の拡大とかやはり雇

用の場の確保を考えたときにですね、今従事されている方というのが、搬出間伐に従事

されている方、いわゆる木材を切り出すのに従事されている方というのが８５名おるの

ですね。しかし、この８５名のままでは、いつまでたっても那賀町の町内から生産され

る木材というのは５万㎥ですね、５万㎥しかない、これをどうにか雇用を拡大する、要

するに事業体にお願いしないといかんのかも分からんのですが、これを、人材を増やす

ためにはどうするのかということが一番のネックだった。マスタープランも絵に描いた

餅になる。そういったことで、今現在林業活性化協議会の中でですね、いろんな雇用を

増やすにはどういうようにしたらいいのかということを議論して、この４月ぐらいから

ですかね、ある事業体では４名、ある事業体では１名が増えるといった形になります。 

それから、１年間といいますか１０か月を経験してきて思ったことは、今まで役場

の職員というのは森林組合にいろんな補助を行ってきた。これを行うことによって雇用

が生まれるとか収益の還元にもつながるだろうという考え方であったのですが、ここを

役場の職員自身がこういった勉強を余りできていなかったのだろうなと。やはりこうい

ったことを役場の職員自身に林業のプロを作る、こんなことが今後本当にやっていかん

と那賀町の林業振興というのは、ほんまのことを言うと動き出すためにはこういったこ

とが必要なのだろうなということを感じました。 

  以上です。 

（清水幸助議員「質問を終わります。」と呼ぶ） 

○大澤夫左二議長 ここで、休憩を１１時まで、場内時計で１１時まで休憩を取りま

す。 

午前１０時４８分 休憩 

午前１１時００分 再開 

○大澤夫左二議長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。一般質問を続行いたし

ます。 

  次に福永泰明君を指名し、発言を許可いたします。   

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 質問をいたします。２点質問をいたします。 

まず１点目は「長安口ダムの改造事業について」質問をいたします。 

１月２６日に、同ダムにおいて起工式が行われました。本体工事に着手をしており

ます。この改造事業は国土交通省のですね、直轄事業として、現在６門ある放流ゲート

より約１０ｍ低い位置に新たに２門のゲートを増設して放流能力を高める、そのことに

よってですね、現在１，０９６万㎥の洪水調節容量より約１００万㎥増やすことが目的

の事業であります。ほかにも、放流水を流す導入水路、また下流の河床にある減勢工を

コンクリートで強化する、そして日野谷発電所に送水をする取水口には澄んだ水を流す
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選択取水設備を設け、そしてダム直下のコンクリートがれきを撤去するなど、などな

ど、ダムの直近直下、その周辺そして上流の木沢・平谷においてはですね、既に住居の

移転それから補償、かさ上げなどがだんだんと進んでおります。これについては町長や

関係者の方の努力があったのだろうと思います。 

  しかしながらですね、大変残念なのは、いまだに下流地域の、相生も含めてですね、

鷲敷地区の浸水対策は全く手付かずといいましょうか、何の手立ても解決策も見つかっ

ておりません。４７０億円ものですね、大金を使っての事業でありますが、下流地域の

浸水被害が本当にこれで防げるのでしょうか。私は大変疑問に思っております。国や県

はですね、管轄ということで、上流・下流の管轄ということでですね、この辺りを見て

見ぬふりを決め込んでおるような感じがあります。 

このことについて町長に、町長にこれ質問するというのはお門違いな分もあるのだ

ろうとは思うのですが、町長の考え方、今後の考え方について御意見をいただきたいと

思いますが、よろしくお願いをいたします。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 福永議員さんの、長安口ダムの改造工事、これに関連して鷲敷地区の

浸水対策についての御質問でございます。 

確かに、我々としても、これまで特に鷲敷地区の浸水については地域の皆さん方も

いろいろと視察をしていただき、そして最終的にやはりやるとしたら輪中堤の方法がい

いのでないかということで、当初のうちはそういう形で整備計画策定の以前に方針を出

していただいたところです。 

しかし、やはりその計画が、いろいろ内容的に聞いてみますと、非常に工法的にも

難しい、理解を得られるような方法をなかなか打ち出していただけなかった。私もその

工法の内容について、いろいろと県ともお聞きしましたが、また地元の地域の皆さん方

にもお聞きしましたが、やはり今の現在のところ、正直申し上げまして、今の土手を作

っての輪中堤、これは問題が多すぎるということで、私はもしやるにしても何か別の方

法がないか検討していただきたい。やはり３０ｍも４０ｍもの幅を要して、今の農地を

全部潰して囲うということにはかなりの課題をクリアしなければならないし、果たして

それで全て解決する問題とは思えないと。また、小川橋のかさ上げについても、示され

た分については現道を上げるのみで、やはりある程度の改良も含めた工事の方法ではな

いということもお聞きしております。 

  そういった中で、それをそのまま町としてもなかなか承認できないということで、今

県の方には、地元説明会ということについてももう少し検討していただきたい、待って

いただきたいということを申し上げております。私としては、やはりその工法を違った

工法でやっていただくか、あるいはまた浸水される方々の御意見の中にもあります、移

転をしたいと、その対応策を町もしてくれだということもお聞きしております。ですか

ら、そういうことも含めて町としては対応をしていきたいと思っております。 

  ただ、長安口ダム本体の改造工事でございますが、これはやはり放水口を増設して１

００年に一度というような大雨に対応できることも１つですが、通常の台風等そういっ

たときに、やはり放流ゲートが１ｍ下に下がる、それから平谷下ノ内等そういった木沢
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も含めてでございますが、その対策工事ができればまだ１ｍ上に今度は水をためること

ができると、そうすることによって２ｍの余裕、懐ができるということになります。そ

うなりますと、やはり通常の台風、３，０００ｔ以上放流されると鷲敷はつかるのです

が、それまでの対応として事前放流・予備放流をしていただき、その放流を調節してい

ただければ、今までつかっていた、通常といいますか、台風のときでもかなりは逃れら

れるのではないかと思っております。 

ただ、私自身としては、その改造ができ上がって実際にその運用をしていただかな

いと、私としてもそれでいけるのだということを言われますが、やはりそういったこと

で、早期に改造工事を完成させていただいて、台風時期にそれで放流方法を含めて対応

をしてみてくださいよと、それでないと私も我々としてもその件については「はい、そ

れでよろしい。」ということは言えませんので、それによって我々としても対応させて

いただきたい。また、その放流ゲートができたことによって、もしまた別のところがつ

かるということも考えられます。それも含めて、やはりやるのなら早期に完成をしてく

れやと、それによって我々としてもその結果を見て対応します、と。 

  それからもう１点は、やはり年に２回ですか、国の国土交通省河川局局長ほか職員の

皆さん方のところで、そういった意見交換会みたいなのもやっていただいております。

２回ぐらいだったと思います。そのときには、やはり国交省管轄以外の箇所について

も、やはり国が補助金を出してくれるなり、県に対する支援策をやってほしいと、県だ

けで、県管轄の部分を県だけでやれと言うたって、県もそれは財源が苦しい中でなかな

か対応ができんのだから、もう国としても支援をしていただきたいということをお願い

しております。 

  今後においても、この件についてはそういったことで、国の方に対してもその要望は

続けてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 町長の答弁をいただきました。今後、東町地区においても移転という

ような辺りも考えていると、そういうような話でありました。また国交省、管轄が

今、上流は国交省・下流が県ということで、かなり国と県との対応によってですね、

違い・差があると思うのです。今町長も言うていましたが、国の方も県の管轄のとこ

ろにおいても支援をしようやないかと、そういうような答弁だったのですが、これ今

後ですね、やっていく、この事業をやるということに関して私がちょっと不満を覚え

るのは、順番がちょっと違うと。まずこの事業をやる前に、やはり下流域の人に十分

説明をしないといかん。そして納得をしてもらった上でこういう事業をやらないとい

かんのに、説明、そういうのがですね、やはり少なかったです。これ、厳しく言えば

国・県、ほんまに対応が悪かった、そういうことは言えると思います。 

ただ、町長のあの今答弁を聞いて、早く事業を完成させて結果を見てみると、そう

いうことでございますので、これは今後私の方もですね、推移を見てみたいと思いま

す。 

  それでは、２点目の質問をいたしたいと思います。 
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２点目は、私たちのこの那賀町も、合併してもうやがて９年目になります。再来年

には合併特例の期限も切れるということで、様々な面において大変厳しくなってくるこ

とが予想されると思います。そうした中で、本町は本庁、鷲敷が本庁そして相生が分

庁、あと支所方式が採用されております。今後ですね、この方式についてもこのままと

いうわけにはならないと思うのです。 

  そこで参考までにちょっと言いましたらですね、合併時と現在の那賀町の人口の推移

を見てみましたら、合併時の平成１７年３月、人口は１１，５９８人でありました。そ

れが今年現在、２月ですね、９，７６７人になっております。１，８３０人の人口減少

があります。さらに１０年後にはですね、今のままの推移でいきましたら７，０００人

ぐらいになると、そういうことが予想されております。 

  こうした中で、鷲敷でこの間から本庁の建設が始まりました。そして、またさらにで

すね、今後においても耐震事業として相生庁舎、また上那賀・木頭と事業を実施してい

くことになると思うのですが、私はね、それと併せて今の那賀町のですね、小学校・中

学校、そして幼稚園・保育園のあり方も並行して考えていく必要があるのではないか

と、そう思います。 

  このことについては大変難しい問題がありますが、その地域、その地域のですね、実

情やいろんな考え方・意見があると思います。簡単なことではありませんが、このこと

についてやはり行政、特に町長・副町長あたりはですね、前向きにこのことについて取

り組んでもらいたいと思います。 

  そこで、町長、このことについて何か御意見がありましたら、一言。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 福永議員御指摘の、本庁・分庁・支所のこの方式、御指摘のとおり、

那賀町も本当に合併して今年で９年目に入ります。やがて１０年。私も冒頭お話しま

した折り返し地点、ちょうど任期もあと２年ということで、節目の年ということにな

ろうかと思います。やはりそうなってきますと、やはりもう旧町村意識、これは払拭

し、本当に真の那賀町にならなければならないと思っております。合併時に交わしま

した旧町村単位のまちづくり計画、やはりこれも見直したまちづくり計画を進めてい

かなければならないと、そう思っております。 

  ただ、やはり那賀町、淡路島よりも１００㎢広いという那賀町でございますので、や

はり全てそれを１か所に集中することができるかと、それには少し無理があるだろうと

いうことも思っております。ただ、やはりこの本庁舎をハブ庁舎として、そうした中心

とした町政運営・行政サービスを進めていくべきではあろうと思っております。やはり

そのためには、今あるやはりケーブルテレビ・ネットワーク、これらを再構築する必要

もあろうと思います。やはりそれを整備し、そしてケーブルテレビも統一し、全ての双

方向の推進をできる体制整備を進めていくことも必要であろうと思っております。そう

することによって、やはりそれぞれの今あるこの機能をどう使うかは別にして、各支

所・分庁を含めて、確かに今耐震調査をしておりますが、上那賀・木頭についてはやは

りもう全て取り壊して、新たな、新しい規模で新築する方が適当という結果が出ており

ます。ですから、やはり今後順次そのことについても、その支所の規模、これから職員
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数を何人どういった形で配置していくのか。町としても今後におきましても、やはり定

員の適正化ということで決められてきます。縛られてくると思いますし、指導もそうい

う指導も下りております。 

それから特に重要なことは、１０年も経ちますとやはり新規職員の採用はそれぞれ

の旧町村、別々に採用しません。全て統一試験で、どこの、町外からの方もおいでると

思いますが、どこの旧町村の５町村の職員さんが均等に採用されるわけではございませ

んので、やはり地元の旧町村に地元の職員を今までは配置をし、その旧町村の事情の分

かった職員ということだったのですが、将来的にはそのことはもう不可能です。 

そういったことも含めて、それぞれの支所に配置する職員数、そして職員のそれぞ

れの技術的なもの、技術的な内容を持った職員を配置するのかどうかということも含め

て、やはりこれは課題にもう既になっております。特に技術職員については、もう各支

所で全てが対応できる状況ではございません。 

そういったことで、この本庁舎が完成するこの１２月、ですから来年の４月の体制

については、やはり従来の組織でなく、やはりある程度組織を集約した形を取らざるを

得ないだろうと、そう思っております。 

  そういったことで、今後においてもそのことを議会の皆さん方にも十分御理解のいた

だけるよう御説明も申し上げ、そしてその点について御理解いただきたいと思っており

ます。 

  以上です。 

○福永泰明議員 議長。 

○大澤夫左二議長 福永君。 

○福永泰明議員 町長の答弁をいただきました。副町長、これ通告も何もしていないの

ですが、もし意見がありましたらどうぞ。何かありませんか。 

（稲澤弘一副町長、何事か呼ぶ） 

○福永泰明議員 ありませんか。はい。質問を終わります。 

○大澤夫左二議長 福永君の一般質問が終了いたしました。 

  次に連記かよ子君を指名し、発言を許可いたします。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 質問に先立ちまして、東日本大震災から２年がたちました。１日も

早い復興を心からお祈り申し上げます。 

  さて、町政について、２点のことについて質問をいたします。１点目は「教育問題に

ついて」お伺いをします。教育問題につきましては、こども議会での子供たちの提案や

要望にどこまで応えていくのか、また学校の統廃合について、そしていじめや体罰の防

止・対応についての３点について質問をさせていただきます。 

  「那賀町を愛する心育成プロジェクト」の一環として、昨年に引き続き２月７日にこ

ども議会が開かれ、また３回目となる「那賀町を愛する心 少年の主張弁論大会」が２

月２４日に行われたところであります。那賀町の自然や文化、歴史や伝統などを通じ

て、子供たちが日頃から疑問に思っていることや、また総合学習で出された意見や提案

などを質問し、こども議員としてこども議会を経験することにより、町政や町議会の仕
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組みについて学習するとともに、ふるさとを愛することの大切さを学ぶ機会でもありま

す。子供たちの生き生きとした表情は、本議会にも引けを取らない真剣で立派な態度で

ありました。 

その内容をかいつまんで申し上げますと、インターネットを活用したまちづくり、

那賀町全体で取り組む対抗運動会やそれぞれの地域をめぐるツアー、災害時のラジオの

実用化、木頭ユズをベースとした加工品の生産、伝統産業の拝宮和紙の保存と伝承につ

いて、バイオマス構想や小水力発電の活用、あいあいらんどを昆虫や野鳥と触れ合える

ような施設にしてはどうか。また、身近なところでは、夜道が暗いので電灯を付けてほ

しいとか、町民プールの修繕とそのプールを町民に開放してはどうかといった、様々な

視点から子供たちの提案がありました。子供たちの心を汲み取り、きちんと町としては

応えていかなければなりませんが、このことについてどう対応していくのかお伺いをし

ます。 

  ２つ目は、先日のことでありましたけれども、平谷八幡様の境内から子供たちの元気

な声が聞こえてまいりました。何が始まったのかと思っておりますと、オリエンテーリ

ングということで、お弁当を入れたリュックを背負った子供たちが５～６人歩いており

まして、行き交いますと「こんにちは。」と大きな声で挨拶をしてくれました。子供と

いうものは、私たち大人にとって、またこの那賀町にとっても未来の宝であります。 

しかしながら、那賀町は人口の激減に際しまして、ただいまの出生数は４２人とい

う、本当に先行きが不安な状態であります。そしてまた、平谷小学校においても平成２

５年度の入学生はたった１人であるということをお聞きしておりますし、また隣の木沢

小学校においても平成２５年度から児童数が激減するというような話も聞いておりま

す。学校の統廃合は、少子高齢化の著しい過疎地においては避けては通れない問題とな

っています。都市部の学校に比べて、学校が地域の拠りどころとしての機能が高いとこ

ろもあり、地域住民の多くがその学校の卒業生でもあります。また、都市部と異なり統

合先の学校が遠く離れていて、統合先の学校への通学も一大問題となるケースもありま

す。このことから、地域社会との結びつきや統廃合後の通学手段などの条件整備が厳し

い状況にあり、単に減少したという理由だけで統廃合を行うのは一層困難ではないかと

思いますが、那賀町の今後の取組についてお伺いをします。 

  次に、スウェーデンでは３３年前、１９７９年に子供へのあらゆる暴力・精神的虐待

を禁止する法律を制定しました。その中で「子供はその人格と個性を尊重しながら扱わ

れなければならず、体罰にも、その他いかなる屈辱的な扱いにも遭わされてはならな

い。」と謳っています。法律制定から約３０年の間に、体罰をする習慣と体罰を認める

意識をなくすことに成功したとあります。そして多くの国がスウェーデンに倣い、現在

３１か国で虐待を禁止する法律が制定されています。 

 日本では学校の体罰は学校法で禁止されていますが、家庭での体罰を禁止する法律は

なく、民法では親の懲戒権を認めているので、家庭での体罰や虐待が起こりやすいと考

えられています。子供が悪いことをしたときは、なぜ悪いのかということを根気強く子

供に説明することがしつけです。昨今、いじめ問題による中学生の自殺、部活動での教

師の体罰による高校生の自殺と、痛ましい事件があとを絶ちません。子供の人権を認め

ない社会からは、暴力の連鎖は断ち切れません。徳島県は全ての学校に体罰があったか
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なかったかアンケートを実施していますが、那賀町においてそういった事実はあったの

でしょうか。そして、いじめや体罰の防止・対応策についてお伺いをします。 

○尾崎隆敏教育長 議長。 

○大澤夫左二議長 尾崎教育長。 

○尾崎隆敏教育長 連記議員さんから３つの質問がございました。 

それでは、一番最初に言われました、こども議会での子供たちの提案や要望にどこ

まで応えていくのかということから、まず御答弁をさせていただきたいと思います。  

こども議会での質問、私たちも大変感動するような素晴らしい質問が多く出されまし

た。この子供たちの意見というのは、やはり将来の那賀町を担う子供を育てる上で、や

はり一番重要な時期に差しかかっている子供たちにしっかり勉強をしてもらうというこ

と、これは一番大切なことだろうと私も思っておりますし、今後とも続けてまいりたい

なと思っております。その中で、去年の提案されたいろいろな要望等につきましては、

多くの関係各課でそれぞれの議題については検討を加えております。そして、その中で

対応できるもの、これについては去年の補正予算、それから今年の当初予算の中で反映

をさせてきております。 

例といたしましては、野生動物による農作物の被害対策予算の充実、それから学校

遊具の整備、それから「那賀町の民話と伝説」の発刊に向けた取組、この３点について

は、予算措置を講じるなり、また引き続いて今年も予算計上をいたしております。今年

度も非常に多くのいい提案がされておりますが、この問題につきましては、町長部局・

教育委員会も含めてよく検討をしてまいりたいと思っております。それぞれ課長さんも

答弁されておりますので、自分の答弁した中でできる限りの対応というのは誠意を持っ

て取り組んで予算に反映できるものと思っております。そういうことで御理解をいただ

きたいと思います。 

  次に、２点目の学校統廃合につきましてお答えをしたいと思います。このことについ

ては、前にも一遍答弁をさせてもろうたのですけれども、平成２４年３月に「那賀町第

１次教育振興計画」、これを定めさせてもらいました。その計画書は議員さんにもお配

りして、読んでいただけたと思っております。この計画書を定めるに当たり、アンケー

ト調査によりまして町民・保護者の意向を汲み上げ、その意向というのをできるだけ反

映させたいということで取組をいたしました。 

その中で、学校統合につきましては、少子化の進展によりまして、小学校の小規模

校における複式学級や、中学校の免許外教科の指導やクラブ活動のあり方に不安を感じ

ておられる方が多いというように感じました。特に旧上那賀・木沢・木頭地区の保護者

にその傾向を強く感じました。その中で、児童生徒数の推移ということを、平成２３年

５月にその住民登録をしている方を推計をいたしまして、今後転出入がないとした場合

に、それじゃあ平成２９年度にどのぐらいの児童数になるのかということをお示しをし

た上でアンケート調査をさせてもらっております。 

そのときにお示しした数字というのは、特に上那賀から上流の小学校、桜谷小学校

はそのとき２６人でしたけれども、平成２９年には１０人になる、それから平谷小学校

は３５人から１８人に、木沢小学校は１３人から９人に、木頭小学校は２９人から１９

人に、北川小学校は１４人から７人に、上那賀中学校は３３人から２９人に、木頭中学
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校は２８人から１５人に、このように減ると推計をいたしておりました。しかしなが

ら、やはり転校等がございまして、それよりも早いスピードで減少しているというのが

事実であろうと思っております。今年度の小学校を卒業して中学校に上がる子供も、那

賀町から７人那賀町外に転校するというようなことで、そういうことがやはりこの町の

活性化には大きな、何と言うのか心配の種というようなことで残っております。 

そういうアンケート調査に答えていただいたのですけれども、学校によってはその

アンケート調査の結果から、「早急に統合について検討に入るべき」と答えた保護者

が、特に上那賀から上流の学校の保護者には多かったということ。それから「もう少し

推移を見て検討に入るべきか決めるべき」ということを合わせますと大多数を占めると

いうようなことで、保護者の方々は危機感を持っておりますし、そのことから去年度か

ら勉強会を始めております。教育委員会といたしましては、保護者の意向を尊重し、そ

の意向というものを見守っていきたいと考えております。 

  それから、次にいじめ問題また体罰の問題についてお答えしたいと思います。いじめ

の問題ですけれども、平成２３年度にいじめ状況調査を実施いたしました。そのときに

は１件ございました。いじめの定義というのは、いじめられた児童･生徒の立場に立っ

てということで、生徒が心理的・物理的な攻撃を受けたことにより精神的な苦痛を感じ

た場合ということで、この場合には非常に幅広くその解釈ができるようになっていま

す。 

言葉を含めてなのですけれども、昔、私たちが小・中学校で授業をしていて、宿題

をしてこなんだり授業中にちょっとふざけたようなことがあったら、私たちは教室で立

たされましたし、また廊下に出て行けというようなことを言われたことも記憶にあるの

ですけれども、そういうことは体罰ということになっております。そういうことをやは

り私たちは十分認識した上で、そういう、やはり先生方も含めてですけれども、取組を

していかなければならんというように思っております。 

平成２４年度には、いじめがあったと報告された件数につきましては合計３件出て

おります。そういうことにつきましては保護者からの通報が多いということで、保護者

との連携を密にしながら、学校は対応を進めていかなければならないというように感じ

ております。 

  続きまして体罰の関係でございますが、体罰につきましては、今年の２月４日から１

８日にかけて県下全小・中学校、児童・保護者を対象にして実施をいたしました。この

調査につきましては、教員から身体に対する侵害、例えば殴る･蹴る、肉体的苦痛を与

える懲戒、正座、直立、特定の姿勢を長時間保持させるなどの体罰を受けたことがある

かというような調査でございました。そういう調査の結果、「体罰を受けた」と調査に

答えた生徒・保護者が１名で、２名の先生から受けたとの報告がございました。 

このことにつきましては、県教育委員会に報告するとともに、校長に対し報告のあ

った事件について、「いつ・どこで・誰に・どのような」体罰があったのか、事実関係

の調査をしっかりとするようにという指示をしております。教育委員会といたしまして

は、校長及び教員は児童・生徒への指導に当たり、いかなる場合においても身体に対す

る侵害や肉体的苦痛を与える懲戒である体罰を行ってはならないことや、部活動の指導

に当たり、いわゆる勝利至上主義に陥り、体罰を厳しい指導として正当化することがな
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いように、そういうことを強く校長会で指示をいたしました。そういうことで、子供た

ちに接する態度、また保護者に対してその子供たちの生活の状況等十分把握してもらっ

て、学校と保護者が連携を強くすることによって、こういう問題を防いでいかなければ

ならないというように思っております。 

よろしくお願いします。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 今、教育長の方から答弁をいただきました。１点目のこども議会で

の予算措置のことでありますけれども、昨年は３点のことについて子供たちの意見を

取り入れて予算をしていただいたということで、大変ありがたいことです。こうして

予算付けすることで、今後その子供たちのこども議会に対しての提案や要望に対して

一層の励みになることでないでしょうか。 

  ２点目のこの学校の統廃合について、先ほど教育長の方から平成２９年度について

の、例えば桜谷小学校が２６人から１０人、そういった推移をお示しいただきましたけ

れども、教育長がおっしゃるように速いスピードで減少しているのが確実であります。

その中で、例えば奥３つの旧町村において一番早く減少が進んでいるのが、私はお隣の

木沢小学校でないかと思っております。先ほども言ったのですけれども、お聞きします

と今年度は１４名であるのが来年度についてはひょっとしたら５名、１０名か５名とか

そんなふうな話、それから保育園にしてもわずかである、そんなふうなことも聞いてお

りますが、まちづくり計画についても見直されなければならないと、先ほど町長の答弁

がありましたけれども、やはりこの教育の学校の再編についてもやはり早急に見直さな

ければいけない問題ではないかと思っております。そのときには、やはり保護者の意見

を尊重するとか地域の住民の方にアンケート調査するとか、そういったふうなことが必

要でないかと思っておりますが、たちまちその木沢小学校についてはどういった対応を

しているのでしょうか。 

  そして、３点目のいじめや体罰の防止・対応について、これ私、確か一遍いじめにつ

いて質問をしたことがあるのですけれども、やはりこの那賀町のこの人情深いところで

やはりいじめとか体罰があるのだなと。いじめに関しては平成２３年度で１件、平成２

４年度で３件もあった、また体罰に関しては１名の方からの申告があった。本当に驚き

と言う以外にないのでありますけれども、教育長がおっしゃいますように、いじめや体

罰は決してあってはならないということでありまして、新聞の報道によりますと、石井

町でありますけれども、いじめや体罰の防止に向け、町や学校の責務を定めた「町いじ

め・体罰等防止条例案」をこの３月に提案して制定するという動きがありますけれど

も、是非那賀町でもこれは条例化してほしい、私はそう思っております。 

  このことについて、教育長なり町長なりの御答弁をいただきたいと思います。 

○尾崎隆敏教育長 議長。 

○大澤夫左二議長 尾崎教育長。 

○尾崎隆敏教育長 まず、いじめと体罰の件ですけれども、これはアンケート調査とか

そういう形で報告された事例ですけれども、私が申し上げましたように、「いつ・ど

こで・誰から・どのような」というようなことについての調査、これをしてみなけれ
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ば事実関係、これがほんまにあったかどうかということが確定はできませんし、分か

らないということなので、そういうような調査をした結果、いじめの案件につきまし

ては３件あったと言ったのですけれども、１件についてはそういう事例が該当しない

のではないかと。これは子供それから保護者・先生、これは３者にそういう調査をし

たりアンケート調査もいたしましたけれども、そういう事実が確認できなかったし、

そのことについては、調査ではあったけれどもそういう事実が確認できなかったとい

うこともあります。先ほどの体罰も、これも一応報告事例ということになるので、同

じように学校で調査をしてその事実を究明する、その辺りから入って、それを防除す

るために先生方が取り組むということは、先ほど申したとおりでございます。  

  それから統合問題ですけれども、現在、木沢だけでなしに上那賀の方は１年かけて保

護者の方、桜谷保育園・桜谷小学校・平谷保育園・平谷小学校・上那賀中学校、この５

校のＰＴＡ代表者それから学校長・教頭を含めた中で、一体それぞれの学校の望ましい

学校のあり方、どのようにそれぞれの学校を盛り立てていくか、そういうことを含めた

検討会を始めております。これについては、学校統合ということは、それは含まれてく

るのですけれども、そのことを前提にした会ではないということで認識はしてほしいと

思います。 

それは、教育振興計画の中で５年以内に学校統合するということは謳っていません

し、ただし、その中で大きな問題点として、先ほど申した人数が減少する、そういうよ

うな中で、それじゃあどのようにそれぞれの地域の方々・保護者が学校を盛り立ててい

くのか。その中で、先ほどチラッと申し上げたのですけれども、転校する子供が非常に

多く出ている、そういうようなことも踏まえて、学校を盛り立てていくためにＰＴＡそ

れから地域がどのように関わっていくか、これがやはり学校存続のためには一番大事な

ことでなかろうかと思っております。これはやはり生活していく上で、やはり職場とい

うことも重要な問題だろうと思いますし、いろいろなそういう要件が重なった中でこれ

はもうやむを得ない場合も当然あります。 

そういう中で木沢の問題も出てまいりました。木沢は、先ほどおっしゃられたよう

に、１４名いた子供が来年度、平成２５年度につきましては７名というような生徒にな

ります。また転校を考えられている方も、ほかにいるような話も聞きました。保育園児

も４名なのですけれども、また転校があるというような話も聞きます。 

  そういうような環境の中で、保護者は今まで３回か４回か話合いをされておりますの

で、保護者の意見というのが要約されてきたかなと思います。最終的には地域審議会で

最終の結論を出していただいて、その問題についての方向付けというのを決めてまいり

たいというように思っております。 

今のところはそういう状況でございます。よろしくお願いします。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 あ、どうぞ。 

（尾崎隆敏教育長「条例の話が出ました。条例というのは、私はそれまで縛る

必要性というのは、現時点では感じておりません。これは、やはり保護

者・地域の願いというのを十分汲み上げる中で、その要望というのをでき
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るだけ汲み上げるというのはやはり必要でなかろうかと思います。条例に

縛ってね、それを足かせにすべきものではないと思いますし、その辺りを

考えながら、またその石井町の条例案につきましても勉強させていただき

たいなと思っております。以上です。」と呼ぶ） 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 統廃合も、それからいじめや体罰も、今後の問題として取り上げて

取り組んでいただきたいと思います。  

  ２点目に入らせていただきます。「地域おこし協力隊について」でございますが、平

成２５年度の予算は前年度予算に対して２．５％の減となっての厳しい財政運営の中、

地域おこし協力隊の受入れ予算約１８百万円が上げられています。以前にも集落支援制

度の検討をこの議場で質問したことがありますが、地域おこし協力隊は人口減や高齢化

等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に誘致し、都市から地方へ移住

交流を推進するために、総務省によって３年前に始められた制度であります。 

今回、那賀町において地域力の維持・強化を図っていくため、４人の協力隊の受入

れを行うということでありますが、その選考過程についての基準や着眼点、また活動内

容についてお伺いをします。 

○岡川雅裕企画情報課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岡川企画情報課長。 

○岡川雅裕企画情報課長 今回、この議会に提案させていただいております、来年度か

らの「地域おこし協力隊」につきましては、まず先ほど連記議員さんから言われたと

おりの趣旨でございます。もう全国に向いて取りあえず募集を行いました。その中

で、まず町から提案しました事業内容というのはまた後で説明しますが、それについ

て、それを見ていただいて応募していただける隊員さんがどんなことができるか、自

分がどんな思いを持ってこの地域に入ってきたいかというふうな小論文をまず書いて

いただきました。それを受けて１次審査という形の中でまず審査をさせていただこう

かなと思っておりますが、やはり一番大事なのはその都会の人たちが入ってきて、地

域に馴染んでいただいて、地域の方と一緒に活動をして３年間の間に自分が自主自立

をして地域に定住していただけるという大きな目標をこれには持っておるつもりなの

です。それをもって地域の活力を上げていくというふうなことで、今回４名の方を募

集しておりますが。 

ですから、その隊員さんの選考につきましては、特に地域の方に、採用、採用とい

うか試験のときには、採用試験と言わざるを得ないのですが、そのときには来ていただ

いて、個別に数名単位ですね、地域の方が３～４名と受験者の方という方の中で、ある

程度お話しを全部していただいて、この方なら地域にも馴染んでいただけるだろう、特

に人格的なものとか熱意とかコミュニケーション力とかというものを地域の方にも見て

いただいて、自分たちが今後指導していっていけるだろうという方をメインに協力隊と

して委嘱をしようかなと考えております。 

  今、町の方から全国に向いてしていただきたいという活動の内容なのですが、まずも

んてこい丹生谷とか地域再生塾とかいうところがあります。その団体について、塾生で
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あったり委員であったり一緒に活動に入っていただいて、その部分の中で地域の活動の

中心になっていただいて、今後その部分を盛り上げていただくこととか、あと四季美谷

温泉あたりの中で観光ツアーをやっておるのですが、そういう地域の自然の資源を題材

にして、そこら辺をコーディネートして新しい営業活動、ツアー客の誘致等ができない

か。高齢者の代行や見回りについての新しい方策が取れないかとか、あとは農林資源を

使って、先ほどから答弁で出ています６次産業化・商品開発、その辺の部分について何

らかのアイデアを持って活動していただけないか。 

それから、移住交流の中で、特に北川あたりではずっと昔からやっております移住

交流なのですが、その部分についてもう少し拡充して大規模に活動していただけるよう

な隊員さんはおらないかというふうな形の中で、ある程度町からは最初の目標は提示さ

せていただきました。ですが、これは大きな目標であって、実際は隊員さんが入ってき

ていただいて、それでその地域を見て、その隊員さんの目で見て、「あ、こんなところ

にこんなものもある。こんなものもある。」という発見をしていただいて、地域の方と

一緒に、隊員さん１人で何ぼやったところでできないので、飽くまで３年間たって定住

していただいて、地域の方と一緒になってやっていただけたらいいのですが、やはり中

には３年たって「やはりちょっと帰ります。」というふうな形の方もおられるとは思い

ます。ですから、その部分については地域の方も一緒になってやっていって、その方が

おらんようになっても、地域のことは地域のこととしてやっていくというふうな形の中

でしてほしいと思うのです。 

  まず、いろいろ申したのですが、隊員の方にもなるべく地域に溶け込むような形の中

で指導はしてまいりますが、隊員として４月から赴任してまいりました場合、住民の皆

さん方にも十分いろいろお世話になったりお話を聞いたりしながら溶け込んでいくよう

にして、住民の方もなるべく温かい目で指導していただいて、一緒に地域を盛り上げて

いくというふうな流れになっていただけたらと思っておりますので、御理解のほどよろ

しくお願いしたいと思います。 

○連記かよ子議員 議長。 

○大澤夫左二議長 連記君。 

○連記かよ子議員 ただいま課長の方から答弁をいただきました。地域おこし協力隊制

度というのを開始してからちょうど３年がたって、総務省は、任期が終了した人たち

に対して任期終了後の進路調査について行ったアンケートを公表したばかりでありま

す。このアンケートによりますと、昨年度に任期終了した隊員は１００人で、その内

の６７人がそのまま地方へ定住する道を選んでいるという結果が出ております。 

１００人の隊員の中心世代は２０代から３０代ということでありまして、７割近く

がＩターンの結果ということになっております。６７人の進路として、５人がデザイン

や飲食店の経営、それから特産品の販売など企業を興していることです。また就業が２

８人、就農が３０人と、こういった結果が出ておりますけれども、私が注目いたしまし

たのは、５人の方が何らかの事業を興して定着していること、また就農者が３０人とい

う、この那賀町にとっても農業の後継者不足の折に大変頼もしい状況ではなかろうかと

思っております。日本ではなかなか根付かないと言われている起業家精神の涵養の場と

して、地域おこし協力隊のような諸制度をうまく活用することも地域おこしの秘訣では
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ないだろうかと思います。 

 先ほど課長が言われましたように、やはりお越しいただいたというお接待の心でもっ

てお迎えをして、隊員の方にも外部で培ったネットワークや感覚を生かして交流推進を

図ってもらい、３年後、よい結果を残すことができるように地域住民の方々にも周知を

含めて御協力いただければと思います。 

  私が思いますのは、とにかく今始まったばかりでありますのでね、その過程にいろい

ろあろうかと思いますが、その問題はやはり３年度のことですよね。課長が言われるよ

うに、定着していただけることを最終目標として頑張っていただきたい。先ほど清水議

員さんの方からも産業を作ること・興すことという話もありましたけれども、やはり地

域おこし協力隊の皆さんにも頑張ってもらって、それでまず何よりも若い方が来ていた

だけますので、今後その３年間の成果・結果が待たれることであると思っております。 

このことは、地域おこし協力隊がきていただけるということは、新しい風も那賀町

に生んでいただけることだろうし、それからそういうことによって新しい展望が開ける

のではないかと思っております。６次産業化についても、また一歩進んだことがこの人

たちにとってできるのではないか。地域おこし協力隊については、私たちも多大な期待

を持ってのぞんでおります。官民ではないのですけれども、地域住民と一緒になってそ

の方たちを、役場の職員の方も一緒になって盛り上げていただければと思っておりま

す。 

  はい、以上で私の一般質問を終わります。 

○大澤夫左二議長 連記くんの一般質問が終了いたしました。 

ここで、午後１時まで休憩をいたします。 

午後００時０３分 休憩 

午後０１時００分 再開 

○大澤夫左二議長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

一般質問を続行するわけですが、その前に御案内といいますか、お願いを１つして

おきたいと思いますが、よろしくお願いします。 

というのは、今朝からも出ておりますように、本日は２年前の東日本大震災の起こ

った日であります。ちょうどその時刻の午後２時４６分がまいりましたら、皆様に、被

災された方に、犠牲者の方に黙とうを捧げさせていただきたいと思いますので、御協

力・御理解をよろしくお願いいたします。 

（何ごとか呼ぶ者あり） 

  ええ、一般質問の途中でも、そこちょっと中断させていただいて、御協力をお願いい

たします。 

  それでは、一般質問を続行いたします。 

次に新居敏弘君を指名し、発言を許可します。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 それでは一般質問をさせていただきます。 

東日本大震災から２年がたちましたが、新聞報道でも非常に復興が遅れているとい

ったことが報道されております。仮設住宅などでの避難者が現在３１５，０００人おら
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れる、そしてまだ仮設住宅に入居を希望している方もおられるという状況で、仮設を出

て今度自立をしていく最低条件の住宅や、また復興公営住宅もまだほとんどこれからと

いう状況でございます。 

福島原発事故では国は早々と収束宣言を出しましたが、いまだに１号機・２号機・

３号機の内部の状況が分からず、また汚染水が１日に４００ｔも出ているということ

で、既にこの間で２７万ｔにも達しているということでございます。あと２年で汚染水

を入れたこのタンクが敷地いっぱいになるといったことで、正に収束と言うには程遠い

状況であると思います。私は、国がもっと被災者の暮らしとなりわいの再建に力を入

れ、被災者が一刻も早く普通の生活に戻れることを願うものでございます。 

  それでは質問に入ります。今回は「オスプレイの低空飛行訓練について」、また「生

活保護基準引下げに伴う各制度への影響について」、それから「外出支援（タクシー利

用）のサービス事業について」の、この３点について質問をさせていただきたいと思い

ます。 

  先日６日から８日にかけまして、米軍機オスプレイが、那賀町上空もコースに入って

おります「オレンジルート」で訓練を行ったことについてでございますが、これは本当

にひどいことだと思います。訓練の日の前日になって、九州が具合悪くなったので四国

のオレンジルートでやりたいということを米軍の方が通知をしてきたということで、地

元の声も何もあったものではないというふうに私は思います。町民の方からも、こんな

ことが通ったのではこれから我が物顔で訓練するようになるといった声をお聞きするわ

けなのですが、やはりきちんと地元の町長としてこういったことについて抗議をしてい

ただきたいというように思います。 

議会開会日に、そういったことで国なりまた米大使館なりに抗議をすべきではとい

うような要望もさせていただいたのですけれども、その後の対応についてお聞きしたい

と思います。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 新居議員さんの「オスプレイの低空飛行訓練について」の御質問でご

ざいますが、この件につきましては、訓練が始まる前、配備をされてから、その時点

でそれぞれの町村長、いろいろ御意見があり、町村会としても事前に国の方に要望書

を送付しておりました。そしてまた、今回急きょ本当にコースの詳しい説明、そうい

ったこと、あるいはどういった飛行をするかということについても、我々もいろいろ

通知も受けないままに訓練を再開されたわけなのですが、これに対してやはりそれぞ

れの町村長別個にというのではなく、やはり町村会として、また四国の関係する町村

会の皆さん方、そしてまた議会の皆さん方と共に、その訓練中止についての要請書を

防衛大臣宛に提出をしたところでございます。３月７日に即提出をいたしておりま

す。 

ただ、私としては、いろいろと新聞で報道されたように、いろいろ見解も述べさせ

ていただきましたが、この中で特に気になった点といいますか、いろいろこの問題につ

いて沖縄県知事さんのコメント、これが非常に強く心に残っております。そのお気持ち

を十分理解すべきであろうと私も思っておりますし、そういうことが今までに、私は今
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回初めて聞いたのですが、「毎日毎日住宅の上・公共施設の上を何回と飛ばれている身

になってみろ。」というような言い方だったと思います。そのコメントに今回は強く共

感をしたと思っております。 

  そういったことで、今後におきましても、やはり県なりまた町村会として対応してい

くことになろうと思っております。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 ７日の日に、町村会として国に対して要望書を出したということでご

ざいます。私はその内容についてまだ見てはいないので、できたらその内容について

教えていただきたいというふうに思います。 

  それから、今の答弁の中で、沖縄県知事の発言、私直接そのテレビを見たわけではな

いのですけれども、「沖縄で毎日やられていることが、どこかにいってくれ。」といっ

たことだと思うのですけれども、私はこのオスプレイが配備、昨年の１０月に岩国に来

たわけなのですけれども、沖縄に配備をされるというときに、沖縄の県・市町村全てが

反対の決議をし、国に対しても全市町村からの要望団というのが東京の方まで行って要

望をすると、配備反対だということでやったにも関わらず、こういったことが進められ

てきております。 

一体この日本というのは、本当に民主主義というのがあるのだろうかというほどの

こういったように感じるわけなのですけれども、そういった沖縄の声と連帯して、この

やはり日本全国でやはりこういった非常に危険と言われております。現にいろいろと事

故も起こしておりますので、こういったオスプレイが配備されること、そして低空飛行

訓練をされることについて、やはり沖縄と一緒になってこれはもう反対するという立場

で是非やっていただきたいというふうに思います。 

  低空飛行訓練というのは、別に日本を守るわけでもなしに、やはり敵国を決めて相手

のレーダーから分からないように深く進入していくための低空飛行訓練をするわけなの

ですから、これは全く日本防衛とは関係のない訓練だというふうに思っております。で

すから、こういった危険なこの低空飛行訓練、これについて、これにもう反対をすると

いうことでお願いしたいと思います。 

  内容についてちょっとお聞きしたいと思うのですけれども、よろしくお願いします。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 要請書については、町村議会も同じことだろうと思います。防衛大臣

宛の分で「米軍機のＭＶ２２オスプレイの低空飛行訓練の中止について」ということ

で、「これまで四国各地で米軍機と思われる飛行機による低空飛行が数多く目撃さ

れ、住民の安寧な生活が度々脅かされており・・・」ということで、ずらずらといっ

て最後の方だけ、肝心なところだけ読みます。「飛行高度や区域等に関する事項が遵

守されるよう、強く在日米軍に要請するとともに、詳細な飛行ルートや日時など今回

の訓練の具体的内容を明確にし、運用に関する情報を国民及び関係自治体に速やかに

説明いただき、四国上空で住民に不安や懸念を抱かせるような低空飛行訓練が実施さ

れないよう重ねて申し入れます。」という内容でございます。 
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なお、議長宛に来ておりますので、またそれと内容が同じと思います。また御覧い

ただいておいたらと思います。  

○大澤夫左二議長 議会宛に来ておるものは、文書として配布させていただきます。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 内容としては分かりました。今日、私も那賀町議会として、抗議も含

めた低空飛行訓練の中止を、訓練に反対する意見書を提案したいと考えておるのです

けれども、是非議員の皆さんには後ほどよろしくお願いしたいと思います。 

  この低空飛行訓練というのは、今回は前日というのですか、訓練しますよということ

が案内があったわけなのですが、今までの普通のやられたやつは、全くその予告なしに

訓練をしております。この徳島県も防災ヘリとかドクターヘリ、こういったことで、本

当にちょうど木頭とか木沢とか、そういったところへやはり防災ヘリというのがいつ活

動というのかね、それがあります。ですから、そういった本当にこういった事故が起こ

りかねないような非常に危険な訓練ですので、もうこれは是非やめていただきたい。是

非お願いしたいと思います。 

  それでは、次の質問に移ります。 

「生活保護基準の引下げに伴う各制度への影響について」でございます。生活保護

制度というのは、憲法第２５条にあります「すべて、国民は健康で文化的な最低限度の

生活を営む権利を有する。」、２番目に「国は、すべての生活部面について、社会福

祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない。」ということに基

づいてできた制度でございます。誰でもが、病気とか失業とかで収入が少なくなって生

活がやっていけなくなったときに、この制度を利用して健康で文化的な最低限度の生活

をすることができる社会保障制度で、国民の権利でございます。 

  ちょっとこの仕組みについて図を作ってきましたので、町民の方にも見ていただきた

いと思うのですけれども、例えば仕事を全くしない方はもちろん、収入がない方ももち

ろん、仕事をしていても最低生活費に足らなければその足らない分を生活保護費として

支給してくれるということで、これが最低生活費、これが生活保護基準と言い方を変え

ても大丈夫ですか。生活保護基準、あるパンフレットなんかには最低生活費と書いてあ

ったのでそのとおり書いたのですけれども、働いておっても収入がこの最低生活費に足

らずにこれだけしか収入がないといった場合に、あとこれだけ分を生活保護費として国

から支給されるといったようなことでございます。働いておって収入がこの線を超えた

ら、もうこれは生活保護には該当しないといったような図でございます。 

  こういうことで、そして国は今回この最低生活費というこの基準、生活保護基準を縮

めようということでございます。余り縮めてきたらもうここで収入が一杯になるので、

この生活保護費はもらえなくなるといった方も出てくるかも分かりません。今回は、国

の方は７点何％切り下げるとか言っていますけれども、全体的には１０％とか、その辺

詳しくはちょっと分からないのですけれども、こういう引下げを行おうとしておりま

す。 

  この生活保護基準なのですけれども、最低限度の生活をするための必要な金額という

ことで、都会と田舎ではこの金額が違うわけなのですが、例えば那賀町で言えば、家族
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数や年齢によっても変わってくるわけなのですが、７０歳以上の１人暮らしでしたら生

活扶助というのが月に５９，１７０円かと思うのですけれども、この５９，１７０円で

１か月生活しなければならないということは非常に厳しいわけなのですが、これをまだ

国は引き下げようというふうに言っているわけです。 

  そして、この生活保護基準というのはいろんな制度の基準となっておりまして、例え

ば最低賃金を決める場合の目安とか住民税の非課税基準、就学援助の対象基準、介護保

険料や保育料の基準にも関わってまいります。ですから、生活保護を受けている人だけ

の問題ではなしに、いろんな基準の目安になって、町民の多くがこれに関わってくると

いうふうに思います。生活保護基準が下がることにより、就学援助が受けられなくなっ

たり、介護保険料が上がったり、保育料が上がったりというようなことが起こる可能性

があると思います。 

  国は、自治体に対して「生活保護基準を下げることによって、他の制度に影響を与え

ないように」ということを通知するようでございますが、町としてこのサービスから外

れたりとか、負担が増えたりとかしないような対策を是非取っていただきたいと思うの

ですけれども、町としての対応をお聞かせ願いたいと思います。 

  また、この対策を取らなかった場合、例えば生活保護や就学援助の受給者の内、何人

が該当しなくなるというように予想されておるのか、この点についてもお聞かせ願いた

いと思います。 

○鵜澤守健康福祉課長 議長。 

○大澤夫左二議長 鵜澤健康福祉課長。 

○鵜澤守健康福祉課長 ただいまの新居議員さんの御質問でございますが、まず飽くま

でも生活保護という法律は国の法律でございまして、そこを地方自治体で対策という

のはなかなか厳しいものがあろうかと思いますが、他の自治体の状況等の情報収集に

も努めてまいりたいとは思っております。 

 内容といたしましては、平成２５年８月分ぐらいから３年間ぐらいをかけて１０％程

度の保護費の引下げというようなことを、これも私も直接聞いたわけではなくて、新聞

報道とかその他の資料等で見ておりますので、正式にこうなりますというような話はま

だ私のところには届いておりませんし、恐らく県の方に届いた話が我々のところへ入っ

てくるのだろうというふうに思っております。 

  現在、那賀町では６７世帯８５名の方というのが生活保護を受給されておりますが、

これは事務報告書にも書いてありますが、受給されておりますが、就学援助費について

も３名の方が受給をされております。その方々が非該当になるかどうかということにつ

いても、現状ではですね、まだどのようになるのかというのは全く分からない状況でご

ざいます。県の方の説明が多分３月２０日より後ろに説明会があるように、県の説明が

あるというように聞いております。その説明を受けて、市町村にもそういうふうな話が

出てくるのであろうというふうに思っておりますが、現在のところは全く内容的には

我々も新聞報道で確認しておるというのが現状でございます。先ほども申しましたよう

に、随時ですね、県の方と連携をとりながら情報収集をしていきたいというふうに思っ

ております。 

他の制度への影響がないようにということで、国の方からそういうふうなことがこ
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ちらの方に来るのであれば、そういうふうなことを他の隣接の市町村あたりの動向等も

勘案しながら施策・事業を進めていかなんだらいかんのかなと思いますが、現在のとこ

ろはまだ分からないというのが現状でございますので、その辺りは御理解をよろしくお

願いいたします。 

（新居敏弘議員「ほかの部署で対策は考えていないので。」と呼ぶ） 

○吉岡敏之教育次長 議長。 

○大澤夫左二議長 吉岡教育次長。 

○吉岡敏之教育次長 就学援助の件ですけれども、一応生活保護基準の１．３倍程度を

目安として所得を考えて、現在のところは那賀町は運用しております。県下的に生活

保護基準の１．２～１．３倍というところが多いかとは思いますけれども、県の方と

もその額についてもまだ全然教育委員会の方には通知も何も来ておりませんので、具

体的にどうのこうのと、影響するかどうかについてもちょっと現在のところは分かっ

ておりません。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 今のところ国や県の方から案内がないので具体的に分からないという

ことなのですけれども、この生活保護基準が下がれば、これはもう確実に何と言うの

ですか、先ほど就学援助で言いましたらこの生活保護基準の１．３倍というように金

額が出てくるわけですから、この生活保護基準が下がったら当然答えも下がってくる

ということで、対策をこれ考えておかなければ、確実に今まで就学援助を受けられて

いた人が受けられなくなるということになりかねないというふうに私は思います。こ

れはもうはっきりしておることなので、もし、ですからそういうことにならないよう

に、例えばこの１．３倍というのを１．４倍にするとか、その辺を、こういう倍率を

上げますというようなことを是非もう考えていかざるを得ないというふうに思うので

すけれども、その辺のことをまた答弁お願いしたいと思います。 

  こういった、国の方は本当に弱いものいじめというのですか、今生活保護を受けられ

ている方が、実際低所得世帯といいますか、本当はこの生活保護基準より以下の人でも

受けていない人がおられるといった中で、その人よりもこの生活保護基準の方が高いの

で下げるとかいったことを言っておりますが、この辺については日弁連の方の方も新聞

なんかで「乱暴な引下げに反対」ということで、談話というのかね、載せておりますけ

れども、本当に今までこの生活保護基準を下げたこともあるのですけれども、それは０

点何％というようなことで、これだけ一遍に７％とかいうのは、もう今までかつてない

というようなことでございます。 

  そういったことで、こういった弱いものいじめをするようなことがないように、これ

に那賀町として、それから町民を守るという立場で是非先ほど言ったような対策を取っ

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

就学援助の場合は。 

○吉岡敏之教育次長 議長。 

○大澤夫左二議長 吉岡教育次長。 

○吉岡敏之教育次長 就学援助につきましては「生活保護基準の１．３倍程度を目安と
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する」ということで、基本的にはその収入を目安として民生委員さんからの御意見で

あるとか校長先生の御意見等々、ほかのことも勘案して決めております。金額に関し

ましても、その生活保護基準が５％なり１０％なり下がることに関しましても、教育

委員会としてはそんなに大きな影響は出ないと考えておりますし、また健康福祉課か

らその金額等についてもお教えいただきまして、近隣町村等々とまた意見交換をしな

がら考えていきたいと思っております。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 余り今回影響はないだろうというようなことでございますけれども、

そうしたら今受けられている人が、この生活保護基準が下がったことによって受けら

れなくなったということがないと理解してよろしいでしょうか。 

○吉岡敏之教育次長 議長。 

○大澤夫左二議長 吉岡教育次長。 

○吉岡敏之教育次長 現在の段階では、そういうことはないと思います。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 それでは次に移ります。「外出支援（タクシー利用）について」です

が、このサービス事業についてお聞きしたいと思います。 

  以前に、このサービスを利用している方からお聞きしたことなのでございますが、タ

クシーのこの半額サービスは旧町村の区域内ということで、特に鷲敷地区は面積が小さ

くて、余り、すぐにもう他の地区に入ってしまって余りこれはメリットがないというこ

とをお聞きしたのでございますが、合併して、先ほども町長からいろいろ見直しもとい

うようなこともいろいろあったのですけれども、このタクシー利用についても見直し

を、旧町村の区域内というようなことを見直しをすべきだと思うのですけれども、いか

がでしょうか。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 その件につきましては、一応タクシー協会さん、那賀町のタクシーの

業者さんなのですが、その方との協議も必要でございまして、これまで協議を進めて

きました。旧町村を取っ払って、もう町内全域という形でお互いにそれぞれ協力し合

って対応をお願いしたいというお話を今まで進めてきて、この平成２５年４月からそ

ういう形、町内全域同じでという形に理解を得られておりますので、４月からそうい

う対応をさせていただく予定にいたしております。  

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 非常にありがたい答弁で、御努力について敬意を表したいと思いま

す。 

那賀町内の町民の皆さんが本当に住みやすいまちづくりとなるように、今後とも皆

さんの御支援をよろしくお願いいたしまして、これで私の質問を終わります。 

○大澤夫左二議長 新居敏弘君の一般質問が終了いたしました。 
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  次に田中久保君を指名し、発言を許可いたします。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 議長より御指名をいただきましたので、一般質問をさせていただきま

す。 

  私は、町が借りている民有地、利用させてもらっている土地でございますが、それに

関しまして今年も４０百万円の予算が組まれております。この予算うんぬんに関しては

格段どうこう言うわけではございませんが、町全体としてこの借りている民有地という

面積は実際どれぐらいのものなのか。また区分けとして当然金額面に対しても借りてい

る地域、付加価値の問題もあるだろうし、また雑種地とか田畑とか宅地とか、金額によ

ってもかなりの差があると思います。そんな区分けも含めて、どれぐらいの面積をお借

りしているのか。取りあえずまたそれをお願いいたします。 

○峯田繁廣総務課長 議長。 

○大澤夫左二議長 峯田総務課長。 

○峯田繁廣総務課長 田中議員さんの質問にお答えいたします。平成２５年度で、確か

に４１百万円ほどの予算で借地料を計上しております。この借地につきまして、いわ

ゆる有償借地、借地料を支払っているものでございますが、那賀町全体では面積的に

は３２９，８４９㎡、３２９，８４９㎡でございます。借地料の対象物件は３５４件

ございます。面積的には、地区ごとに言いますと、上那賀３２％、次いで木頭が２

６％、相生が２０％、鷲敷地区が１２％、木沢地区１０％の割合になっております。 

  それから、利用割合ではほとんど利用中でございます。それから、利用の内訳でござ

いますが、役場等の行政用地が６％、それから学校関係の用地が１２％、福祉関係の用

地として５％、公営住宅に１２％、観光用地が２０％及びそのほか４５％。そのほかと

言いますのは、いわゆる残土処理場でありますとか集会所、廃校になって多目的に使用

しているグラウンド等が含まれます。 

  内容的には以上でございます。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 詳しく調べていただいてありがとうございます。 

ただ、この中で危険な物件というものはないのか。それと、当然利用価値がなくな

って、返済しなければならない土地・建物があるのではないか。また、これ合併して９

年・１０年になるわけですが、年数は別として戻せるものと戻せない土地も、不可能な

ものもあるかと思います。不可能なものに関しては、町としてどういう対応をし、どう

いう町民に協力をしていただいて買い上げる土地もあるだろうし、そういういろんな

諸々のものの解決というものは早くしていかないと、あとあと皆さんに、町民の皆様に

も迷惑がかかるだろうし、対処すべきものはきちんと整理をして、あとあともめ事のな

いような格好に対応していかないと、合併して広い町内の中でますます混乱をきたすよ

うなもめ事になるようなことにならないように、含めて答弁をお願いいたします。 

○峯田繁廣総務課長 議長。 

○大澤夫左二議長 峯田総務課長。 
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○峯田繁廣総務課長 今現在の借地に建っている建物で、いわゆる危険と申しますの

は、すぐに危ないので撤去が必要であるとか、大規模な修繕が必要というもので言い

ますと、今のところは特にないかなと思います。ただ、建物上で耐震とかそういう将

来的に備えて修繕・改築等が必要なものはあります。 

  それから、不用な土地の処分でございますけれども、この平成２４年度に契約解除を

する物件は１３件ありまして、前年比で３．５％の減、面積で４．９％減ることになり

ます。今後も不用・未利用である借地というのは大分今まで整理しましてほとんどない

のですけれども、これからも発生するものもありますので、そういうものにつきまして

は随時地権者と交渉を行い、返せるものは返す、契約解除をする。これ、地権者の意向

もありますので、一方的にこちらから「もう要らんのでお返しします。」と簡単にいけ

ない部分もありますけれども、そういうことについては粘り強く交渉をして、なるべく

無駄のないような借地の行政運営をしたいと思っています。  

  以上です。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 ありがとうございました。町民の皆様にはいろいろ協力していただい

ておりますので、なるべくもめ事のないように穏便な形で解決できるものがベストだ

と思いますので、そこのところお願いいたします。 

  ２点目でございますが、「公共事業について」でございます。平成２４年度補正予算

また今年の平成２５年度一般会計当初予算、多大な公共事業の予算が出ております。当

然予算を組まれたあと、入札事業がかなり出ると思うのですが、農道･町道また県道、

いろんな面で、その際の用地の交渉に関しては、各地区地区の迷惑をかける町民の皆さ

んとの対話もあるだろうし、また協力もしていただかなければならないところもあると

思います。 

そんな中で、やはりこの事業を取られた落札事業者の皆さんと町の行政担当者の皆

さんとの確約の中でですね、町民の皆さんとの対話の中にいろんな確約・約束事も交わ

す面があろうと思います。例えば取り合いの道が欲しいとか、赤線は修復してほしいと

か、そういう面の対応策というものは、できるものはできるものとして、また当然でき

ないものはこれはこういうものはできませんと、あとあと仕事に差し支えのないような

交渉の中で道を開けていただかないと、これだけの大きな予算が出る以上、どこかでつ

まずくとこれが連鎖反応を起こして、「うちはこうやけん、あそこは協力するなよ。」

と、そういうところが出てくると思います。きちんとした対応をしていただけるように

お願いしたいのですが、いかがでしょうか。 

○平川恒建設課長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川建設課長。 

○平川恒建設課長 道路事業全体のことでございますので、私の方から答えさせていた

だきます。 

 道路事業を実施するに当たりまして、今言われたように計画段階から地元の方々・地

権者の方々から、そういう協議を持った上で交渉をさせてもらっております。その中で

いろいろと２つに分かれまして、機能を回復しなければいけないような赤線とか青線の
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場合とか、それとその段階で要望的なこともあったりするのですが、その過程の中で約

束したものですね、そういった約束をしたものについては、当然発注して請負業者の方

にきちんと伝えなければいけないということは思っております。 

ただ、その段階で、今言われたように、計画段階から無理なものと言いますか、そ

この部分については、その協議の中で代表者の方また地権者の方に十分その旨を伝える

ように、伝えまして、それに納得していただいた上でないとそれはできないということ

になりますので、いずれにしましても、地権者との交渉の中で決まったことは、きちん

と業者の方には伝えていくというようなことで徹底していきたいと思っております。 

  当然、事業が多くなったら担当者サイドもいろいろ忙しい面は当然出てくるわけです

が、その部分については特に気を付けて対応していきたいと思っております。  

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 ありがとうございます。いろいろ町民からの意見を聞きますと「約束

をしておるのに、いつしてくれるのか。」と、業者さんの方に言うと、業者は「そん

なもん図面の上にないけん、できんわ。」と。これ、どこへ言うていったらいいのか

という町民の方もおるのですよ。約束事はやはりある程度書き物でもするとかいろん

な方法を講じていただいて、落札した業者の皆さんとの対話の中で、町民、協力して

くれた町民の皆さんとも共に話し合って、図面の上で「こことこことこことはできま

すが、こことこことはできん。」と、こういう約束事をきちんと交わしていただい

て、仕事にかかっていただかないと、これからますます厳しい仕事内容が出てくると

思いますので。 

それと、やはり我々もそうですが、町民にいろんなものを頼まれるのですよ。それ

を各担当課長とか地域の支所の皆さんにお願いしても、我々がそれを答えを持って帰っ

てその町民に伝えたのでは、これは誠意がないのです。頼まれた担当課長さんとかそう

いう人が責任を持ってその人に伝えてもらうことによって、できるものはできる、でき

んものはできんというはっきりした答えがでるのです。我々は執行機関ではございませ

ん。審議する機関なので、それを執行する町長をはじめ皆さんがそれを決定するもので

ありまして、そこら辺りは十分誠意を持って町民との対話をしていただきたい。 

いかがでしょうか。 

○平川恒建設課長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川建設課長。 

○平川恒建設課長 今、そういうような案件に関しましては、当然発注者側の町の方か

ら地元の方に対しての説明は十分とやっていきたいと思います。  

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 是非とも、きめ細やかなサービスを心掛けていただけるようにお願い

いたしまして、私の質問は終わらせていただきます。 

○大澤夫左二議長 田中久保君の一般質問が終了いたしました。 

  次に柏木岳君を指名し、発言を許可いたします。 

○柏木岳議員 議長。 
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○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、よろしくお願いします。 

  まもなく１１日の午後２時４６分になるところでありますけれども、東日本大震災で

犠牲となられた方にですね、御冥福をお祈り申し上げたいと思います。１時間ほどあり

ます、もちろん。 

先日ですね、３月に入りまして、つい先日ですが、私、仙台の方に視察に行ってま

いりました。もちろんその引揚げ作業等のようなですね、その直接的な被害の状況とい

うのは見ることはできませんでしたけれども、沿岸部に行くにつれてですね、土地がで

すね、もう完全に流されてしまっているような土地でですね、北海道の大草原を走って

いるのじゃないかというような状態のままで残されているような土地もありまして、こ

ういった土地は塩害等もありましてですね、次の活用に全くめどが立っていないという

ような状況でもあります。 

そのような話とですね、似通ってくるわけではないのですけれども、今回私が質問

させていただきたいのはですね、「町内の空き家・廃屋の適正管理について」でござい

ます。先日の予算案の件でも質疑をさせていただいたのですけれども、年々ですね、人

口が減ってくる、そして空き家が増えていっておることはもう間違いがないことであろ

うと思いますけれども、この空き家・廃屋等がですね、増えることに関しての問題点と

いうとですね、私なりに考えてみまして、治安の悪化ですね。そこに何かこう子供がた

むろして何かいろいろな火遊びごとをやってみるとかですね、そういうことも含めて治

安の悪化、あと町並み景観の損傷ということも挙げられるかと思います。また害虫等の

発生、ほか雑草の鬱そうと茂るような状況等、衛生環境の悪化ですね。それ以外にも、

防災対策がなされていかなければいけないような状況になっているようなところもござ

います。  

  さらにはですね、現在この那賀町内で少し私の認識で問題と思っているところがです

ね、住民はどんどん減っていっております。ただし、町内で仕事をしている方で町外か

ら入ってきている人もおります。昼間人口の増加につながるものですけれども、その方

の中には数名、町内に家を建ててもいいというかですね、建てたいという方がいらっし

ゃいますけれども、土地が非常に高いというような問題点にぶつかりまして、なかなか

移住を決断していただけないという方が、これは１名ではなくて複数名いらっしゃいま

す。 

そのような中においてですね、この空き家・廃屋の適正管理と土地の流動化をつな

げていけないものかなというふうな期待感もありましてですね、まずは先ほど掲げた問

題点の上に、土地流動化に対してのですね、その停滞を生んでいるような空き地・空き

家・廃屋の状況をですね、鑑みて、どのように考えておられるのかをですね、各担当部

署からお願いをしたいのかな、答弁をお願いしたいかなというふうに思いますけれど

も、商工地籍課長にはですね、先日阿井ヴィレッジがですね、３割値下げをするという

ような動きをされていることをお聞きしましたので、町内においてですね、大体どのぐ

らいの相場で土地が売られているのか、坪当たりの金額等を把握されているようであれ

ばですね、教えていただきたいなというふうに思います。 

  もう一度申し上げますけれども、治安の悪化、景観の損傷、害虫等の衛生環境の悪化
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に関しましては、これ環境課になるかと思いますが、倒壊災害を誘引してしまうという

ことに関しましては、これは地域防災課になると思います。さらに商工地籍課長と、３

名の答弁をお願いいたしたいと思います。 

空き家・空き地、それから廃屋についてです。お願いします。 

○西本安廣地域防災課長 議長。 

○大澤夫左二議長 西本地域防災課長。 

○西本安廣地域防災課長 それでは、柏木議員さんの御質問に、防災の観点からという

ことから御説明いたします。 

 本年、平成２５年度の予算で今回も空き家の廃屋家屋の、まあ言うたら補助という形

で予算計上させていただいております。内容はですね、そういった、今議員さんが言わ

れたとおり、危険、特に災害発生時以後の家屋の倒壊によって避難ができなかったり、

そういったことが発生するであろうそういった場所の放置された家屋、撤収・除去する

意思はあるけどできないような、経費的にできない、今回そういった状況化にある方に

対しての趣旨として、予算の趣旨として予算計上しております。 

 そういった点で今回この要綱を定め、まだ十分な要綱を定められていませんが、定め

た上で、それに準じて対応していきたいと考えております。  

○樫本正史環境課長 議長。 

○大澤夫左二議長 樫本環境課長。 

○樫本正史環境課長 環境衛生面のことについてでございますが、今のところそういっ

た事案を役場の方へ持ち込まれたことは、衛生上の問題ということではございません

が、もしそういうことが発生するのであれば、集落・付近住民の方との協議をさせて

いただきまして、また検討させていただきたいと思っております。 

○岡川雅裕企画情報課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岡川企画情報課長。 

○岡川雅裕企画情報課長 質問にはなかったのですけれど、取りあえず私の方としては

移住交流事業の中で空き家情報をホームページで提供しておりますので、それについ

て若干説明させていただきますと、５年ぐらい前に町の民生委員さんなんかの協力を

得てね、町内に空き家がどれぐらいあるか、貸し借りできるのはどれぐらいの状態に

なっているかとかいう調査を行いました。それから以後、町のホームページに載せま

して、売買できたのが１軒できて、２軒目の交渉もしよったと思うのですが、２軒か

３軒は売れたと思います。それと、住民、移住交流の中で来ていただいている方につ

いては、どちらかというと売買よりは借地物件がないかと、借りられんかという状態

もありますので、その辺については随時紹介して借りられているところもございま

す。 

  何分にもその物件については戸数が、今のところ住民の方から提供してもいいという

戸数の方が増えないのが今の実情なのです。つい近々では、桜谷トンネルを越えたとこ

ろぐらいのところで１軒ぐらい売りに出してもいいかなという情報が入りましたので、

そういうふうな情報が入りましたら、町としては職員が内部の調査をさせてもろうて写

真を撮って、またホームページに載せて購入者に当たるというふうな形の中で、空き家

とかについては利活用が図れるような方向を今後もしていきたいとは考えておりますの
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で、御理解していただきたいと思います。 

  もしこれを見られている住民の方がおられまして、うちも空き家があって貸したりそ

れとも売ったりしてもいいよというのがございましたら、町企画情報課の方まで御一報

をいただけましたら現場を見せていただきたいと思います。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 土地の流動化ということで、阿井ヴィレッジ等の公的な土地の

相場なのですけれども、土地の相場価格については１９９３年頃をピークに下がって

きております。ただ、場所等によって下がり幅が全然違いますので、平均的な相場と

しては４割とか５割が下がっているというのが平均的な相場の価格だろうとは思うの

ですけれども、売り手と買い手の問題とかそういったこともありますので、それにつ

いては個々の土地の評価をしてみなんだら相場が何ぼ下がっておるとかいうのはちょ

っと分かりかねるところでございます。 

  阿井ヴィレッジ等の話合いについては、１２月に役員会等でお話をさせていただきま

して、その役員会のときに出たお話の中で、地域の方の御意見を十分聞いてくださいと

いうことでありましたので、各地域の方の１戸１戸に文書を配布いたしまして、御意見

等がございましたら町の方に意見をお願いしますということで、ただいま文書を配らせ

ていただいております。意見収集をしているところでございます。今後についても、で

きるだけ現状の相場に近いような形で価格設定をしていきたいと考えております。 

なお、土地の流動化促進策ということで、住宅税の減税とか登録免許税の軽減措置

とか、そういった施策等も国とか県とかでも行っているようですが、そういった施策を

もっても新築等については大幅に減っているような状況です。今後、土地の流動化施策

として、新たに奈良県明日香村等が行っている不動産流動化対策補助金みたいなような

もの、土地バンク制度とか、そういったことも今後十分検討して考えていきたいと思っ

ております。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、ありがとうございます。 

  もう少しちょっとあとで突っ込んでですね、商工地籍課長にお聞きしたいことがあり

ますので補足をさせていただきますが、具体的に申しますとですね、阿南市内等でもで

すね、坪単価にしまして１００千円を切るところがですね、ある程度の大きい団地の中

でもかなり出ておりまして、そこと比べてですね、この那賀町でも鷲敷に関してはです

ね、価格が上回ってしまっているというようなところがございます。 

というよりも、じゃあ実際には春日野あたりでも非常に安いところもあるのです

が、そういうところと、那賀町内に、なかなかちょっと奥の方に行くと今度入居者が少

なくなってくるので、鷲敷と比べてですね、安いところがあるのかなと大部分を探しま

したけれども、逆にあるようなところがあれば教えていただきたいぐらいなのですよ

ね。それで、なぜそういう価格の差ができてしまっておるのか。恐らくは羽ノ浦近辺の

方が地価は高いはずなのでしょうけれども、その辺りをちょっと、これ僕１問しか挙げ

ていないので３度しか質問できませんので、あとでまとめて一緒にしていただきたいと
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思いますけれども、その辺りの原因をちょっと考えられるものをお伝えいただきたいか

なと思います。 

  空き家・廃屋に関しましてはですね、その倒壊・衛生環境の悪化等の問題からです

ね、美観の損傷も含めてですけれども、何らかの対策をしていかないとですね、全くそ

のまま放置されていってしまっている状況では、先ほど言ったような次の新しい利用策

も進んでいかないということもあってですね、このことに関する問題点というのは非常

に深いものがあることは認識はしております。これはもう民間と民間の話であるという

ことで片付けられてしまうと、もうそこまでにはなってしまいますけれども、そこから

一歩踏み込んだ施策を期待いたします。 

全国的にはですね、２年ほど前から所沢市でですね、「空き家等の適正管理に関す

る条例」なるものができまして、そこが最初としましてですね、そのあと２年間で４０

～５０件全国的に条例ができております。この条例を見てみますとですね、内容的には

結構まちまちでございます。基本条例程度にとどめて、指示まではいかないのですけれ

ども「行政からのお願い」のようなもので促進を促していくというようなもの。 

少し踏み込んでですね、これは海陽町がしておりますが、解体費を助成するという

ようなものですね。これはよくあるパターンの「９００千円のうちの６００千円は補助

します。３分の１を負担してください。」というような感じのもの。これは少し成果を

挙げておりまして、海陽町は初年度に予定件数を大幅に上回る申込みがあったというよ

うなことも確認ができております。ただし、これに関しては解体費の確保をどうするか

という問題が残ります。 

さらにですね、もう少し踏み込んだところでいくと、是正勧告を行っていくような

条例を作っている自治体がございます。これに従わない場合、氏名を公表したりとかい

うようなところまでいっておりますけれども、これが都市部であればですね、多少効果

を発揮するのかもしれませんけれども、現状の那賀町における、場合によってはその持

ち主が分からなくなってしまっているような状況においてどうしていくのかというよう

な問題も残ったりします。 

さらに踏み込んでいきますと、行政代執行という形でですね、もうその勧告なりに

従わない場合ですけれども、代執行をして一旦壊してしまって更地にすると、あとから

その経費を持ち主に請求するというような形もございます。さらに、納税をしていない

物件に限ってですが、滞納者に対してですね、督促を重ねますけれども、これは督促を

してもなかなか払っていただけないケースが多いので、ほかの督促よりも早い段階でで

すね、そういう危険家屋に関しては差し押さえをしてしまうということを踏まえて、即

公売にかけてですね、公売にかけた上で新しい持ち主によって解体をしてもらうような

条例案を作っているような自治体もございます。 

  どこまでやるかというのはですね、今後の検討課題かと思いますけれども、是非何ら

かの形で前に進めていっていただきたいと思いますしですね、この４月からのですね、

予算執行を予定されている分がですね、６００千円ほど予算を立てられておりますけれ

ども、その法的根拠がですね、どこにあるのか、どのような状態でなされようとされて

いるのかというのをですね、お伝えをいただきたいなと。具体的なその家屋名は要らな

いので、どのような状況の家屋であってですね、どのような形で執行しようとしておる
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のかですね、その前に要綱ないしそれらしいものを作るということのお答えはいただい

たのですけれども、具体的なお話をお願いしたいなと思います。 

  商工地籍課長の答弁と併せてお願いします。 

○西本安廣地域防災課長 議長。 

○大澤夫左二議長 西本地域防災課長。 

○西本安廣地域防災課長 それでは、御質問にお答えいたします。 

一応要綱的なものはですね、国補助に基づいたですね、要綱にそって町村の要綱を

作成いたしていこうと思っております。特に、先ほど言われました海陽町の要綱、海陽

町さんも実施しておりますので、同じような実施で徳島市・海陽町、今１市１町やって

おりますので、そういった流れのもとに進めていこうと、そういう根拠でやっておりま

す。  

  どういうものに対応するかというか、廃屋及び不良の住宅というのを一応挙げており

まして、１つはですね、「周辺の住環境を悪化させていて、放置されたまま危険な状態

になっている空き家」というようなもので、例えばですね、１つとしたら「空き家にな

って長年、１０年以上放置されたままになっている住宅、老朽化して構造上腐朽してい

る、不良度が高い状態にあり、この家屋としてそのまま置いておいたのでは影響があ

る」という判断基準があるのですけれども、それの基準をクリアしたものについては、

もう今回この補助の対象としようと。 

これ全て、一応国なり県なり基準がありまして、そういったものをもとにしてです

ね、いただいたものをもとにして今回計上しております。 

以上です。 

○新居宏商工地籍課長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居商工地籍課長。 

○新居宏商工地籍課長 柏木議員の再問で、土地の価格が下がらない原因ということ

で、確かに柏木議員がおっしゃるように、阿南市の土地とかで数年前までは多分阿井

ヴィレッジとかの金額より何万円か高かった土地が、現状で既に安くなっているとこ

ろというのはかなりあります。 

この原因は、やはり原因としては不動産業者さんが入っていまして、やはり土地を

売らなんだら商売にならんという部分があるので、売り手と買い手の問題でその現状の

土地相場に合わせて常に売り手と買い手の間で話ができて、相場自体が下がっている。

那賀町内においても、民間の土地で不動産業者さんが入っている土地については、３割

から４割ぐらいは、仁宇とかの土地でも下がっているところはございますので、やはり

そのときの相場に合わせて売れるような単価設定をしていくことが大事かなと思いま

す。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、分かりました。このですね、今回の予算で初めてですね、民間の

家屋に対する６００千円の解体費用が予算化されたということは、非常に大きな一歩

かなと思っておりますけれども、この那賀町ではですね、その空き家の促進利用、利

用の促進を進めていくような部署もありますし、総合的にですね、最終的にそのまた
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別の方に買ってもらって居住をしてもらうとかも含めてですね、各課を横断的に危険

家屋・不衛生家屋から最終的に更地に直して次の使い道へというところまでのです

ね、マスタープランなるものをですね、作っていっていただくのが、今非常にいいき

っかけかなというふうに思っております。 

まずはですね、企画情報課の方で一度５年ほど前にですね、ほぼ把握されたという

ことですけれども、それが使えない家屋も含めてですね、全空き家をもう一度調査をさ

れてですね、その使えるものと使えないものの振り分けをしていただくと、さらに使え

ないものの中から、これは早急に解体をしなければ危ないですよというようなことも、

これはこの辺りになってくると地域防災課も含めてですけれども、踏み込んで区分けを

してもらうと。ただ、それが年を重ねるにつれてですね、その状況も悪化していきます

から、数年にわたって５年ごとにやっていかないといけないとかですね、そういうよう

なものを作成して、流れに乗せていっていただきたいなというふうにも思います。 

  一番進んだところではですね、秋田県大仙
だ い せ ん

市
し

というところは、最終的に行政代執行に

よって土地をですね、家屋を解体して、御本人からお金が回収できなかった場合でもで

すね、危険家屋に関しては地域の安全を守るためにはですね、安い経費だというふうな

とらえ方をしてどんどん進めていっているところもございますので、その流れに乗せて

いっていただきたいなと。要綱から始まるのでしょうけれども、是非お願いしたいなと

思います。 

  最終的にこれが商工地籍課の仕事にまでつながることがですね、私自身の期待と思っ

ておりまして、那賀町内に住みたいと思っている方でもですね、支障があるような現状

でございます。その中で木造住宅の払下げプランもですね、去年から出ておりますけれ

ども、それももちろん紹介をしましたが、それにもその人の人生設計と合わないという

方もいらっしゃいまして、いろいろな選択肢を広げてですね、新たな土地利用の計画を

ですね、作っていっていただけるようにですね、是非お願いをしたいかなと思います。 

  これ、予算案として地域防災課から出ておりますのでですね、これは企画段階として

は岡川企画情報課長の方から決意を示していただきたいかなと思いますけれども、地域 

防災課長の方でですね、その要綱からある程度広げていただけるようなですね、是非決

意表明を最後にいただきたいかなと思いますけれども、お願いいたします。  

○岡川雅裕企画情報課長 議長。 

○大澤夫左二議長 岡川企画情報課長。 

○岡川雅裕企画情報課長 私の方から一言、取りあえず先の連記議員さんの質問にもお

答えさせていただいたのですが、地域おこし協力隊を来年度から招集するわけなので

す。でき得れば、私自身もせっかくある家屋については利活用していくのが当然だろ

うという形の中で、一応地域おこし協力隊の中には空き家の調査をしていくという項

目も入れておりますので、まずはそこの段階で調査ができるかどうかは別にして、マ

スタープランになるようなものの予備調査からしていきたいかなと。 

  先ほども言いましたが、やはり地域に一番密着しているのは民生委員さんであったり

地域の住民の方であるので、その辺の方の協力もいただきながら、まずは資料づくりを

した上で、その上で全体の会の中、行革もまたありますので、そこの中に案を練り出し

て横断的に各課連携してやっていきたいと考えております。 
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○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、私ないし今回の議会に関しましてはもうあと半年ほどの任期しか

ございませんけれども、今回の任期のですね、集大成としてですね、具体的に町民か

らの要望も上がりましたので、是非それを前に進めていけるようにですね、確認をし

ていきたいなと思います。 

  以上です。 

○大澤夫左二議長 ここで休憩を、２０分まで小休を取ります。 

午後０２時１２分 休憩 

午後０２時２１分 再開 

○大澤夫左二議長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。一般質問を続行いたし

ます。 

  ８番目に久川治次郎君を指名し、発言を許可いたします。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 議長のお許しをいただきまして、町政に対する一般質問を行いたい

と思います。 

もう時刻も迫っておりますけれども、東日本大震災からもう少しで２年を迎えよう

としております。たくさんの報道関係・テレビなどを見ますと、涙なくして見られない

ような、そういう感情が沸き立ってまいります。このように町政に対して一般質問でき

ることを考えてみますと、幸せな私たちでなかろうかとこのようにも思っております。

１日も早い復興を願うところでございます。 

私は、今回は「行政一般」というふうな題をし、町民からの陳情や要望書の取扱に

つきましてお尋ねしたいと思っております。御存じのように、今回の議会は平成２５年

度当初予算を審議する大事な議会であり、新年度の町の行政方針を決める議会であるこ

とは承知のところであります。私はこの機をとらえ、行政の今年度に対する取組につい

て、その方法また方向性についてもお尋ねしたいと思っております。よろしく御答弁の

ほどをお願いいたします。 

  まず、各支所長にお尋ねいたします。旧町村時代から合併後那賀町になって今日ま

で、町民の方々からは数多くの陳情や要望書が行政の窓口であります各支所には寄せら

れていると思います。町民の皆さんが行政に対して陳情・要望する事項は、ほとんどが

生活環境の整備、林道・農道・生活道などインフラ整備、住民生活を営んでいく上での

ライフラインの確立など、生活の基礎となる要望が多いのではなかろうかと思っており

ます。 

我々が最低限健康的で文化的な生活を守るため、町民からの多種多様な要望があ

り、陳情がどのぐらい町に寄せられているのか。またこれらの町民のニーズにどの程度

応えられているのか、また応えてきたのか。今後の対応はどのように進めていかれるの

か、まずお聞かせを願いたい。 

○峯田繁廣総務課長 議長。 

○大澤夫左二議長 峯田総務課長。 
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○峯田繁廣総務課長 まずはじめに鷲敷地区からいきたいと思います。ただ、鷲敷地区

につきましては鷲敷支所というものを置いていませんで、地域振興室というところで

いろいろな要望を受付したりしておりますので、そこから得た結果をお伝えしたいと

思います。 

鷲敷地域振興室では文書あるいは口頭なども含めて、平成２３年度末までには２９

０件ほどのものがありまして、うち３０件は県に関するようなものでございますので、

２６０件ほどということをお聞きしております。その中には単に設備・施設の要望のみ

ならず、様々なものがありまして、住民間に関する問題なども含まれます。全ての事案

に一応の対応をしておりますが、いわゆる未着工と申しますか、解決できていないもの

につきましては２０件ほどはあるということで、率にすると７．７％ほどかなというこ

とになります。データとしては以上でございます。 

あと各支所で受け付けた要望をどのように対応するのかということでございますけ

れども、各支所で受け付けた要望等につきましては、恐らく各担当課と協議をいたしま

して、それから優先順位等を付けながら予算に上がってきます。なおかつ、予算協議の

中で当該年度にする事業、またその後年度に回す事業を決めて予算化をしているという

ような流れでございます。 

以上でございます。 

○石本晴良相生支所長 議長。 

○大澤夫左二議長 石本相生支所長。 

○石本晴良相生支所長 相生支所の陳情・要望につきましては、過去１０年間に遡りま

して要望のありましたものでございますが、１９件ございまして、各種団体等からの

もの、あるいはまた農・林道建設等への要望でございまして、昨年要望のありました

林道開設の１件以外は全て完了・実施中となっておるものでございます。 

  以上でございます。 

○横山尚純上那賀支所長 議長。 

○大澤夫左二議長 横山上那賀支所長。 

○横山尚純上那賀支所長 それでは、上那賀支所で受付をしている要望書について御説

明させていただきます。上那賀支所に寄せられる要望につきましては、道路の新設改

良とか、あるいは小谷の補修までいろいろ様々な要望が出されております。今相生支

所の方でも言いましたけれども、１０年前に遡って平成１５年からでは、重複したも

のを除いて４８件の要望書が提出されております。 

このうち実施・完了とした件数が２９件でありまして、未完了のものは１９件残っ

ております。実施率は６０％ということになっております。なお、未完了の分には町道

の改修あるいは新設、また県に対する要望の急傾斜対策事業など、また谷の補修とか水

道の管理道の改修、いろいろ様々な分野にわたるのですけれども、その１９件が未完了

で残っております。 

未実施分については担当者と共通認識を持つようにしており、緊急性の高いものか

ら随時実施していきたいと考えております。 

○井本和行木沢支所長 議長。 

○大澤夫左二議長 井本木沢支所長。 
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○井本和行木沢支所長 続きまして、木沢支所から答弁します。 

平成１５年から受け付けた文書による要望・陳情につき、答弁いたします。取扱に

つきましては、那賀町文書取扱規程によりまして、支所で受け付けたあと控えを取りま

して、総務課へ意見を付け進達しております。同時にですね、関係課にもその案件につ

き対応を協議しています。 

  現在までに受理しているのは、全部で１２件です。その内訳は、道路関係は０、防災

関連、これは地域全般の災害復旧とか携帯電話不通解消、不通エリアの解消です。それ

と生活関連が３件、これは飲料水供給施設の整備、それと簡易局の設置。その他３件、

これは福祉施設等への予算の充実。その他業界関連が３件、これは建設業協会等からの

雇用拡大等の陳情です。これらの案件につきまして、地域住民からは防災や生活に関す

る案件のみで６件です。道路に関するものはございません。 

  対応状況につきましては、業界や団体からの陳情は別としてですね、地域住民からの

要望では、現在進行中・施行中であります案件が１件、これは高野地区の災害復旧で

す。それと現在担当課と対応を検討中の案件が１件、これは木頭下地域の携帯電話の不

通エリア解消でございます。これ以外は全て解消・解決済みです。 

  なお、木沢支所では要望事項の処理の適正化を図るために、職員間で要望事項の一元

化と共有化を実施しまして、口頭での要望事項も含め職員全員が要望事項を共有し、各

職員の事務事業に反映をさせています。なお、参考ですが、口頭で受けている要望は合

併前から現在まで９１件で、３分の１が対応済み・解決済みです。残りの半分が予算等

によります順番待ち、それ以外が用地等支障によりまして解決が大変難しい案件です。 

  以上です。 

○平川博史木頭支所長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川木頭支所長。 

○平川博史木頭支所長 それでは、次に木頭支所から陳情・要望件数等について御報告

させていただきます。 

これも平成１５年以降に木頭支所に寄せられている陳情・要望件数は、町に対する

もの、主として道路関係が主なのですが１１件、それから県等に寄せられているものが

５件となっています。町に対する陳情等１１件のうち、既に実施・完了済みのものは４

件、現在実施中のものが３件、計画中が１件、それから未着手が２件、不採択というの

ですか、不採択が１件となっています。 

この不採択分については、町長の諮問によりまして地域審議会で審議され、不採択

となった陳情でございます。また未着手分については、用地等環境が整っていないもの

が１件、陳情が先月下旬に出されまして今後対応を行うものが１件の、計２件となって

います。県等へのものについては、国道未改良区間の整備促進と、河川の堆砂除去に関

するものでございます。 

  以上です。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 私が今回この時期にこのようなことをお聞きするのは、ある意味が

あるわけなのです。と申しますのは、これ今情報をいただいたのですけれども、各支
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所におかれましては順次町民のニーズに応えていただいておるやにも見えるわけであ

りますけれどもですね、私は２～３の例を、実例を申し上げて皆さんの判断をしてい

ただきたいと、このように思うわけでございます。 

  近年、最近特に那賀町だけではないのですけれども、全国的に限界集落というような

言葉があるわけであります。この限界集落につきましては皆さん理解をしていただいて

いると思いますけれども、この那賀町におきましても、まずライフラインと申します

か、水・ガス・電気、いろいろそういった面では鷲敷にしろ相生にしろ上那賀にしろ、

いろいろなところで完成事業が行われて、地域の人は水が止まったり水が濁ったり、水

が凍って出なかったりするようなことは余りないのじゃないか、経験がないのじゃない

か。そういった、町が重点的に施策を進めている簡易水道なんかには、ないのじゃない

かと思います。 

しかしながら、今申し上げましたような限界集落、こういったところでは、水、本

当に大切な水なのですけれども、簡易な水道施設をしていただいておりますけれども、

ほとんどが集落で管理を任されております。私たちは、前にも申し上げたことがありま

すけれども、氷が半分が濁っているのですよ。そういう水を飲んだときがあります。こ

れはなぜか。やはりその簡易水道の管理ができない。特にあの場合は平成１６年の災害

があったあとですからやむを得なかったのですけれども、でもそれに被害を受けていな

い場所でも水の管理というのは大変重要なポイントなのであります。 

したがって、ある集落、ちょうど１２～１３軒の集落でありますけれども、以前に

も「限界集落になるから、何とか水の管理道を作っていただきたい。」と幾度も幾度も

町にお願いをしました。しかし、町もこれは大変じゃということで見てはくれるのです

けれども、なかなか実行に移さない。終いには「自分たちで道を作ってください、２割

は補填しますよ。」と。地域の人に私は伝えました。叱られましたよ。「自分たちで道

を作れるぐらいなら、町には頼まんわ。情けない話ですね。」と。 

  私はそれから１４年、再度支所を訪れました。実はこういうわけで、水が、もう部落

の人が水道の管理もできなくなった。あれから１０年や１５年たったら、地域の人は半

減したのですよ。そして地域に住む方は７０歳以上、ほとんどが高齢者です。そういっ

た中で大雨があったとき、台風があったとき、中には１年・２年であの水道の砂を入れ

替えなければいかん。でないと濁った水が流れる。 

  前に座っておられる理事者の方は、半分濁った氷で水割りをしたことがありますか。

私はね、そういう経験がありますよ。そこな集落に管理を任されておるのですけれど

も、限界集落、それ以上の集落になりつつある集落のものが、その水道の管理をするた

めに山道を、２００ｍしかないのですけれども、砂を担いで行かなければいかんのです

よ。幾らそういう補助事業がないというても、本町になってからは町長も自慢げに、総

務課長も「何十億円の蓄財ができましたよ。」と言うのですよ。わずか２００ｍの道、

大型自動車が通れるか通れんか、そういう問題でないのですよ。軽４でいいからはめて

くれるような道を作っていただきたいと、こういうことをお願いしているにもかかわら

ず、なかなか作っていただけない。挙句の果てには「自分たちで作れ、２割はしてやる

わ。」こういうような考えなのですよ。 

  もう１つ例を申し上げますと、先ほども相生支所長が「全部完了しておりまして、１
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件だけ残っております。それも最近要望書が出てきたのですわ。」という話。ある林道

を行きますと、途中で止まっておるのですね。地域の人に、あれどうしてもうちょっと

こっちまで続かないのかなと言うと、これはおじいさんが「お金が、町にお金がないと

言うて止まっておるのじゃという話で聞いておるのじゃけんど、なんで止まっておるの

か理由は分からんのじゃ。」というこういうふうな話。これはほんでもちゃんと要望書

とか事業の請願というか、そういった文書を出しておるのだろうなということで、それ

は出してあるはずじゃと。 

それである日支所に行きまして、実はこうこうで、こういった陳情書とか要望書が

出ておるはずじゃけんど、ないかと聞きますと、そういう話は聞いておらんと。それは

そんなおかしい、それちゃんとあるはずじゃ、もっと見てくれと言うたら、担当は渋々

引出しを引き出して、そんなのあったかなと言うて探しておるのですよ。それで「久川

さん、ありましたわ。１３年前じゃわ。」と。ええ。たんすの中の銭と違うのですよ、

要望書ですよ。そうして見ますと、この林道がストップしておるところからずっとこち

らまでに至る住民の方の判が要望書についてあるのですよ。これが全くストップしたま

まなのですよ。 

  今朝ですかね、私テレビを見ていましたら、日本人で一番、外国人が理解できない言

葉が２つあるらしいのですね。「我慢」、「仕方がない」、これは英文には訳せないら

しいのですね。東日本大震災も同じですよ。それを我慢しておるのです。仕方がないと

諦めておるのです。 

那賀町の住民も我慢しておるのですよ。そういった水のもとに行く管理道にして

も、林道を作っていただきたいと思っていても、一向にそういう成果が現れない。で

も、我慢して、我慢して仕方がないからといって諦めておる。町会議員が１人・２人近

くにおったって、何もできんじゃないかということなのです。でも、それは議員じゃな

くて、やはり町の姿勢だろうと思うのですよ。 

  この点につきまして、町長、行政を預かるトップとしてですね、どのような原因でこ

ういうことが起きるのか。理由はたくさんあると思いますよ。 

そういったことで時間もきましたので、ちょっと。あとで結構ですので。 

○大澤夫左二議長 一旦、ここでちょっと時間がくるまで小休いたします。 

午後０２時４３分 休憩 

午後０２時４６分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開いたします。 

  御協力をお願いいたします。一般質問の続行中でございますが、ここで２年前に発生

いたしました東日本大震災で犠牲になられました方々の御冥福をお祈りするため、１分

間の黙とうを行いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  黙とう、始め。 

〔出席者全員、起立。黙とう〕 

○大澤夫左二議長 ありがとうございました。御着席下さい。 

〔出席者全員、着席〕 

○大澤夫左二議長 それでは久川君の一般質問を続行いたします。どうぞ。 

○坂口博文町長 議長。 
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○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 久川議員さんの、限界集落と言われるところでの簡易水道の管理とい

うことでの御質問でございますが、確かに久川議員さんが言われるとおり、非常に飲

料水の重要な確保・維持管理に、今後においてもそういった地域がかなり出てくるも

のと思っております。私自身の集落におきましても、２００ｍと言わず、２ｋｍ・３

ｋｍという崖っぷちのところから引っ張っております。そういったところから引っ張

ってきておりますので、もうやがてこの管理に行けないだろうと。コースを変えるか

何とかしようということで今検討しておるところなのですが、これもかなりの費用が

かかります。 

これらのこういった対応、今後場所的にも増えてくるであろうと思っております。

ただ、この要望書が１３年前ということでございますので、私のところにはまだ届いて

いなかったと思います。上那賀地域のそういった箇所につきましては、まず前のきめ細

かな交付金等、あれの活用については、家の庭先まで道路がついていない、ガス１本運

ぶのでもいろいろな荷物も担いでいっていると、そういうところの対応を先にやらせて

いただいたというのが、当時の対応として、那賀町としての、上那賀地域がほとんど家

の庭先までついていないところが一番多かったわけです。その対応をさせていただいた

というのが事実です。 

まだ数軒残っております。もう数は分かっています。上那賀地区でも家の庭先まで

道路がないというところ、これはいろいろ工法的なものでかなり難しいもの、それから

用地の関係がはっきりしていないもの、そういったものが今残っております。那賀町で

あと家まで道がないのが、上那賀の今申し上げました数軒と相生に１軒ございます。こ

れらの対応については、今後におきまして平成２５年度からのまた違った形の交付金が

使えるかどうか、それらによって対応してまいりたいと思っています。 

この水道のもとについてのもとの問題、もとに行く問題、今後限界集落と言われる

地域での飲料水の確保の方法、これらについても今後どういった形で対応できるか、そ

れも十分検討させていただいて、費用的なものもあろうかと思いますが、道路をつけれ

ばいいのか、あるいはまた水の配管の方法を変えればよいのか、それぞれ地区によって

違うと思いますが、そこらも十分調査させていただいて対応をしてまいりたいと思って

おります。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 町長の答弁はありがたいのですけれどもですね、私がね、お答えい

ただきたいのはね、この道うんぬん、この生活道、この管理道うんぬんはもちろんな

のですけれどもですね、どうしてこのように、先ほど支所長が役場内で来たものを対

応しておりますというふうな話だった。 

前回ですか、相生から上がってきたものが議会に出てきましたね、要望書が。私は

この要望書なるもの、陳情書なるもの、今までは地域から上がってきたもの、ほとんど

の件のおよそ、極端な話が原発の問題とかオスプレイの問題とか、いろいろ陳情書を受

けるのは議会に出てきておるのですよ。なぜ今までこういったものが議会に話がなかっ

たのかなという１つの疑問を持っておるのですよ。それで、町が判断してじゃ、それを
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しておるだけの話であって、我々議会としたら要望書がどういう要望書が来ておるのか

ということすら余り知らない。自分が世話したものは知っておるけれども、意外とこう

いったところには無知なんじゃわな。 

私が町長にお聞きしたいのは、今後じゃ、今までにあったことはしようがないけれ

ども、今後そういったことがあるとしたら、何とかしてこれ住民のため住民のニーズに

応えてあげられるのかという、１つの対策室、対応じゃわな、これを考えてやってほし

いのですわ、私は。 

  確かにね、担当者にね、直接言うたって、担当者って、毎年と言わん２年に１遍ぐら

い代わるでしょう。そしてまた、課長そのものも代わるのじゃわな。そして、極端に言

うたら支所長まで何年かしたら代わる。それが、引継ぎができていない。そういうこと

も考えられる。そういったことで、私は町全体にもっとそういった町民のニーズにいか

に対応、応えていくか、そういった点をやはり行政改革、そういった面でもっともっと

研究してほしいし、やってほしい。 

私は担当者の責任を問うつもりはありません。やはりその人だって去年代わってそ

れ知らなんだと言われたらそれまでなので、それは仕方がないことだと思いますけれど

もですね、やはりこういう事案はね、やはりもっともっと住民に対してね、もっと優し

い目で、また親切な対応をしてほしい。 

  私ははっきり言いましてね、現にね、住んでいる町民がね、不便を感じているのです

よ。そういったところの住民の方は。町民生活をね、解決せんとね、ええ、町の発展は

ないし、いくら町外に「那賀町はいいところだから戻ってきてくれ。帰ってこい。ええ

ところじゃ、住んでくれ。住宅も建ててやる、何もしてやる。」と言うたところでね、

今に現実に住んでいる方が不満を持っておるような行政ではね、我々は通じんと思う。

やはり自分もちゃんとしてから初めてよそへ、町外にそういったことを言うべきであっ

てね、自分くの家のものが何もできていないのに、何ぼ言うたって那賀町はこれはおか

しいですよと言われますよ。 

  限界集落の問題もこれからどんどんどんどん増えていくと思いますから、是非そこら

辺のところを気をつけて、十分町行政改革ならそういったものを町の中にもあるのでし

ょうから、やはり１つ見つめ直して、この機会にですね、見つめ直していただきたいと

このように思いますが、町長、その点について。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 陳情・要望書の件につきましてはですね、これは町に、今の那賀町に

上がってきているものは、全て総務課で全部管理しております。それらについての対

応については、予算審議のときとかそういうときに全て対応をしているつもりであり

ます。 

そういったことで、旧町の当時の分につきましては、それぞれの旧町村でそれぞれ

のまちづくりの要望の計画の中に我々は入れていただいておるものと思っておりまし

た。これは、その当時にそれぞれの旧町村のまちづくりの分の中に、要望書も含めて入

っていると我々は認識をしていたところです。 

  ただ、それができていないということで、また改めてその要望なりそれが出てきたと
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きについては、我々もそれなりの対応をしてまいりますし、要望・陳情の一括管理は総

務課で行っておりますので、これは新町になってはそれの分の一括書類は全てそろって

おります。 

  そういったことで、今後においてもやはり今久川議員さんがおっしゃるようなことも

あろうと思います。それらについても、また判明し次第また対応をさせていただきたい

と思っております。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 今町長がおっしゃられましたのは、これ合併協定書ですね。この中

に入っている事業については、那賀町にも責任を持っているというようなのですけれ

どもね、やはり、旧町も借金も貯金も同じように那賀町に来ておるのですから、１つ

合併の折に載っておらんからというのでなくて、１つ十分検討して住民のニーズに応

えてやってほしいと思います。 

  続きまして、次の問題に触れさせていただきたいと思います。 

私は、この「町有林の維持管理と収益の運用について」、誠にこれ、字が下手で申

し訳ないのですけれどもですね、このことにつきましては再三にわたりまして町の姿勢

をただしました。町有林の維持管理、これ私は、総務課ですね。この町有林の維持管理

につきましては、先般臨時議会において森林管理受託センターが出していただきました

資料によりまして、９百万円余りのお金が出ておりまして、そのお金がですね、財産売

払収入として一般会計に入っておりました。これ前の臨時議会のものであります。その

中で私も少しこの問題に触れました。町長のほうからも答弁がございました。 

  私も十分自信がなかったものですから、余り究明することはできなかったのですけれ

ども、その後、この問題につきまして、合併時に町有林・財産そして借金等々、こうい

った幹事会等でもいろいろ縷々
る る

話合いをしていただきまして、覚書なるものを５か町村

で交わしております。このことにつきましては、町長も総務課長も十分承知のことだろ

うと私は拝察するところでございますけれども、やはり私の１つの感覚として、合併時

に町有林、私ども上那賀の町有林、木頭の町有林、木沢の町有林、鷲敷や相生の町有

林、こういった諸々一応提出、全部出し合っております。 

そういった中で、それを還元する場合、要するにそれを売り払う場合、収入があっ

た場合には、という以前に、その地域にもし必要なことができたら、その町有林を処分

してお金をそれにある程度少しでも役立てようと、そういうふうな感覚、私は少ししか

ない財産ではありますけれども、個人的にも自分の財産を売って自分の家のために使

う、これは当たり前のことなのです。しかしながら、合併ということによって、それも

なかなかままならん。 

しかしながら、町有林には、那賀町になってから買うた町有林なんかは那賀町の町

有林としてあるわけなのですけれども、以前からある財産につきましては、これは先人

が一生懸命知恵を絞って労力を出して、ちゃんと守ってきた財産です。私たち旧上那賀

の場合も、宮浜地区の財産・平谷地区の財産、こういうふうな分け方もあったのです

よ。これは宮浜地区の何かに役立ててくださいと言うて、先人が寄付をしてくれた財産

もあるわけなのですよ。そういったいろいろ諸々があったわけなので、この覚書には
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「各町村有林につきましては、那賀町に引き継ぐものとする。ただし、将来においてこ

の那賀町有林に収益があった場合は、収益のうちの５０％は旧町村に対する公益的事業

の財源又は公共的団体への交付金に充当する。」これが覚書の第１条。であるならば、

この問題とするところの町有林に今回収入があったとしたら、これは半分はこの地域の

公的なものに使用していただけるのだというふうな頭があるわけなので、これが９年た

とうが１０年たとうがじゃ、約束は約束じゃけん。 

  この問題につきまして、総務課長とちょっと私とは意見が先般違うたものでね、ここ

を１つ質しておきたいなということで、今回公の場で一般質問をさせていただくことに

しましたのです。 

  その点につきまして、まず総務課長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○峯田繁廣総務課長 議長。 

○大澤夫左二議長 峯田総務課長。 

○峯田繁廣総務課長 失礼します。 

  確かにこの前の臨時議会のときに、町有林を間伐ですかね、間伐して、間伐した結

果、それに対する費用とそれから売上げの額はどうするかということで、これは確か財

政の規則に基づいて財産売払収入ということで収入としたいというふうにお答えしたと

思います。 

  一方で、今言われましたように、覚書の中で「町有林に収益があった場合は、５０％

は旧町村に対する公益的事業の財源又は公共団体の交付金に充当する。」という覚書が

あることも承知しております。ただ、物理的な会計処理としては一旦は一般会計にどう

しても入れるというのは、これは自治法でも定められた方法でございますので、それ以

外に別のところへそのお金を移すというのはちょっと不可能かなと。ただ、一旦そうし

た上でそれを財源として歳出でどうにかする、あるいは積み立てるとかっていうのは歳

出の方法としてあるかなと思います。それにつきましては、今後合併１０年ということ

もにらみまして、今回の、今回どうするかのみでなしに、将来的にも町有林からの収益

というのは、今回のように部分的な間伐でなく皆伐、適齢がきたら皆伐もしたりもする

と思うのですけれども、どうするかというのは、今後久川議員さんの今回の御意見を契

機にして考えていきたいと思います。 

  行革委員会などで、町有林の収益に関する取扱いについてどうするか。いろんな方法

が考えられると思うのです。例えば現在でしたら旧町村ごとにまちづくり基金なんかを

積んでおりますので、それに積み増しする。ただ、基金につきましても、いつまでも町

村ごとの名前の付いた基金のまま置いていいのかというのは、置いても何か効果がある

かというたら実際の事業が必要な場合は、それほど基金があるから使うとか、ないとこ

ろはしないとか、関係なしに、必要なところは必要に応じて事業をやっているので、そ

の基金をどうするか。こちら行革委員会でも検討したいと思いますが、議員さんの中で

も、今後のそういう取扱いについてどうしたらいいのかというのをいろいろ考えていた

だけたらと思います。 

  それから、町有林全般の問題というのが１つありまして、今後町有林、那賀町では名

目で約９００町歩、名目と言うのか台帳で９００町歩位だったかと思います。実測は、

これ全部実測できておるわけではないのですけれども、推定で１，９００町歩、大方
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２，０００町歩あります。大林業家です、考え方によったら。これをうまく利用した

ら、この町有林をうまく経営することによって、収益を上げながら、その収益を一般財

源として林業政策を行っていくというようなことも考えられないかというようなこと

で、非常に広くはそういう町有林全体の問題についても今後検討していくようなことを

しなければならないかなと思っているのが現在の考えであります。 

  以上です。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 ちょっと話は前後するのですけれどもね、今の運用につきまして

は、一般会計に一旦はめて、それをできたらこういったまちづくり交付金なんかに流

用してくれると。いろんな方法があると思うのですよ。 

ただ、こういうふうな書類を出されて「これは振り込んで使いますよ。」というて

こういうふうに出されてくると、この話はどうなったのかということになってくるの

で、こういう、もしこれが先ほども町長もおっしゃいましたけれども、旧町村単位で考

えるのじゃなくて、町全体でそういうふうに考えていこうというような１つの提案もな

されましたけれどね、さっきも。それでも結構なのですけれども、するのであればする

ように、議会なら議会、地域振興うんぬんありますよね。そういったところにも相談を

していただいて、方向性を変えるのであれば相談してしかるべきじゃないかと私は思い

ます。  

  それとちょっと前後するのですけれどもですね、町有林の維持管理じゃわな。大体

２，０００町歩と言ったのですかね。莫大な財産ですよ、はっきり言うてね。昔であれ

ば。今はちょっと若干安いので、そんなにはないのですけれども。やはり先日ですか

ね、この維持管理ということで、何か所か町有林の搬出間伐をしております。そういっ

たところを、私も山が大体専門でございますので、行って見てまいりました。きれいに

していっておるところもあるのですけれども、場所によっては「これは・・・。」と首

をかしげるような間伐現場じゃな、最後に残る。昔で言えば、これは維持管理という面

では、皆さんも御存じでしょうけれど、植付けしますと、下刈・除伐・間伐・択伐そし

て伐採なのですよ。その５つの過程を経て、皆さんが、県でも国でも言う「１００年の

森」を育てるための１つのステイタスといいますか、順番なのですね。 

  ところが、先日まいりました町有林には、除伐・間伐が飛んで、択伐になっておるの

ですね。これ択伐というのは、皆さん専門用語で分からんだろうけれども、木が乱立し

ております。その中で大きいやつ、大きいやつを先に抜き切りするのですよ。すると、

こんな小さなひょろひょろとしたスギの木が残るのですね。これは、まあいうたら森林

の維持管理ではないのよ。これは収益を上げるためにする事業なのよ。伐採の前に、う

ん。これは専門の人でなければ分からんと思いますけれどもですね、山本森林管理受託

センター準備室長あたりは十分熟知していただいていると思いますけれどもね、やはり

これはね、１つの町の森林の管理をする上において、ちょっとこれはやりすぎであろう

という面が見られるのですよ。 

 なぜそういうふうになったか。やはり専門のそういった間伐なら間伐をするときの、

やはり技術者が少ないということ、１つはね。前々であれば間伐するときには、その先
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だった技術者が印をしていくのですよ、こう。「これを切りなさい、これを切りなさ

い、これを切りなさい。」と、ちゃんと４ｍぐらいから５ｍぐらい間隔がこじゃんとあ

くように間伐をしていくのですよ。そういったところが今の問題に、維持管理という面

ではちょっと首をかしげるような切り方なんじゃわな。あれは次の台風とか大きな雪が

降りますと、ほとんど倒れますよ。全くなくなる可能性もある。 

  これは維持管理の上で少し考えるべきじゃないか。私は、もし町有林が個人の山であ

れば、これは業者に対して「これは何な。」と言うて、まさかスギ、切ったものを戻せ

とは言えませんけれども、もう少し考えた間伐なり除伐、維持管理をする上においてや

はり専門知識のある人間を町としても登用すべきじゃないか。臨時で結構なのですよ。

もし町有林を間伐するというようになったら、何日か人を雇って専門的に見ていただく

とか、そういったものをせんと、今のままでは営利主義に入ってしもうて、もうあとの

山がほんま情けないような状況になっている。山本森林管理受託センター準備室長もこ

の面については今後も十分研究をしていただきたいと思います。 

  それで、最後にお聞きしますけれども、これ２，０００町歩ある町有林、町長、これ

今後維持管理する上において、森林管理受託センターに委託するつもりなのか、それと

も現在のまま総務課で管理していくのか。将来どのように考えておるか、それだけちょ

っとお聞きしましょうか。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 那賀町の２，０００町歩のこの町有林の管理、管理のその財産管理は

これはもう総務課であります。ただ、今御指摘がありましたように、山林の本当に維

持管理といいますか、間伐・育林、これらについてはやはり森林管理受託センターあ

るいはまた今の組合を含めての事業体に、森林管理受託センターから維持管理の委託

契約をすることになろうと思います、発注を。 

やはりその場合に、これはもう町有林に限らず個人の山でも一緒ですけれど、ただ

単に本数だけ間伐すればいいわという方法では駄目よと我々は思っています。先ほど清

水議員さんにもお話させてもらいましたが、この木材、間伐した木材においてもやはり

優品・秀品というような選別をして有利に販売するようになると思います。 

そうしなければならないと思いますし、それから１００年の森、長伐期の森林、こ

ういった森づくりをやっていく場合に、ただ単に今この索道、高性能機械等を据え付け

て、筋にダダッと、これにかかるやつ、もうそのとおりに筋をすっと全部間伐してい

く、またこっちも間伐をしていく。これが私もいいとは限りません、いいと思っていま

せん。やはりこの森づくりのためには、やはりその間伐の方法等についてもこれは十分

知識を得ていただいて、そして我々としても今入札を行っている事業体、この事業体が

建設業者さんと一緒で、いい事業体か悪い事業体かによってやはり指名に入れるか入れ

んかということもこれから検討していくべきだろうと思います。切捨間伐にしてもそう

です。谷に切り込んだままでそういう施業をしていく事業体さんに、そういう施業をお

任せするわけにはいかないと思いますので、やはりそこら辺も含めて事業体さんにおい

てもそういう技術の向上、そしてまた間伐施業のあり方というのも十分理解していただ

くべきだろうと思っております。  
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  これ、また専門的に、山本森林管理受託センター準備室長のほうからもお話があろう

と思います。 

○山本賢明森林管理受託センター準備室長 議長。 

○大澤夫左二議長 山本森林管理受託センター準備室長。 

○山本賢明森林管理受託センター準備室長 この維持管理のことについてなのですけ

れど、入札制度を我々は取り入れています。当然検査制度もやっています。そういっ

た中でですね、今議員さんがおっしゃったように、除伐した・間伐した・択伐したと

いう考え方であってはならない。要するに、今ある木材という、いわゆる除伐して間

伐して成長木から成木に持っていくまでに、不良木をできるだけ少なくして成長木か

ら成木に持っていく、これで収益を上げるというのが当然の考え方であって、我々も

検査も６回ぐらい現場の検査に行きました。 

 これね、やはりレベルがあるのです。今私が思うのに、僕いつも誰が現場代理人なの

かということを掲げるのですけれども、ああ、この人がやったのだったら絶対間違いな

いと。例えば切ったときに横の木をね、傷つけていない。これどんなにしてやりよるの

でと聞いたらやはりカバーとしよると。こういった試みをね、やっているというのはや

はり素晴らしい。現場を見たらすぐに分かるのですけれども。 

それで入札制度それから検査制度の中で、どの事業体がやっても同じレベルになら

ないといかんと、品質管理上。これを我々がやはり指導していかないといかんというこ

とで、例えば傷をつけたとかね、もう無茶苦茶やっておるでないかというようなことが

あったのでは、山林所有者にすれば「もうおまはんくやめてくれ。」ということになり

ます。これを我々もよく言うておるのですけれど、必ずこんなきっちりした仕事をやる

ことによって山林所有者から信頼を得る、信頼を得ることによって今度は繰り返しこれ

が継続できると、こういった形をやっていかざるを得んと。そういうことをやはり事業

体に必ずやってもらうようにですね、僕らも言うておるのですが、あそこの現場のあの

山を見てこいと、そうしたらほんまにああいうところを見習ってからやはり技術力とい

うのをね、高めていかないといかんよということで、今現在指導しているところです。 

今議員さんおっしゃったように、当然いい材を最終的には残すといったことで、ま

あほなけん、これもジャミとかね、同じ木・林齢の中でもジャミがあったりいろいろ傷

があったり曲がりがあったりするのですけれど、そういった木を線下
せ ん し た

、いわゆる線際で

やっている線下のすぐ横にあるのですよね。これ切ってくれやという指導もしよるので

すけれど、そういった形でやはり良質木を残していくという考え方を実施していかなけ

ればいかんなということを本当に思っています。今後はそういった形で指導もチェック

もやっていきたいなというように思います。 

  よろしくお願いします。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 まだまだ言い足りないことはたくさんあるのですけれどもですね、

時間の関係で、私もまさか１時間やるとは思っておりませんでしたので。 

やはりこういった問題、確かに多くあります。そして最後に確認ということで、こ

の覚書があるように、１つ今後は私どもが一般質問でこういうふうな問題を取り上げる
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ことのないような行政を１つ育んでいってほしい。このことをお願いしておきます。 

  以上です。 

○大澤夫左二議長 久川君の質問が終わりました。 

  以上をもって・・・。 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 はい、意見書じゃな。どうぞ。 

○新居敏弘議員 それでは、先ほど私の方からもお願いしたように、先日のオスプレイ

の低空飛行訓練に関しまして、意見書を提出いたします。 

よろしくお願いします。 

○大澤夫左二議長 ただいま新居くんから「オスプレイの低空飛行訓練に関する意見書

（案）について」の動議が提出されました。この動議は１人以上の賛成者があります

ので、成立いたしました。 

  「オスプレイの低空飛行訓練に関する意見書（案）について」の動議を日程に追加

し、追加日程第１として議題とすることについて採決します。 

  この採決は起立によって行います。動議を日程に追加し、追加日程第１として議題に

することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立多数」であります。したがって、この動議を追加日程に追加

し、追加日程第１として議題とすることに決定されました。 

  追加日程第１「オスプレイの低空飛行訓練に関する意見書（案）について」の動議を

議題といたします。 

  本件について、提出者の説明を求めます。 

〔新居敏弘議員、登壇〕 

○新居敏弘議員 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

○新居敏弘議員 それでは「オスプレイの低空飛行訓練に関する意見書（案）につい

て」説明をさせていただきます。本文の方の表題が「オスプレイ」の「イ」が抜けて

おりますので、それを訂正していただきたいと思います。読み上げて説明に代えさせ

ていただきます。 

 「米軍の新型輸送機米軍の新型輸送機ＭＶ２２オスプレイが、３月６日から８日、那賀町

上空を含むオレンジルートで低空飛行訓練を行った。 

那賀町議会は、昨年９月に全会一致で「ＭＶオスプレイ及びあらゆる米軍機の低空飛行訓

練に反対する意見書」を採択したところであるが、訓練予定の前日になって、当初九州のイ

エロールートとしていたものを急きょオレンジルートに変更し訓練を強行したことは、住民

の不安感や反対の声を無視したもので、誠に遺憾であり、強く抗議する。 

今回の訓練は比較的高度が高く、また、夜間訓練も行われたが、まだ本格的な訓練ではな

かった印象があるが、これを地ならしとして今後本格的な訓練が行われるのではないかと危

惧する。 

よって本町議会は、住民の安全・安心を脅かすオスプレイ及びあらゆる米軍機の低空飛行

訓練に反対をするとともに、政府に対しあらゆる米軍機の低空飛行訓練が行われないよう強
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く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。」 

提出先は、以下のとおりとなっております。よろしく御賛同をお願いいたします。 

〔新居敏弘議員、降壇〕 

○大澤夫左二議長 これより質疑を行います。質疑のある方はどうぞ。 

○大澤夫左二議長 「質疑なし」と認めます。 

  これより討論を行います。発言のある方はどうぞ。 

○大澤夫左二議長 「討論なし」と認めます。 

  これより採決いたします。「オスプレイの低空飛行訓練に関する意見書（案）につい

て」の動議について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は御起立を願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 ありがとうございました。「起立多数」であります。よって、「オ

スプレイの低空飛行訓練に関する意見書（案）について」の動議は可決されました。 

以上をもって、本日の議事日程は全部終了しました。 

お諮りいたします。３月１２日から２１日は、議案調査並びに休祭日のため休会と

いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。よって、そのように決定いたしました。

３月２２日再開いたします。 

本日はこれをもって散会といたします。御苦労さまでした。 

午後０３時２７分 散会 
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議事日程 

日程第１ 議案第３号 那賀町職員定数条例の一部改正について 

 議案第４号 那賀町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 議案第５号 那賀町情報公開条例の一部改正について 

 議案第６号 那賀町個人情報保護条例の一部改正について 

 議案第７号 那賀町役場出張所設置条例の一部改正について 

 議案第８号 那賀町木頭交流センター条例の制定について 

 議案第９号 那賀町使用料条例の一部改正について 

 議案第１０号 那賀町特定非営利活動促進法施行条例の制定につい

て 

 議案第１１号 那賀町税条例の一部改正について 

 議案第１２号 那賀町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定に

ついて 

 議案第１３号 那賀町総合交流促進施設条例の一部改正について 

 議案第１４号 那賀町総合交流ターミナル施設「四季美谷温泉」条

例の一部改正について 

 議案第１５号 那賀町簡易水道等条例の一部改正について 

 議案第１６号 那賀町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者

の資格等に関する条例の制定について 
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 議案第１７号 那賀町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改

正について 

 議案第１８号 那賀町営住宅条例の一部改正について 

 議案第１９号 那賀町町道の構造の技術的基準を定める条例の制定

について 

 議案第２０号 那賀町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の

制定について 

 議案第２１号 那賀町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関

する基準を定める条例の制定について 

 議案第２２号 那賀町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術

的基準を定める条例の制定について 

 議案第２３号 那賀町道路占用料徴収条例の一部改正について 

 議案第２４号 那賀町営残土処理場条例の一部改正について 

 議案第２５号 那賀町地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の制定について 

 議案第２６号 那賀町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の制定について 

 議案第２７号 那賀町こどもはぐくみ医療費の助成に関する条例の

一部改正について 

 議案第２８号 那賀町障害認定審査会の委員の定数等を定める条例

の一部改正について 

 議案第２９号 平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）に

ついて 

 議案第３０号 平成２４年度那賀町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）について 

 議案第３１号 平成２４年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会

計補正予算（第２号）について 
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 議案第３２号 平成２４年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計補

正予算（第３号）について 

 議案第３３号 平成２４年度那賀町立上那賀病院事業会計補正予算

（第１号）について 

 議案第３４号 平成２５年度那賀町一般会計予算について 

 議案第３５号 平成２５年度那賀町国民健康保険事業特別会計予算

について 

 議案第３６号 平成２５年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会

計予算について 

 議案第３７号 平成２５年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 

 議案第３８号 平成２５年度那賀町介護保険事業特別会計予算につ

いて 

 議案第３９号 平成２５年度那賀町簡易水道事業特別会計予算につ

いて 

 議案第４０号 平成２５年度那賀町集落排水事業特別会計予算につ

いて 

 議案第４１号 平成２５年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計予

算について 

 議案第４２号 平成２５年度那賀町財産区事業特別会計予算につい

て 

 議案第４３号 平成２５年度那賀町立上那賀病院事業会計予算につ

いて 

 議案第４４号 平成２５年度那賀町工業用水道事業会計予算につい

て 

 議案第４５号 那賀町過疎地域自立促進計画の変更について 

 議案第４６号 那賀町辺地に係る総合整備計画の変更について 

 議案第４７号 那賀町森林総合利用施設相生森林文化公園あいあい

らんどの指定管理者の指定について 

 議案第４８号 那賀町木頭高齢者生活福祉センターの指定管理者の

指定について 

 議案第４９号 那賀町木頭図書館の指定管理者の指定について 
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 議案第５０号 那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指定

について 

 議案第５１号 財産の取得について 

 請願第１号 核兵器禁止条約の締結交渉開始を求める意見書の提

出に関する請願書 

日程第２ 平成２４年 

要望第５号 

適正な議員定数改革についての要望書 

 平成２４年 

要望第７号 

議会経費削減についての要望書 

日程第３ 発議第２号 那賀町議会議員定数条例の一部改正について 

日程第４ 議案第５２号 工事請負契約の変更について 

（平成２４年度道整備交付金事業 町道海川出原線

 改良工事） 

日程第５ 選挙管理委員及び選挙管理委員補充員の選挙について 

日程第６ 議員派遣について 

日程第７  閉会中の継続調査について 

（議会運営委員会並びに各常任委員会） 

  

  

  

  

本日の会議に付した事件  議事日程に同じ 
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午前１０時００分 開議 

○大澤夫左二議長 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１５名であり

ます。 

これから本日の会議を開きます。 

日程に入るに先立ち報告いたします。町長より追加議案の提出通知がありましたの

で、報告いたします。 

報告は以上のとおりであります。 

これより本日の日程に入ります。議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

日程第 1、議案第３号「那賀町職員定数条例の一部改正について」から、議案第５１

号「財産の取得について」までの４９議案と、請願第１号「核兵器禁止条約の締結交渉

開始を求める意見書の提出に関する請願書について」を議題といたします。 

  本件については、去る３月６日本会議において各常任委員会に付託し、審査が行われ

た事件であります。 

  以上の５０件に関し、各委員長の報告を求めます。 

まず、総務文教常任委員長 吉田君。 

○吉田行雄総務文教常任委員長 議長。 

○大澤夫左二議長 吉田君。 

〔吉田行雄総務文教常任委員長、登壇〕 

○吉田行雄総務文教常任委員長 おはようございます。総務文教常任委員長報告を申

し上げます。 

 本委員会は去る３月１４日に開催し、定例会において付託されました議案第３号

「那賀町職員定数条例の一部改正について」から、議案第５０号「那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海

洋センターの指定管理者の指定について」までの１９議案と、請願第１号「核兵器禁止

条約の締結交渉開始を求める意見書の提出に関する請願書について」審査いたしました。 

その結果、付託議案については全議案とも原案のとおり可決すべきものと決定し、

請願第１号「核兵器禁止条約の締結交渉開始を求める意見書の提出に関する請願書につ

いて」は不採択とすることに決定いたしました。 

以下、審査の過程におきまして議論のありました事項の一部について、その概要を

申し上げます。 

議案第４号「那賀町職員の給与に関する条例の一部改正について」、委員より「看

護師の夜勤手当を５千円から８千円に引き上げるようだが、これは他の医療機関と比較

してこれまでが安すぎたのか。」との質疑に対し、理事者側より「民間と比較して町職

員の給与は決められないが、公共的なところに調査をした結果と聞いている。給料や手

当を町独自で決めている制度上、現在まではそれで支給してきたが、昨今の看護師不足

を解消できるのではないかという点もあり、今回改正したい。」との答弁がございまし

た。 

次に、議案第１２号「那賀町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について」、

委員から「事象が発生した場合に、国や県の指示により町の対策本部を立ち上げていく

ととらえているが、この条例についての詳細な説明を。」と求めたところ、理事者側よ

り「今回の特別措置法の制定により条例化が必要になったもので、これまでは要綱によ
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り行動計画が定められていた。国が緊急宣言をした場合、県や町は直ちに対策本部を設

置しなければならず、それぞれが役割分担し対応していくが、基本的には国の指示を仰

ぐことになる。」と説明がありました。 

次に、議案第２９号「平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）について

（所管分）」、委員から「地域コーディネーターと地域おこし協力隊の事業区分につい

て、分かりづらい。」との意見があり、理事者側より「平成２４年度の地域コーディネ

ーターの事業が採択されれば、１名は地域おこし隊として地域に埋もれている資源を掘

り起こし、地域の活力を見い出しながら元気な地域になるよう務めてもらう。」との説

明がありました。 

次に、議案第３４号「平成２５年度那賀町一般会計予算について（所管分）」、委

員から「相生庁舎の改築工事設計委託費が計上されているが、先日の那賀町を愛する弁

論大会で生徒の発表にもあったように、人口が減少している中で学校やクラブの問題、

また役場庁舎についても見直しが必要ではないかといった発言があった。検討委員会で

協議してきたことだと思うが、那賀町の将来を考えて踏み込んだ話をしているのか。ま

た、今の支所方式をずっと継続していくのか。」との質疑があり、理事者側より「相生

庁舎については、木造にすることで半額の補助をいただけるということが第一で、規模

については現在の人数から換算している。今後相生地域審議会や議員とも相談し、決め

ていきたい。また、今後は課の再編も含めて検討せざるを得ないと思っており、支所に

ついても人数的には今以下になる可能性が高いが、充分協議をしていきたい。」と答弁

がありました。 

また、委員から「那賀町の民話の制作について、印刷製本委託料として今回１２百

万円余りが計上されており、各戸に配布するのと関係機関用と合わせて５，０００冊印

刷されるとのことであるが、本当に全戸に配って値打ちがあるものなのか。文化はお金

ではないと思っているが、住民から高いと言われるとなかなか説得もできない。読みた

い、手にしたいと思っていただけるような広報も必要ではないか。」との意見があり、

理事者側より「今回那賀町の民話を編さんするに当たり、旧町村で発行されていた民話

集が全部そろわなかったため、県立図書館等からコピーして収集してきたものもある。

今回の民話集は、那賀町に残る民話が全て網羅されているということで、非常に意義が

あると思っている。合併記念行事の一環として全戸に配布したいと考えている。また、

費用面においては、過疎債を充当することにより一般財源を少なくしたいと考えている。

できるだけ安価になるよう努力していきたい。」との答弁がありました。 

他の議案についても、理事者側の説明に対し理解できるものとし、全議案とも原案

のとおり可決すべきものと決定し、請願第１号は不採択とすることに決定をいたしまし

た。 

以上、審査の概要を申し上げ、総務文教常任委員長報告といたします。 

〔吉田行雄総務文教常任委員長、降壇〕 

○大澤夫左二議長 次に、産業建設常任委員長 久川君。 

○久川治次郎産業建設常任委員長 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

〔久川治次郎産業建設常任委員長、登壇〕 
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○久川治次郎産業建設常任委員長 産業建設常任委員長報告を申し上げます。 

本委員会は去る３月１３日に開催し、定例会において付託されました議案第１３号

「那賀町総合交流促進施設条例の一部改正について」から、議案第５１号「財産の取得

について」までの１９議案について審査いたしました。 

その結果、付託議案につきましては、原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

以下、審査の過程におきまして議論のありました事項の一部について、その概要を

申し上げます。 

議案第１５号「那賀町簡易水道等条例の一部改正について」、委員から「那賀町の

簡易水道料金は、最終的にいつ統一料金にしていくのか。」との質疑があり、理事者側

から「今回の条例改正で木沢坂州と木頭地区について改正をお願いしており、これが可

決いただくと８割方同一料金となる。遅れている上那賀地区におきましても来年度から

順次説明会を開催し、住民の御理解をいただきながら平成２９年度までには統一料金に

なるよう努力していきたい。」との答弁がありました。委員からは「できるだけ不公平

にならないよう統一してほしい。」との要望がありました。 

次に、議案第２９号「平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）について

（所管分）」、委員から、林業振興費で協議会の予算として１０百万円余り計上されて

いるため詳細な説明を求めたところ、理事者側より「地域再生計画に基づく特定地域再

生事業として内閣府の補助を受けて行う事業で、目的は地域経済の活性化、地域におけ

る雇用機会の創出、地域活力の再生の実現を図るために、地域の将来像や課題に取り組

み、関係団体との合意形成を図るためのソフト事業となっている。具体的には難しい面

があるが、スギやヒノキの素材や製品加工を含めて６次産業化ができないか。そして企

業や商社、大学とも連携を図り、官民学一体となった取組により地域の活性化を考えて

いきたい。もちろん林業だけでなく農業や観光面についても協議をしていきたい。」と

の答弁がありました。 

次に、議案第３４号「平成２５年度那賀町一般会計予算について（所管分）」、委

員から「地元農産物魅力アップパンフレットを作成することになっているが、那賀町も

ユズ関連の加工品が多くあるが、地元住民に十分周知ができていないのではないか。土

産や贈答品に使えるものも多いので、住民向けのパンフレットも必要ではないか。」と

の質疑に対し、理事者側から「この事業は阿南市・那賀町・美波町の定住自立圏で新た

に行うものだが、民間や組合などの農産物加工品を一覧にしたパンフレットは既に作成

しており、当然住民にも周知していかなければならないと思っているので、配布するな

り方法については検討していきたい。」との答弁がありました。 

委員から「那賀町産木材住宅部材交付金が１０百万円余り計上されているが、住民

に交付金制度が知られていないのではないか。」との質疑に対し、理事者側から「平成

２４年度は、３戸で木材使用料が６２．４㎥であった。今回制度上の基準である柱材の

寸法を４寸角から３寸半角に引き下げて利用しやすくした。」との答弁があり、委員よ

り「那賀町産材という格付け的なものが必要と考えているが、どのように考えているの

か。」との質疑に対し、理事者側より「当然交付金の対象は那賀町産材で那賀町内の製

材から購入したもので、家を建てる人は那賀町内の工務店や大工さんとなっている。平
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成２５年度からは那賀町産材であるという産地証明をもらおうと考えている。」との答

弁がありました。 

次に、議案第４７号「那賀町森林総合利用施設相生森林文化公園あいあいらんどの

指定管理者の指定について」、委員会当日は雨が降っておりましたが、委員全員で現地

視察を行いました。委員から「コテージが１４棟あるが、老朽化して危険な建物もある

ので早急に撤去が必要である。また魅力ある施設なので廃園するわけにもいかない。少

しでも利益の上がるような運営方法を考え、地元住民とも理解を深めていってほし

い。」との要望がありました。 

以上、審査の概要を申し上げて、産業建設常任委員長報告といたします。 

〔久川治次郎産業建設常任委員長、降壇〕 

○大澤夫左二議長 次に、厚生常任委員長 新居君。 

○新居敏弘厚生常任委員長 議長。 

○大澤夫左二議長 新居君。 

〔新居敏弘厚生常任委員長、登壇〕 

○新居敏弘厚生常任委員長 厚生常任委員長報告を申し上げます。 

本委員会は去る３月１８日に開催し、定例会において付託されました議案第２５号

「那賀町地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

制定について」から、議案第４８号「那賀町木頭高齢者生活福祉センターの指定管理者

の指定について」までの１５議案について審査いたしました。 

その結果、付託議案については、全議案とも原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

以下、審査の過程におきまして議論のありました事項の一部について、その概要を

申し上げます。 

議案第３４号「平成２５年度那賀町一般会計予算について（所管分）」、委員より

「外出支援サービス事業のタクシー利用補助金については、満額利用されているの

か。」との質疑があり、理事者側より「これまでは旧町村単位の範囲内で半額補助をし

てきたが、タクシー業者との協議を重ね、御理解をいただくことができたことにより、

来年度からは旧町村の範囲を撤廃し、全町的に利用することが可能になった。しかし、

利用者にとっても半額負担が要るため極端に利用者が増えるとは思えないが、利用状況

を見ながら補正対応したい。また、障害者のタクシー利用については、町外へ行く場合

に上限を定めて補助できないか検討中である。」と答弁がありました。 

委員から「有害鳥獣の駆除数は増えているが、シカ肉の安定供給ができていないよ

うに思うが、原因はどこにあるのか。」との質疑に対し、理事者側より「受入体制と価

格の問題が大きいと思う。欲しいときに捕れるとは決まっていないし、突然捕れて持っ

てこられても・・・という需要と供給のバランスも考えられる。遠いところ持っていっ

てもそれに見合う料金でないということも聞いている。」と答弁がありました。委員か

らは「四季美谷温泉でもシカ肉料理を売りに出しているし、一つの産業として確立でき

るよう力を入れてほしい。」と要望がありました。 

委員から「子宮頸がんワクチンについて、副作用の症例が出ていると指摘されてい

るが、現状把握と対策はどのように考えているのか。」と質疑があり、理事者側より
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「全国的な話で副作用があったと聞いているが、厚生労働省からは通達は来ていないの

でこれまで同様接種したいと考えているが、今後、国から通達等あれば対応していきた

い。」と答弁がありました。 

委員から「保健事業で特定健診の数を増やさないといけないと思うが、今回胃カメ

ラ健診の委託料が計上されているが、受診者の数は５０人程度を見込んでいるのか。」

との質疑に対し、理事者側より「平成２５年度において５０歳になる人に対し、無料で

胃カメラ健診ができるよう対象者の半数を予算計上した。」と答弁がありました。委員

からは「長寿命化策で特定健診を勧めるため、地域で協力しているところがある。那賀

町も再三保健師が電話により受診を勧めてくれているが、地域で健診の受診率を上げる

取組ができないか。」との意見があり、理事者側より「国保協議会でも話が出たが、個

人情報という難しい面もあるので、保健師が直接未受診者に言うのが一番と考えてい

る。」と答弁がありました。 

他の議案につきましても、理事者側の説明に対し理解できるものとして、可決した

ものであります。 

以上、審査の概要を申し上げ、厚生常任委員長報告といたします。 

〔新居敏弘厚生常任委員長、降壇〕 

○大澤夫左二議長 以上をもって、各委員長の報告が終わりました。 

  これより、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 

○古野司議員 はい、それでは産業建設常任委員長に１つお聞きをいたします。 

先ほどの委員長報告の中で、那賀町産木造住宅部材交付金ということの事業につい

ての審査の内容の御説明はいただきましたが、同じく町産材を使用するという点におき

まして、本年度新しい平成２５年度において新たな取組が予算に計上されております。

木材利用推進住宅費の中に、本来であれば工事費に含まれるであろうはずの原材料費と

いうことが別枠で節に計上されております。この件に関しては、どのような形で事業を

執行されていくのかということ、委員長はどのように把握をされておられるのか。委員

会ではどのように話があったのかということをお聞かせいただきたいと思います。  

○久川治次郎産業建設常任委員長 議長。 

○大澤夫左二議長 久川産業建設常任委員長。 

〔久川治次郎産業建設常任委員長、登壇〕 

○久川治次郎産業建設常任委員長 古野議員の質疑にお答えいたします。 

 木材利用推進住宅費の原材料費につきましては、委員会では質疑はありませんでした

が、別途お尋ねいたしますと、今後の町で住宅建設などに使用する木材等につきまして

は、予め発注をし、乾燥材を利用するということに努めたいとのことです。これは私ど

もが以前から申し上げていたことで、大変よい決断だと思います。那賀町産材の利用促

進に大いにＰＲできるものと期待をしているところでございます。 

〔久川治次郎産業建設常任委員長、降壇〕 

○古野司議員 議長。 

○大澤夫左二議長 古野君。 
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○古野司議員 はい、非常に的を射たような形の町産材を利用するための取組であろう

と。今後町が行う、特に来年度に相生庁舎の建替もございます。大きな特殊木も必要

になってこようかと思います。このような事業に対して、町産材がいかに素晴らしい

ものであるかということをアピールするためにも、事前に材料費として用意をされて

執行されていく、非常にすばらしい取組、これからもできる範囲の中で大いに取り組

んでいただきたいと希望いたしまして、私の質疑を終わります。 

  以上でございます。 

○大澤夫左二議長 ほかに質疑はございませんか。 

○大澤夫左二議長 質疑がないようなので、これで質疑を終了いたします。 

これより、議案第３号から請願第１号までの５０件についての討論を行います。発

言ありますか。 

○大澤夫左二議長 発言がないようなので「討論なし」と認めます。 

これより、採決に入ります。 

まず、議案第３号「那賀町職員定数条例の一部改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり決

定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第４号「那賀町職員の給与に関する条例の一部改正について」採決いたし

ます。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第５号「那賀町情報公開条例の一部改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第５号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第６号「那賀町個人情報保護条例の一部改正について」採決いたしま

す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第６号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第７号「那賀町役場出張所設置条例の一部改正について」採決いたしま
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す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第７号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第８号「那賀町木頭交流センター条例の制定について」採決いたしま

す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第８号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第９号「那賀町使用料条例の一部改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第９号は委員長報告のとお

り可決されました。 

次に、議案第１０号「那賀町特定非営利活動促進法施行条例の制定について」採決

いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１０号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１１号「那賀町税条例の一部改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１１号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１２号「那賀町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について」

採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１２号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１３号「那賀町総合交流促進施設条例の一部改正について」採決いた
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します。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１３号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１４号「那賀町総合交流ターミナル施設「四季美谷温泉」条例の一部

改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１４号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１５号「那賀町簡易水道等条例の一部改正について」採決いたしま

す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１５号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１６号「那賀町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等

に関する条例の制定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１６号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１７号「那賀町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正につい

て」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１７号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第１８号「那賀町営住宅条例の一部改正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１８号は委員長報告のと

おり可決されました。 
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次に、議案第１９号「那賀町町道の構造の技術的基準を定める条例の制定につい

て」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第１９号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２０号「那賀町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制定につ

いて」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２０号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２１号「那賀町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準

を定める条例の制定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２１号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２２号「那賀町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を

定める条例の制定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２２号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２３号「那賀町道路占用料徴収条例の一部改正について」採決いたし

ます。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２３号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２４号「那賀町営残土処理場条例の一部改正について」採決いたしま

す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２４号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２５号「那賀町地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２５号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２６号「那賀町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の制定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２６号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２７号「那賀町こどもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正

について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２７号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２８号「那賀町障害認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部改

正について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２８号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第２９号「平成２４年度那賀町一般会計補正予算（第６号）について」

採決いたします。 

本件に対する各委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第２９号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３０号「平成２４年度那賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）について」採決いたします。 
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本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３０号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３１号「平成２４年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計補正予

算（第２号）について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３１号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３２号「平成２４年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算

（第３号）について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３２号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３３号「平成２４年度那賀町立上那賀病院事業会計補正予算（第１

号）について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３３号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３４号「平成２５年度那賀町一般会計予算について」採決いたしま

す。 

本件に対する各委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立多数」であります。よって、議案第３４号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３５号「平成２５年度那賀町国民健康保険事業特別会計予算につい

て」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３５号は委員長報告のと

おり可決されました。 
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次に、議案第３６号「平成２５年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計予算に

ついて」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３６号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３７号「平成２５年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算について」

採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３７号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３８号「平成２５年度那賀町介護保険事業特別会計予算について」採

決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３８号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第３９号「平成２５年度那賀町簡易水道事業特別会計予算について」採

決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第３９号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４０号「平成２５年度那賀町集落排水事業特別会計予算について」採

決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４０号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４１号「平成２５年度那賀町ケーブルテレビ事業特別会計予算につ

て」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４１号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４２号「平成２５年度那賀町財産区事業特別会計予算について」採決

いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４２号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４３号「平成２５年度那賀町立上那賀病院事業会計予算について」採

決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４３号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４４号「平成２５年度那賀町工業用水道事業会計予算について」採決

いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４４号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４５号「那賀町過疎地域自立促進計画の変更について」採決いたしま

す。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４５号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４６号「那賀町辺地に係る総合整備計画の変更について」採決いたし

ます。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４６号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４７号「那賀町森林総合利用施設相生森林文化公園あいあいらんどの

指定管理者の指定について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり
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決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４７号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４８号「那賀町木頭高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定につ

いて」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４８号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第４９号「那賀町木頭図書館の指定管理者の指定について」採決いたし

ます。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第４９号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第５０号「那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指定につい

て」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第５０号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、議案第５１号「財産の取得について」採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は「原案可決」であります。これを委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第５１号は委員長報告のと

おり可決されました。 

次に、請願第１号「核兵器禁止条約の締結交渉開始を求める意見書の提出に関する

請願書について」採決いたします。 

この採決は、起立によって行います。この請願に対する委員長の報告は「不採択」

でありますが、請願第１号を採択することに賛成の方は御起立下さい。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立少数」であります。よって、請願第１号は不採択とすること

に決定しました。 

  １１時まで、場内時計で１１時まで小休いたします。 

午前１０時５０分 休憩 
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午前１１時００分 再開 

○大澤夫左二議長 会議を再開いたします。 

日程第２、平成２４年要望第５号「適正な議員定数改革についての要望書につい

て」並びに平成２４年要望第７号「議会経費削減についての要望について」を議題とい

たします。 

本件については、去る１２月定例会において議会改革調査特別委員会に付託され、

継続して審査が行われていた事件であります。 

  以上の２件に関し、議会改革調査特別委員長の報告を求めます。 

○植北英德議会改革調査特別委員長 議長。 

○大澤夫左二議長 植北君。 

〔植北英德議会改革調査特別委員長、登壇〕 

○植北英德議会改革調査特別委員長 私の方から議会改革調査特別委員会委員長報告

を申し上げます。 

本委員会は去る３月１５日に開催し、平成２４年１２月定例会において付託されま

した要望第５号「適正な議員定数改革についての要望書」と、要望第７号「議会経費削

減についての要望について」までの２件について審査いたしました。その結果、付託さ

れた要望については、いずれも賛成者が少数であったため不採択とすることに決定いた

しました。 

 また、議員定数問題について委員会としての結論が出ましたので、併せて御報告いた

します。当委員会は、現在の議員の定数や報酬について妥当であるかどうか、また議会

改革を行い議会が活性化するよう取り組む必要性とその課題は何か、そしてその取組を

どのように進めていくのかを協議するため、９月定例会において議長を除く全議員の構

成により設置されました。 

 ２月までに３回の会議を開催し、特に議員の定数問題においては第２回の会議で委員

各位からそれぞれのお考えを述べていただき、先日開催した第４回の委員会において、

定数問題については一定の区切りを付けるため、採決を諮ったところであります。その

結果、削減と現状維持との意見は分かれましたが、削減に賛成の委員が多かったため、

１６人の定数を１４人とすることに決定いたしました。 

なお、本委員会は、今後においても、常任委員会のあり方、議員の報酬問題や政務

活動費また通年議会など、議会の活性化に向けた協議を継続して行っていくことを確認

したところであります。 

以上、審査の概要を申し上げ、議会改革調査特別委員長報告といたします。 

〔植北英德議会改革調査特別委員長、降壇〕 

○大澤夫左二議長 以上で委員長の報告は終わりました。 

  これより、ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○大澤夫左二議長 「質疑なし」と認めます。 

これより、平成２４年要望第５号と平成２４年要望第７号についての討論を行いま

す。発言ありますか。 

○大澤夫左二議長 「討論なし」と認めます。 

これより、採決に入ります。 
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  まず、平成２４年要望第５号「適正な議員定数改革についての要望書について」採決

いたします。 

  この採決は起立によって行います。この要望に対する委員長の報告は「不採択」であ

りますが、平成２４年要望第５号「適正な議員定数改革についての要望書について」は

採択することに賛成の方は、御起立下さい。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立少数」であります。よって、平成２４年要望第５号は不採択

とすることに決定しました。 

次に、平成２４年要望第７号「議会経費削減についての要望について」を採決いた

します。 

  この採決は起立によって行います。この要望に対する委員長の報告は「不採択」であ

りますが、平成２４年要望第７号「議会経費削減についての要望について」採択するこ

とに賛成の方は、御起立下さい。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立少数」であります。よって、平成２４年要望第７号は不採択

とすることに決定しました。 

次に日程第３、発議第２号「那賀町議会議員定数条例の一部改正について」を議題

とします。 

  本件について提出者の説明を求めます。 

○吉田行雄議員 議長。 

○大澤夫左二議長 吉田行雄君。 

〔吉田行雄議員、登壇〕 

○吉田行雄議員 「那賀町議会議員定数条例の一部改正について」を、別紙のとおり、

地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定により提出をいたします。提出者

吉田行雄、賛成者 前耕造、連記かよ子、久川治次郎。 

  提案理由の説明を、朗読をもって代えさせていただきます。 

  「那賀町議会議員定数条例（平成２１年那賀町条例第３０号）の一部を、次のように

改正する。本則中「１６人」を「１４人」に改める。附則、この条例は公布の日から施

行し、この条例の施行日以後初めてその期日を告示される一般選挙から適用する。」 

  理由につきましては、合併後においても急速に人口の減少が進んでいること、また昨

今の社会経済情勢に即し、議会の効率化と活性化を図るため、現行の定数より２名削減

する。 

  以上でございます。 

〔吉田行雄議員、降壇〕 

○大澤夫左二議長 この件に対してこれより質疑を行います。質疑はありませんか。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 ただいまの議員定数の問題について、私は現状維持の方でございます。 

 今までずっと思案してきたのですが、竹下内閣のときにふるさと創生金というものを

全市町村に配りました。数年するとそれは忘れました。また、これ合併することによっ
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て合併特例債を出そうと、それにこれ町村民みんな飛び付きました。かなりお金をくれ

るということでしたが、それも数年すると町民はみんな忘れました。 

そして、合併した時点で５２名おりました。「議員削減して経費を浮かせ。」と町

民はそう言ったのです。１億円近い削減になりました。それも忘れました。それで１９

人、今度また１６人に減らしました。１０百万円近い。それも町民の頭からは消えまし

た。今度１６名、これを１４名にすると。 

これいつまでたったら歯止めがかかるのですか。私は何としても那賀町をよくした

い。いろんな仲間と今回いろんな事業に取り組んでおります。何とかして残したい。そ

ういう観点から、今の現状維持はすべきだと思っております。 

以上です。 

○大澤夫左二議長 今は質疑ですから、委員長に質疑があるのだったら委員長に答弁を

求めてください。討論にね、まだなっておりませんので。 

○田中久保議員 反対します。賛成でなしに現状維持です。 

○大澤夫左二議長 それは討論のときにやりますので、今質疑の時間ですから、討論の

ときにまた述べてください。 

○田中久保議員 そうですか、すみません。 

○大澤夫左二議長 ほかの質疑者、ございませんか。 

○柏木岳議員 議長。 

○大澤夫左二議長 柏木君。 

○柏木岳議員 はい、質疑いたしますが、昨年の暮れにですね、「議会改革調査特別委

員会」というのができまして、議会の改革を検討するという委員会であったのですが、

その内容はですね、ほぼその定数問題に終始しまして、減らすか増やすか現状維持か

というような議論でしかなかったかと思います。 

数を決めることはですね、これは形式を決めるものであって、具体的に今後その議

会のあり方についてですね、中身を問うていく、どのような議会にしていくというよう

なことをですね、議員全員で考えていかなければならないというような中でですね、残

りの任期はあと半年ほどでありますが、提案いただいた吉田議員はですね、どのように

議会の内容の改革を考えられているのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

（何ごとか呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 小休いたします。 

午前１１時１２分 休憩 

午前１１時１４分 再開 

○大澤夫左二議長 再開します。 

○吉田行雄議員 議長。 

○大澤夫左二議長 提出者、吉田君。 

〔吉田行雄議員、登壇〕 

○吉田行雄議員 はい、柏木議員から提出者に対する質疑がございましたが、先ほどで

すね、私が発議をする前に委員長の方から、特別委員会の委員長の方からですね、今

お尋ねの定数の件、またその他議会改革に関すること、報告のあったとおりでござい

ます。 
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 したがいまして、定数の件につきましてはですね、委員長の方から報告がありました

ように賛成が多数であったということで、私はその旨を心に決めまして発議をしたわけ

でございます。 

  以上でございます。 

〔吉田行雄議員、降壇〕 

（柏木岳議員「ありがとうございました。」と呼ぶ） 

○大澤夫左二議長 ほかになければ、質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。発言ありませんか。 

○田中久保議員 議長。 

○大澤夫左二議長 田中君。 

○田中久保議員 先ほどは、誤解しまして失礼しました。申し訳ございません。 

先ほど討論で述べたとおりでございますが。 

（何ごとか呼ぶ者あり） 

前か、前やな。 

〔田中久保議員、登壇〕 

慣れないもので。 

先ほども申し上げたとおりでございますが、竹下内閣のときにふるさと創生金とい

うものを全国民に配布しました。そのときも、数年たつとそのお金というものは、一時

は喜んだのですが忘れてしまいました。また合併特例債、合併のときにそれで機嫌を取

られて「こうすると何億円か浮くのですよ。合併特例債でお金が出るのですよ。」と、

それにだまされてまた合併しました。すると、また何年かすると町民は忘れます。 

今回も５２人あるのは多すぎるでないかと、減らしたところ１億円ぐらい減ったの

ですよね。その当時は喜んで、それで今度また３人減らせと、１９人にしました。１９

人で１０百万円浮いてまた喜んだのです。今度１６名、これまた２名減らせと。いつま

でたったら、これあれなのですか。 

私もそれは町民のときには「これ減らせや。役場の職員も減らせや。」と、そうい

う気持ちでおりました。ほやけど、この１６人の中で町民の代表として議員生活をさせ

ていただきまして、これほど１６名になってこれほどえらい思いをするのはないです。

何とかして那賀町に人口を残したい、増やしたい。そんな一念でいろんな模索をした結

果、ある議員さん含め数名の方々と、試みとしてツムラ薬品の薬草というものを今回手

がけております。みんなが何とかして戻ってきてくれないかな、何とかしてこの仕事で

活性化にならないかな、そういう気持ちで今回一生懸命やらせてもらっております。成

功するかせんかは分かりません。しかしながら、那賀町をなんとかしたいということは、

私は常に思っております。そういう観点から、今回は是非とも１６名で、現状維持でい

きたいと思っております。 

以上です。 

○大澤夫左二議長 ほかに討論者ございませんか。 

○大澤夫左二議長 これでございませんようなので、これで討論を終了いたします。 

これより、起立により採決します。 

発議第２号については、原案のとおり決定することに賛成の方は、御起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立７名」であります。本採決の結果、起立者、要するにただい

ま採決の結果、「賛成・反対が同数」であります。したがって、地方自治法１１６条

第１項の規定によって、議長が本件に対して採決いたします。 

今、賛成･反対、この件について相半ばしたということは、大変、この問題がいかに

重要な判断であるかということに、非常に重い、議長採決としても決裁としても感じて

おります。ということは、まだこの那賀町の現状で、無論、議員削減することも改革の

１つ、委員長も述べられましたように、改革をすることは内容の改革をすること、間断

なくやっていかなければいけないことが多々あります。 

議長採決をさせていただくに当たって、一言、私の方も、この非常に重たい採決で

ございますから、一言自分の決意を述べさせていただきますと、大変高齢化する中で、

非常に人口の減少する中でも、政治的光の当たりにくい弱者の方が次第に増えておりま

す。こういうときに、議会の改革、その目的は、いかに政治の光をそういうところに当

てるかというのが第一だと思います。 

また、議会そのものが非常に町の会計を圧迫しておるというようなことも、私はま

だ認識いたしておりませんし、そういう諸々の重大な問題、今から決定しないといけな

い災害に対する問題、林業再生に対する問題、少しでも町民の多くの方が代弁者として

その意見を行政に反映するという意味から、今回に限っては、現状維持の１６名で町民

から洗礼を受けるべきだと私は考えますので、大変重い議長採決ではありますが、定数

削減については現状維持の１６名とすることに議長は決定いたします。 

発議第２号は、その結果「否決」と、発議第２号については「否決」と採決いたし

ます。 

以上であります。 

日程第４、議案第５２号「工事請負契約の変更について（平成２４年度道整備交付

金事業 町道海川出原線改良工事）」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 それでは、議案第５２号について、提案理由の説明をさせていただき

ます。 

  議案第５２号は「工事請負契約の変更について」であります。「平成２４年度道整備

交付金事業 町道海川出原線改良工事」について、山側切取り斜面の対策工において現

場を精査したところ、対策を要する面積が増加したため、工事請負契約を増額し契約金

額を変更したいので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

  以上、提案理由の説明といたします。どうかよろしくお願いを申し上げます。 

○大澤夫左二議長 内容の説明を建設課長に求めます。 

○平川恒建設課長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川建設課長。 

○平川恒建設課長 それでは、まず議案を読み上げさせていただきます。 



- 122 - 

  「議案第５２号、工事請負契約の変更について。次のとおり工事請負契約の変更をし

たいので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求める。平成２

５年３月２２日提出、那賀町長 坂口博文。 

  次のとおり工事請負契約を変更する。１．契約の目的、平成２４年度道整備事業 町

道海川出原線改良工事。２．契約の方法、変更契約。３．契約の金額、増額９，６４３，

２００円、変更前６８，９３２，５００円、変更後７８，５７５，７００円。４．契約

の相手方、徳島県那賀郡那賀町木頭和無田字マツギ４２番地１、株式会社小野組、代表

取締役 小野恭補。」 

変更の主な内容でございますが、当契約区間の施工延長は約１４０ｍで、山側への

切取りによる幅員拡幅をするものでございます。実施に当たりまして、地形・地質等の

現場精査によりまして、法面対策工の面積の増加に伴い、掘削土量について２０５㎥、

モルタル吹付工４２６㎡、鉄筋挿入工４７本、落石防護工９２㎡等の増加による増額変

更でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○大澤夫左二議長 説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ありますか。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 工事そのものとちょっと関連質問ということでお願いしたいのです

けれど、議長。 

○大澤夫左二議長 はい。 

○久川治次郎議員 実は、この工事につきましては現在進行形でありまして、実は一般

住民の方からも、非常に工事されている方は一生懸命やっていただきよるのですけれ

ども、全く通れないというようなことが再三聞かれます。というのは、工事の関係で

シャットアウトをしておるのだろうと思いますけれども、やはりあの道は幹線道路で

ありますので、午前、午前というか、日に３回は通していただきたいというふうに要

望があります。 

このことにつきまして、課長の方、町の方から時間制限等々あるのでしょうけれど

も、朝と昼・夜、通れるように１つ手配できないものか、１つお聞かせ願います。 

○平川恒建設課長 議長。 

○大澤夫左二議長 平川建設課長。 

○平川恒建設課長 そういった御意見は、かなり木頭支所の方からも伺っております。

それで、できるだけ通行を確保しながらの工事としたいのですが、やはりやむを得ず、

朝・昼・晩というのは、切取りの工程の途中で昼間に通すということはなかなか難し

いことがありまして、朝と晩とということは、山側切取りの場合はできるだけ確保し

まして通行をできるようなことにはしております。 

 それで、今後次のまた工区になるのですが、河川に、河川と言いますか、支川からの

流れ出してきている部分のボックスを、ボックスと言いますか、その河川を渡る工事が

あるのですが、その部分については、期間はまだ、期間までは詰めておりませんが、そ

の部分になりますと、全面通行止めをある程度の期間お願いするようになるかと思いま

すので、また周知徹底はしたいと思います。 
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できるだけ通行を確保して進めていきたいのですが、やはり集中して早く完了させ

るように少しでも改良を進めたいので、御理解をよろしくお願いいたします。 

○久川治次郎議員 議長。 

○大澤夫左二議長 久川君。 

○久川治次郎議員 確かにあそこを利用する方もたくさんおいででありますので、なる

べく交通に支障のないように１つお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○大澤夫左二議長 ほかに質疑はございませんか。 

○大澤夫左二議長 これで質疑を終了いたします。 

これから討論を行います。発言ありますか。 

○大澤夫左二議長 「討論なし」と認めます。 

これより、起立により採決します。議案第５２号については、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は、御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○大澤夫左二議長 「起立全員」であります。よって、議案第５２号は可決されました。 

  日程第５、「選挙管理委員選挙及び同補充員の選挙」を行います。 

お諮りします。この選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定に

よって指名推薦にしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、選挙の方法は指名推薦とし

て行うことに決定しました。 

  お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、議長が指名することに決定

いたしました。 

  選挙管理委員には、竹岡幸男さん、玉田九州子さん、中窪繁夫さん、中谷俊彦さん、

以上の方を指名します。 

  お諮りします。ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員の当選人と定めること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、ただいま指名しました４名

の方が選挙管理委員に当選されました。 

  次に、選挙管理委員補充員には、青木紀男さん、田村文一さん、村田衛さん、福井美

惠子さん、以上の方を指名いたします。 

  お諮りします。ただいま議長が指名いたしました方を選挙管理委員補充員の当選人と

定めることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、ただいま指名しました４名

の方が選挙管理委員補充員に当選されました。 
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  次に、補充の順位についてお諮りします。補充の順位は、ただいま議長が指名しまし

た順序にしたいと思います。御異議ございませんか。 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、補充の順序は、ただいま議

長が指名した順序に決定しました。 

  日程第６、「議員派遣について」議題といたします。 

お諮りします。本件については、会議規則第１１７条の規定によってお手元に配布

のとおり議員を派遣したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、お手元に配布のとおり、議

員を派遣することに決定いたしました。 

日程第７、「閉会中の継続調査について」議題といたします。 

お諮りします。お手元に配布のとおり、各常任委員会・議会運営委員会の各委員長

から、閉会中の継続調査並びに審査の申出があります。 

本件は、これを各委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査並びに審査に付するこ

とに御異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○大澤夫左二議長 「異議なし」と認めます。したがって、閉会中の継続調査並びに審

査に付することに決定いたしました。 

以上をもって、今期定例会の会議に付議されました事件は全て議了いたしました。 

坂口町長の方から御挨拶がございます。 

○坂口博文町長 議長。 

○大澤夫左二議長 坂口町長。 

○坂口博文町長 平成２５年３月那賀町議会定例会、６日から本日までの１７日間、４

９議案と、そして本日お願いを申し上げました追加１議案、計５０議案全て御承認を

賜りましたこと、厚く御礼を申し上げます。執行に当たりましては、いただきました

御意見また御提言を十分認識し、対応してまいりたいと思っております。 

  特に、本日も御意見をいただきました木造の公共建物、そしてまた今後那賀町産材を

使って個人の住宅を施工していただくということにつきましては、町側としても最大限

の支援をさせていただき、そして平成２５年度からは町産材であるということの証明書

を添付のことも検討いたしております。 

そういった中で、公共建物につきましては、特に那賀町産材の有効活用ということ

で、いろいろと事前対応すべきところについては事前に対応をしっかりとしてまいりた

いと思っておりますので、また議会の皆さん方の御協力をお願い申し上げ、今議会の全

議案御承認いただいたことに対してのお礼の御挨拶とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

○大澤夫左二議長 閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

  今期定例会は、去る３月６日に開会以来本日までの１７日間、議員各位の熱心な御審

議をいただき、ここに閉会を迎えることになりました。これもひとえに各位の御精進の

たまものであり、心より敬意と感謝の意を表する次第であります。 

  特に、本日は、かつて私も長い議員生活の中で経験のしたことのない、議長採決とい
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う非常に重い採決をさせていただきました。この件につきましては、何とぞ皆様方、各

議員諸侯の方はもちろん、町民の方に対しましてもお願い申し上げますが、なにとぞこ

の採決に至ったことを深く御理解いただき、またこれからも順次いろんなお問い合わせ

にも答えていきたいと思いますが、特に委員長報告にもありましたが、議会改革につい

ては、即手が付けてできるもの、長期的なものもありましょうが、迅速になにとぞまた

改革を進められますことを期待いたします。 

以上をもって閉会の議長の挨拶とさせていただきます。 

これをもって、平成２５年３月那賀町議会定例会を閉会いたします。大変御苦労さ

までした。 

午前１１時３７分 閉会 
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